


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




前がたり「ある機械人形の追想」

序章

第一章　「スマイルは接客の基本」

第二章　「三人の女」

第三章　「石」

第四章　「バケモノ」

第五章　「ベルン鉱山攻防戦」

第六章　「扉の奥で竜は吼える」

第七章　「其は盟約に基づきし者」

幕間劇

終章　「赤い瞳の看板娘」

あとがき







[image: ]







前がたり「ある機械人形の追想」







　わたしが、この世に生まれたのはいつの頃ころだったか。

　確か、わたしの中の最も古い記録によれば、大陸暦９１５年の５月10日だ。

　ワイルティア公国兵器廠しようで、わたしは他の無数のわたしと同じように、大量生産の果てに生み出だされた一機だった。

　その時のわたしには、意識はあり、知識はあるが、意志は存在しなかった。

　自由意志など必要としない。

　なぜなら、わたしのあるべき姿は、わたしの中に入る者達たちが決定する。

　彼かれらがわたしの意志となり、それがわたしの意志となる。そうあるように作られた。

　わたしの、わたしたちの名は、Ｌアームズ・タイプサイクロプス。型式番号ＬＳ―６Ｒ。

　全長８・５メートル、重量９・５トン、レザニウムリアクターを主導力とする、金属の体にオイルを巡めぐらせた、人型強きよう襲しゆう兵器――猟りよう兵機と一いつ般ぱんに呼ばれるモノだ。

　わたしはそれに搭とう載さいされた、搭とう乗じよう者しや支し援えん用ＡＩである。

　造物主たるワイルティア公国に勝利をもたらすために、わたしたちは造られ、戦い、壊こわされ、また造られる。それだけの存在である。

　全にして個、個にして全。

　そこに疑問を挟はさむ必要はない。

　そもそも疑問など浮うかべる必要がない。

　そのはずだった――

「よろしくな、お前が今日から俺おれの相棒か？」

　兵器廠からロールアウトされ、配属されたとある部隊で、わたしはその人と出会った。

　ルート・ランガート大たい尉い……その頃はまだ、准じゆん尉いだったと記録している。

　以前までとある特務部隊に所属していたらしいが、わたしたちが配備された部隊の隊長が、自ら引ひき抜ぬいてきたそうだ。

　彼は、わたしの中に入り、シートに腰こし掛かけ、長くなにかを思案していた。

「アーヴェイ……っていうのはどうだ？」

　いきなり彼はわたしにそう言ってきた。

　最初何を言い出したのか理解しかねたが、どうやらわたしの個別呼こ称しようを考えていたらしい。

「了りよう解かいしましたランガート准尉。パーソナルコード〝アーヴェイ〟と登録いたします」

　正直に言うと、この行こう為いになんの意味があるのかはわかりかねた。

　搭とう乗じよう者しやとの間に親密度を高める効果があるらしいが、それになんの意味があるのだろう。

　わたしたちはいくらでもある量産品で、その一つになにか名前を付けて、個人的な執しゆう着ちやくをしたところでなんの利があるのか。

　それでも、その日からわたしは、無数に存在する〝わたしたち〟の一つではなく、アーヴェイという〝わたし〟になった。

　ランガート准尉は、猟兵機の操縦者としてはある種理想的な適性の持ち主だった。

　あまたの戦場を彼と駆かけ抜け、彼は、わたしの機能を限界まで引き出してくれた。

　数多くの敵を倒たおし、数多くの敵てき陣じんを壊かい滅めつさせる。

　ワイルティアは戦意発はつ揚ようのため、格別の働きをした者には惜おしみなく昇しよう進しんさせ、特別待たい遇ぐうを許した。

　彼がグレーテンの陸上戦せん艦かんを単独で墜おとし、その功績で二階級特進し中ちゆう尉いとなった日に、機体のパーソナルカラーが認められた。

　エースパイロットと呼ばれる者たちの中でさらに目立った功績のある者たちには、他の兵士たちの手本とすべく個別塗と装そうが許されるのだ。

　既すでに彼の上官は黒の一色をシンボルとし、「黒の魔ま槍そう」と呼ばれていた。

　そしてランガート中尉がわたしに塗ぬったのは、白銀のような輝かがやきを放つ白だった。

「よく似合っているぞ、アーヴェイ」

　そう言って塗装が終しゆう了りようしたわたしの体を見て、ランガート中尉は満足そうにうなずいた。

　このパーソナルカラーという制度にも、兵士たちの士気高こう揚ようの意味は認めるが、わたし個人においてはなんの意味もない。

　色を塗り替かえたごときで強くなれれば苦労はしない。

　兵器開発局は躍やつ起きになって新色の開発に没ぼつ頭とうするだろう。

　なので、感想を求めてきたランガート中尉に、わたしはそのままの感想を述べた。

「お前らしいなぁ、アーヴェイ」

　そういいながら、中尉は苦笑いを浮かべつつ、わたしのコックピット内のコンソールをポンと叩たたいた。

　まるで、それは子どもの頭を撫なでるような動きだった。

　不思議なノイズが、わたしの中に走った。

　バグでも、エラーでもない。わたしの機能に対し、なんらかの影えい響きようを及およぼすものではない。

　だが、その日からわたしは奇き妙みような感覚に襲おそわれるようになった。

　戦場において、敵の小しよう銃じゆうや携けい行こう火器程てい度どではわたしの装そう甲こうは貫つらぬけない。

　しかし、要よう塞さい砲ほうや戦せん車しや砲ほうとなると話は別だ。

　その一いち撃げきがかすめ、あともう少し遅おそければコクピット内の中尉の体にも影響が及びかねなかった時、わたしの中で激しいノイズが走った。

　なぜもっと速く動けない。

　なぜもっと早く敵を感知できなかった。

　自分の機能を限界まで高めても、内部の中尉の生命を完かん璧ぺきに保護することが出来ない。

　どれだけ理想値を設定し、そうあろうとしてもそうなれないことを自覚する度に、ノイズはどんどん激しくなる。

　ある日、ふと何気なく、ひとつの事こと柄がらをシミュレーションしてみた。

　中尉がなんらかの事情で、わたしの操縦者としての活動が不可能になる――パイロットとして肉体もしくは精神に何らかの影響を及ぼすか、もしくは……もしくは、生命活動を途と絶だえさせてしまったとしたら。

　おそらく、わたしは中尉とは別のパイロットに支給され、その人物を支し援えんし、保護するために使われるのだろう。

　その結果を導き出した時に、わたしの中で今まで観測したことのない凄すさまじいノイズが生まれた。

　中尉の体に合わせて設定されたシートも、中尉が操作しやすいようにレイアウトされたレバーやシフトペダルも、全すべてがリセットされる。

　わたしの体に塗られた白い塗装も剥はがされるかもしれない。

　それどころか、中尉ではない別の人間が、わたしを「アーヴェイ」と呼ぶのだ。

　いやだ！

　………その言葉が出たことに、わたしは、自分で自分に驚おどろいた。

　いやだ、だと？　嫌けん悪お？　拒きよ否ひ？　そんなバカな！

　わたしは量産型兵器で、工業品だ。ただの道具だ。

　配属された搭乗者の作戦行動が不可能になれば、別の誰だれかに支給される。

　当たり前のことだ。

　だけど、わたしの中に走った数えきれないノイズが一つに集まり、それを拒きよ絶ぜつした。

　理解できない状態だった。

　わたしに意志はいらない。

　わたしには目的だけあればいい。

　ワイルティア公国に勝利をもたらすため――いや、それすらもおこがましい。

　レバーを引かれ、スイッチを押おされ、ギアを踏ふまれ、その反応に対し、常に正しく決まった動きを実行するだけの存在なのだ。

　なのにこれでは、わたしは、まるで、この世に中尉に出会うために生まれてきたと訴うつたえているようではないか!?

　生まれるだと？　人間でもない機械の分際で！

　わたしは、この時のことを中尉には報告しなかった。

　もしこれが何らかのシステム上の重大なトラブルならば、わたしは解体され破は棄きされると感じたからだ。

　これはトラブル等ではない。

　現に、中尉が――また昇進されて大尉となった――が、いつもの様にわたしの中に乗り込み、わたしに「行こうか、相棒」と言ってくれれば、何の問題もなくわたしは稼か働どうする。

　何も問題はない。

　何も問題はない。

　これからもわたしは大尉を守り、大尉はわたしを操あやつり、大尉の意志はわたしの意志となって戦場を駆けるのだ。

　戦功さえ上げればいいだけの話だ。

　だが、別れは突とつ如じよ訪おとずれた。

「もうすぐ、この戦争も終わりだな」

　東部戦線――ワイルティアの仇きゆう敵てきたるオーガスト連れん邦ぽうとの最大の決戦。

　モルグハウゼン要よう塞さい攻こう略りやく戦が、いよいよ大おお詰づめとなった時、大尉はそう言った。

　この戦いに勝利すれば、大陸全てを巻き込んだエウロペア大戦も終結する。

　それもワイルティア公国を主しゆ軸じくとした同盟軍の勝利として終おわるだろう。

　戦争があればこそ、戦場があればこそ、わたしは大尉とともにいられる。

　なのに、それすらわたしは奪うばわれようとしていることを知らされた。

「大尉、希望的観測は生存率を大おお幅はばに減少させます。自制してください」

　もしわたしが人の子ならば、声が震ふるえていたのだろうか。

「戦争が終わったら………なりたいものが、やりたいことがあるんだ」

　それでも大尉は言葉を続ける。

　知っている。

　以前、この人はわたしに語ってくれた。

　戦う以外の自分の生き方、自分の命の使い方。

　ずっとこの人はそれを探し求めていた。

　だから、「白銀の狼おおかみ」と呼ばれ、ワイルティアがほこる鋼鉄の騎き士しと讃たたえられても、それを心から喜んではいなかった。

「それは一体……なんなのでしょうか？」

　ついさっき、希望的観測はするなと言ったくせに、わたしは問わずにいられなかった。

　大尉の行くところに、わたしも付いて行きたかった。

　戦場でなくとも、戦争でなくとも、この人の相棒でいたかった。

「この戦いが終わったら、教えてやるよ」

　そう言って、大尉はいつもの様に、わたしのコンソールをポンと叩いた。

　小さな女の子をあやすように、優やさしい手付きで。

　でも、知っている。

　それがどんなものであったとしても、戦う以外の生き方を選ぶ以上、わたしは付いて行けない。

　だってわたしは兵器だから。

　戦場を駆け、砲ほう火かを放ち、機き銃じゆうで歩兵を掃そう射しやし、塹ざん壕ごうを踏み越こえ、防ぼう塁るいを蹴けり砕くだき、逃にげ遅おくれた兵士を踏みつけ、敵戦車の装甲を引き裂さく道具だから。

　わたしがわたしである限り、わたしは大尉とともにいられない。

　やがて戦争は終わり、大尉は軍を辞やめ、大尉でなくなった。

　わたしは置いて行かれた。

　一度、仮想してみたこともある。

　大尉の願いが叶かなわなければ、これからも大尉と一いつ緒しよにいられるのではないかと。

　でもその思考結果はすぐにかき消えた。

　大尉がその目的を果たし、成果を上げることを、わたし自身がなにより願っているからだ。

　わたしの中の全てを覆おおい尽つくすほど、ノイズが生まれた。

　もうどうでもいい。

　大尉がともにいないのならば、わたしが存在する理由はない。

　それ以外の理由はあるのかもしれないが、それはただ猟兵機として存在させる理由であって、アーヴェイとしてのわたしであるべき理由ではない。

　わたしの中に意志はない。

　大尉がわたしの意志であり、わたしの全てだった。

　意志なきものに、この世にあり続ける理由はないのだ。

　すべての機能を停止させ、屍しかばねのようになったわたしは、用なしの烙らく印いんを押され、程ほどなくして他の用なしとなった友軍機とともに、鉄くずとして処分された。

　される、はずだった――

　いったいどれくらいの時が過ぎただろうか……

　一時間かもしれないし、百年かもしれない。

「やあ、こんにちは」

　いきなり、その男はわたしに話しかけてきた。

「僕ぼくの名前はダイアン・フォーチュナー、親しきものは『魔導師』と呼ぶよ」

　その男の身み振ぶりはまるで道どう化け師しのようで、語り口は詐さ欺ぎ師しのようだった。

　魔導師というより、ペテン師じゃないのか？

「おやおや、なかなかいいセンスをしているね？」

　――――!?

　なんだこの男？　わたしの考えを読んだ？

「ワタシはいままで君の姉妹たちに質問をしてきた……しかし、そのどれも納なつ得とくのいく答えを、そもそも質問自体理解できないものばかりだった……」

　腕うでを組み、指を額に指し、苦く悩のうするようなポーズをとっている。

　真しん剣けんみのかけらもない芝しば居いがかったしぐさに、イラだちすらおぼえる。

「あはははははっ！　バレたかね？　おもしろいよ君は！　君なら、私の求める答えを口にしてくれるかもしれない」

　この男、ダイアンと言ったか、自分になにを答えさせようというのか……

「なに、簡単な質問さ？　一つ問う、『人間になりたくはないかね？』」

　え？

　人間に、なる？　ありえない、ふざけている。そんなこと不可能だ。

　それこそ魔導師……いや、魔ま法ほう使つかいででもなければできない業わざだ。

　だが、もし人間になれたら……

　戦場を去った大尉を追いかけることができる。

　もう一度大たい尉いと、一緒にいることができる。

　大尉の傍かたわらで、彼を支え、彼の目指すものをつかみとる力になれる。

　わたしが、わたしでいられる！

「すばらしい！　六百六十六体の君の同どう胞ほうの中で唯一、君は今、自じ我がを生んだのだ」

　生と死が交差する世界、万の命が散り、血とオイルが、鋼鉄と肉が混ざり合う中で生まれた、神のあずかり知らぬ魂たましい。

　こうしてわたしは、改めてこの世に生まれ直した。

　大陸暦９２０年３月の、ようやく春の足音が聞こえ、肌はだに当たる風が優しくなり始めた頃のことだった。







序章







　かつて、大陸全てを統治した超ちよう帝てい国こくが存在した。

　その国の名は、エウロペア――大陸中央に存在した帝てい都とは、百の塔とうが天にそびえ、星々の間を行き交う船が空に浮かび、魔ま法ほうにも等しい科学は死者すら蘇よみがえらせたという。

　だが、その都はある日突とつ然ぜん消しよう滅めつする。

　なんの前まえ触ぶれもなしに、さながら神の手がうっかり歴史から削けずりとってしまったかのように、千年前のある日、この世から無くなってしまった。

　残された者達――帝都からすれば辺境の地の領主達、「蛮ばん族ぞくの長」とも蔑さげすまれていた者達は、残された広大な国土の統治権を巡って争いを始める。

　いうなれば壮そう大だいな「遺産相続」とも言える戦争は、途と中ちゆう幾いく度どかの平和な時期をはさみつつも、千年の間止やむことはなく、一度も大陸は再統一されることなく繰くり広ひろげられる。

　そして、その最大のもの、大陸全てを覆った十年の長きにわたるエウロペア大戦は、猟りよう兵機を擁ようするワイルティア公国を軸じくとする同盟軍によって制された。

　強きよう靭じんな装甲で歩兵の銃じゆう火か器を無効化し、本来なら戦車や形成陣じん地ちでしか運用できない重兵器を携たずさえる鋼はがねの巨きよ人じん達たちは、各地で驚くべき戦果を上げた。

　天然の要害に囲まれたオーガスト連邦の首都マクスティアを制圧し、グレーテン帝てい国こくが誇ほこる地上戦艦をわずか一個小隊の猟兵機部隊が撃げき破は。

　ついには同盟軍に有利な講和条約が締てい結けつされ、大戦を終結に導いた。

　終戦、そして、様々なことが始まった。

　塗り替えられた国境線、併へい合ごうされ消え去った国家、分ぶん裂れつした国家。

　様々なものが生まれた、敗北者、弾だん圧あつ者、祖国を削り取とられたことを憎ぞう悪おする者。それに比べればはるかに些さ細さいなことであったが、小さな小さな町に、小さなパン屋がオープンした。







第一章　「スマイルは接客の基本」







　大陸暦９２０年４月――

　ワイルティア公国、新境ペルフェ地区。

　その片かた隅すみにある小さな鉱山町オーガンベルツのさらに端はしにある小さなパン屋――名は、トッカーブロートという。

　オープンしたのは一年前。

　そして開業二年目にして、廃はい業ぎようの危機に立たされていた。

「よ～し……いい色に焼けたぞ……ジェコブ、試食してみてくれ！」

　トッカーブロート店内で、若き店主が今しがた焼きあがったばかりの新作を、彼の数少ない友人にして常連客の少年ジェコブに差し出した。

「あむあむあむ………む、なにこれ？」

　香こうばしい匂においを放つパンにかじりついたジェコブが尋たずねる。

　ふっくら焼きあがったパン生き地じの中に、なにか甘あまいペーストが詰つまっている。

「どうだ？　東の国で発明された〝アンパン〟って言うんだ。ビーンズを甘く煮にてペーストにしたものを詰めているんだよ。向こうじゃ〝カシパン〟っていうらしい」

　戦争中に、東方の国から来た知人に教わったものだ。

「おもしろいだろ？　米を食う人たちが作ったパンだ。酵こう母ぼも変わっててな、米を発はつ酵こうさせて作った〝コメカウジ〟と呼ぶものを使って作るらしい」

　ふしぎなことに、なぜか牛乳とよく合う。

「うん、おいしいよ」

「そうか！　よし、大成功だ！」

　ジェコブからお墨すみ付つきをもらい、若き店主は喜んだ。

　こんなもの、ワイルティアにも、いやエウロペア大陸のどこにもないだろう。

「この東洋の神秘のパンをもって、お客さんもいっぱいくるに違ちがいない！」

　店主は、希望の明日を掴つかみ取らんばかりに握にぎりこぶしを固めた。

「……でも、無理だと思う」

　しかし、その情熱は、ジェコブの一声で、一いつ瞬しゆんにして冷やされた。

「なんで!?」

　ジェコブは、まだ十二歳さいにもかかわらず、まるで老ろう獪かいな紳しん士しがいさめるように指を額に当てて頭を振ふる。

「最初に言っておくよ、ボクは、アンタのことはいいヤツだと思う」

「あ、ああ、ありがとう」

　なにをいきなりと、店主は不思議な顔をした。

「いつも勉強熱心で、勤勉で、情熱的な努力家だと思っている」

「お、おお、照れるな……」

　店主は恥はずかしそうにうつむくと、頭をかきだす。

「だが！」

　うつむいた額を跳はね上あげるようにジェコブは指を突つき出した。

「この店が流行はやらないのは……ルート、アンタの顔が恐こわいんだよ！」

　トッカーブロートは廃業の危機にあった。

　理由は単純にして明快である。

　冗じよう談だん抜ぬきでお客さんが来ないのだ。

　味が悪いわけではない。むしろ、店主の努力により、味は向上の一いつ途とを辿たどっている。

　値段だって、ギリギリの価格設定で、子供のこづかいで買えるくらいにしている。

　市場調査だって怠おこたっていない。この地域の郷土料理を調べ、住人たちの味の好みも把は握あくしている。
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　場所は確かに街の中心部から外れてはいるが、それでもメインストリートの一角にある。それほど立地が悪いわけではない。

　なによりこの街には、この店以外にパン屋が無い。

　みな自分で焼くか、行商のトラックで運ばれる、日持ちがいい以外とりえが無い、水気も味気も無い、カンパンとカビパンの親しん戚せきみたいな保存パンを買うしかない。

　つまり、ライバル店があるわけでもないのだ。

　なのに、にもかかわらず、この店は廃すたれていた。

　その最大の理由が、この店の主であるルート・ランガートの強こわ面もてにあった。

「が―――――んん!!」

　打ちひしがれる友人の姿を見て、ジェコブは眉み間けんにしわを寄せた。

　ルートは知っている。

　ジェコブは人を無用に傷つけるような事は言わない。

　年ねん齢れいは倍近くも下だが、真しん摯しに自分の意見を聞いてくれて、まじめに返してくれる。

　対等の友人だと思っている。

　その彼が、あえて苦く渋じゆうの決断として自分に辛つらい言葉をぶつけてきたのだ。それは間ま違ちがいなく、真実なのだろう。

　前々からおかしいとは思っていた。

　道で会って挨あい拶さつしても応こたえてもらえず、子どもが逃げ出し若い娘むすめは物もの陰かげに隠かくれ、時に男でさえも走り去っていく。

　しかし、よそ者である自分が受け入れてもらえてないだけなのだと思い続けてきた。

「そ、そんなに恐いか………？」

　どうしても受け入れがたい現実に、それでもなおルートは繰り返かえし確かめる。

「だってさ、バカ高い身長に無意味に鍛きたえられた筋肉、鋭するどすぎる眼光、あげくにほほの十字傷、パン屋に入ってそんなのがいたら、ただの間違い探しだよ！」

「そ、そんな……」

　身長は生まれ持ったものだし、筋肉は、昔のクセでつい鍛えてしまう。なによりパン屋は重労働なのだ、腕も太くなる。

「傷は……こんだけ大きいと隠すのもむずかしくて……」

「じゃあその目は！　扉とびらくぐった瞬しゆん間かん、『ギラリ』って音が聞こえるくらい鋭いよ！　正直に言うと、ボクだって慣れたつもりだけど店に入る時は心の準備をしないと心臓に悪い時がある」

「お、俺だって努力しているんだ……ニッコリ笑え顔がおをこころがけて……」

「じゃあ笑ってみなよ」

　にやり……

　笑う、というより顔面の筋肉を歪ゆがめているといったほうが近かった。

「あのさ……どう見ても、『さぁて、覚かく悟ごはいいか？　教育してやろう』って感じにしか見えないよ」

　これを本気でやっているのだから救いようがなかった。

「はっきり言うよ……アンタがカウンターに立っている限り、この店に客は来ない……悲しいが、現実なんだ」

「ば、バカなぁ……」

　悲しみのあまり、ルートは頭を抱かかえてうずくまる。

　だがその光景は、神の言葉に恐おそれおののく魔ま獣じゆうのようにしか見えなかった。

「悪いことは言わない、アルバイトを雇やといなよ？　んで、アンタは表に出ない、裏でひたすらパンを焼くんだ。それが一番さ」

「だ、だけど……」

　ルートもできることならそうしたかった。

　製造と接客、さらには店の掃そう除じやその他雑用を一人で全部やるのは大変なのだ。

　寝ねる間も惜しんで、休み無く働いているが、どうしても無理がある。

「んん……じゃあさ、ジェコブ、おまえが……」

「それはムリ！」

　ビシッと手のひらを向けて、ジェコブは拒絶のポーズをとる。

「うちの整備工場も火の車なんだ。借りられるものなら番犬のマージェスの手も借りたいんだ。悪いけど、それはムリだよ」

　戦争が終わって軍事特とく需じゆも無くなり、ジェコブの家が経営する整備工場は人手を減らさざるをえず、家族総出で油にまみれた生活をして人手不足の穴を埋うめているのだ。

「それに、男がこねてつくったものを男が焼いて、あげくそれを男が袋ふくろに詰める、男ばっかだよ！　男だらけだよ、男祭りだよ！」

「ど、どうしろっていうんだよ〜」

「ウェイトレスを雇うのさ！」

　ジェコブは顔を近づけ、人差し指をつきつける。

　さながら、密室殺人事件を謎なぞ解く手がかりを見つけた名めい探たん偵ていと、その助手のようだった。

「いいかいルート、この町は小さいながら鉱山の町だ。むさい男なら山ほどいる。売るほどいる。腐くさるほどいる！　そんな男たちの前に、見目麗うるわしきウェイトレスがパンを手渡す！　これ以上の客引きは無いよ！」

　たしかにオーガンベルツは鉱山の町――のわりには周辺産業というか、飲食店は少ない。

　あってもやる気が無いくらいまずい店ばかりだ。

「雇うのは女の子、これは譲ゆずれない！　できればフリフリのエプロンドレスなんか着せちゃって！　おおっ、考えただけで興奮してきたぁっ！」

　両りよう腕うでを振り上げ、役者のように自分の名案に酔よいしれるジェコブを見て、ルートはつぶやく。

「前々から思っていたんだが……オマエもしかしてスパリア人なんじゃないのか？」

　スパリアとはワイルティアの南にある半島国家である。

　この国、歴史は長いのだが、国民はそうじて陽気で女ったらしが多い。

　無意味に情熱的で芝居がかったイメージしかない。

　ルートは別にこの国がキライなわけではないが、自分の経験上、ともに作戦行動はとりたくないと考えていた。

　とにかくどうでもいいときに勝手なことをして、動くべきときに動かない。

　国民性というものが軍人に向いていないのかもしれない。

「なに言ってんだよ。ルートだって知ってるだろ？　ボクの両親はワイルティア人だよ」

「わかってはいるんだけどなぁ」

　ジェコブは金きん髪ぱつに碧へき眼がん、ワイルティア人のお手本のような特とく徴ちようを有している。ルートもわかってはいるのだが、そう思わずにはいられなかった。

「ウェイトレス、ねぇ……」

「なんだよ？　問題でもあんの？」

「う〜ん……」

　ジェコブの考えは決して間違っていない。

　このまま座して死を待つよりは、それがたとえ可能性の低い作戦であっても挑いどむ。

　そうありたかった。だが――――――

「俺……女の子苦手なんだよなぁ……」

　子供のころから軍隊育ち。青春の大半を戦場で過ごした。

　ルートのそばにいた女性は、姉代わりだったあの人くらいなものだ。

「子供じゃないんだから……覚悟きめなよ、ルート？」

「う〜ん……」

　決断のときだった。

　トッカーブロートの若き店主、ルート・ランガート。

　かつて公国軍猟りよう兵機部隊において「白銀の狼おおかみ」とまで呼ばれ、敵軍を震えさせた男。

　しかし、今の彼はたった一人ながら城を持った王なのだ。

　いままでのように上官の命令を聞いていればいいわけではない。

　自分で考え、自分で決断し、自分で全ての責任を取らなければならない。

「……よし」

　彼はいま、もしかして人生において一、二を争あらそうくらいの重大な決断をした。

　それが、開戦を決意したものか、敗戦を覚悟したものかは、ルート自身もわからなかったが。

　数時間後、ジェコブの手ほどきで作った求人ポスターを、店頭・町の掲けい示じ板ばん・あとジェコブの家の工場の壁かべ、教会の伝言板にも貼はった。

「ウェイトレス募ぼ集しゆう！　笑顔のステキなあなたを待っています！　子細は面談にて、トッカーブロート店主、ルート・ランガートまで」

　町の人々は、ある意味有名人な、強面のパン屋がまたなにかおかしなことを始めたと一いつ笑しように付した。

　最初の数日はルートも緊きん張ちようした。広告を見た誰かが扉を叩くのではないかと思った。

　しかし、そもそもこの店は街の人々から「怪あやしいパン屋さん」としておなじみで、それゆえに潰つぶれかけているのだ。

　そんな店に好き好んで奉ほう公こうに来る若い娘などいるわけがない。

　仮に本人が望んでも、親が、もしくは家族総出で止めるだろう。

　そうしているうちに、半月もしないうちに彼かれは求人ポスターの事を忘れてしまうのだが……それからさらに日が経たったある日、街の掲示板に貼られた求人ポスターを見つめる一人の少女の姿があった。

「……………………ルート・ランガート」

　そこに書かれていた名前を、少女は感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。

　言った後に、彼かの女じよの口元は、この上なくいとおしげにほころんだ。

「見つけた」

　一言そうつぶやくと、少女はポスターを剥がし、まるで何ど処こかへと突とつ撃げきするかのように迷いない足取りで、オーガンベルツのメインストリートを歩んでいった。







　静せい寂じやくの神が支配するトッカーブロート店内において、カウンターに頬ほお杖づえをつきながら、ルートは本日何度目かのため息をついた。

　焼きたてのパンを用意し、自家製のジャムもそろえ、美味おいしいコーヒーと紅茶もある。

　だが、店の入り口の扉を開ける者はいない。

　窯かま場で作業をしているときにお客さんが来てもすぐに接客できるように、ドアに小さなベルをつけておいた。

　だが、そのベルが鳴らされることはなかった。

　あまりにも鳴らなさすぎたせいか、音に敏びん感かんになり、風の強い日、わずかに「カラン」と鳴った音に反応して駆けだしたことがある、我ながら、哀あわれで情けなかった。

「………………」

　ルートは手の中に収まる程度の大きさの鏡を取り出だす。

　笑ってみる。

　にや〜……

　もしセリフをつけるならば、「この程度の戦力でわれわれに対たい抗こうしようとは、その愚おろかさ具合に呆あきれを通とおり越して感心すらしてくる。その偉い大だいなる愚かさに敬意を表し、選ばせてやろう。どんな風に死にたい？」といった感じだった。

　ルートは努力家で勤勉でまじめな男である。

　店内・窯場の清せい掃そう、新商品の研究など、店が終わったあとも寝る間をおしんで切せつ磋さ琢たく磨ましている。

　そこにさらに、睡すい眠みん時間を削って新しいメニューが加わった。

　笑顔の練習である。

　そして一ヶか月げつの訓練の成果がこれであった。

「はぁ……」

　また、ため息をつく。

　笑顔、どんなふうに作るものだったか忘れてしまった。

　子供のころは普ふ通つうに笑えていたはずなのだが。

『やっぱり……あの時からかな』

　苦い過去を思い出し、それが彼の顔をより歪ませて、笑顔からは程ほど遠とおい顔にする。

　カランコロン……

　ドアのベルが鳴った。

　ジェコブが現れたと思ったルートは、ミルクティーを淹いれる用意をしようと立ち上がる。

　学校帰りにいつもルートの店に立ち寄るジェコブは、パンを一つ買い、ルートと軽い世間話を楽しむ。

　家にまっすぐ帰れば、問答無用で家業の手伝いが待っている。

　その前の腹ごしらえと、ちょっとしたエスケープ。

　ジェコブのこづかいは多いほうではない。

　ルートは、代金は要いらないと言ったこともあった。彼のことは友人と思っていたし、来てくれただけでうれしいから、金をもらうことに気が引けた。

　しかし、「潰れかけのパン屋にめぐんでもらうほどおちぶれちゃいない」と言って怒おこられてしまった。

　日ごろはお調子者のジェコブだが、彼のワイルティア人としてのプライドは生きつ粋すいのルートをはるかに上回る。

　だからせめて、彼の好きなミルクティーを「お得意様へのサービス」として振ふる舞まっているのだ。

「今日は早いな、ジェコブ」

　もしかしてサボったんじゃないだろうな、と続けようとして、ルートの言葉は止まった。

「……え？」

　そこにはジェコブではなく、一人の少女が立っている。

　銀色の美しいロングヘアーに、白いワンピースとつばの広い白い帽ぼう子し、ただ大きな瞳ひとみだけが鮮あざやかに赤く、全体の中で引き立っていた。

　おそらく、千人が見れば九百九十九人が認めるであろう美少女であった。

「……にこ」

　少女が微笑ほほえんだ。魅み力りよく的てきという以外にどう表現していいか分からない、見る者の心を奪う微び笑しようだ。

　だが、ルートはいままでの人生、とくにここ十年ほどの間に見た女の笑顔のほとんどは、自分の財さい布ふの中身の銀貨目当てか、神様がバックについている聖職者くらいだった。

　そのため、「親愛」の情を表した少女の微笑を見ても、ルートは伝説の中にある美しい羽を持つ鳥を見たような、ああ、ほんとうにあったのか、というような感想しか浮うかばなかった。

「あ……あ!?　いらっしゃいませ！」

　忘れていた。そうだ、ジェコブでないならば、お客さんということではないか。

　ルートは慌あわてて挨拶をする。

　笑顔はむしろ危険だ、むしろ逆に、無表情くらいがいいのかもしれない。

　そう思い、固くぎこちない表情で相対する。

「あの……これを見てきたのですけれど」

　少女の手には、ひと月前に貼った求人のポスターがあった。

「もう、決まってしまいましたでしょうか？」

「え、あ、それは………」

　驚おどろいた。まさか本当に来るとは。

　自分でももう来ないものと諦あきらめ、募集をかけていたことも半ば忘れていたのに。

「……いや、まだ、だけど……」

　人間は、思いもよらない事態に遭そう遇ぐうしたときや、理解不能な事態に巻き込まれたときは、無意識のうちに似たような経験をしたときと同じような行動をとる。

　このときのルートの表情は、本人が内心でどう思っていたかは別として、傍はたから見れば敵軍の謀ぼう略りやくにはまり、挟きよう撃げきをされたときの兵士のそれだった。

　あえてセリフをつけるならば「こしゃくな、いいだろう、返り討うちにしてくれる！」というのがピッタリの表情である。

「ほんとうですか、よかったぁ！」

　だが、少女はそんなルートを前にしてもなんら臆おくすることなく、まるで天使のような満面の笑顔を作った。

　一瞬で、静けさと寂さびしさに満ちた店内が明るく包まれる。

「あ、ああ、うん、よかった……」

　ルートはどう言って良いのかわからなかった。

「わたくし、スヴェンと申します。今日よりこちらで働かせていただいてよろしいでしょうか？　お給金はいくらでもかまいません、現物支給でもけっこうです」

「あ、はぁ……」

　少女――スヴェンは駆かけるようにルートに近づくと、願い請こうようにまくしたてた。

「わたくし、行くところが無いのです……ですから、できましたら、その……こちらで住み込み、というわけにはまいりませんでしょうか？」

「へ？　あ、はい……」

　ルートの頭はいまだに混乱の中にあり、反射的に答えることしかできずにいた。

　だが、ルートは「はい」と言ってしまった。

「ほんとうですか！　うれしいですわ！」

　採用・不採用どころか、一足とびで住み込みまで認めてしまった。

　そして、そこまで来てやっと、ルートは自分が何を言ったのか理解する。

「え？　住み込み!?　ちょっと待った、それはさすがに……」

　ルートの家である店てん舗ぽ兼けん住居は、大半を商業用に使っているため、居住スペースは寝しん室しつ兼けん応接間兼書しよ斎さい兼事務室の一部屋と、あとは物置代わりの屋根裏部屋くらいしかない。

　だが、その言葉を放つよりも先に、スヴェンはうれしさに飛び上がり、そのままカウンターを越えてルートの首に手を回し抱だきついた。

「ちょっ、ちょっ、ちょっとぉおおおおおっ!?」

「粉ふん骨こつ砕さい身しん・滅めつ私し奉ほう公こういたしますわ。よろしくおねがいいたします、主マイさまマスター！」

　まるで、運命の導きで再会した恋こい人びとのように熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようだった。

　これが、小さな鉱山の町オーガンベルツの、潰れかけの小さなパン屋で起こることになる、歴史には残らない、小さな物語の始まりだった。







　娯ご楽らくのかけらも無い退たい屈くつな町オーガンベルツの夕暮れ時に、ちょっとした騒さわぎが起こる。

　別に誰だれが死んだわけではないし、誰が生き返ったわけではない。

　しかし、人だかりが生まれ、どよめきが起こっていた。

「みなさーん、トッカーブロートではおいしいクロワッサン、ベーグル、カスクート、各種取り揃そろえておりまーす！　ぜひお立ち寄りくださいませー！」

　黒地に白いエプロンドレス、頭にはレース地のカチューシャをつけたウェイトレス姿のスヴェンが、その笑顔をおしげもなく振りまいている。

　男はしょせんバカである。

　道行く人々は、最初は一体何のバカさわぎかと思ったが、ワイルティアの首都ベルンの大劇場でもお目にかかれないような美少女スヴェンの姿に、男たちは笛吹ふきに率いられたネズミのように引き寄せられていった。

「ただいま焼きたての新商品！　東洋の神秘、甘くておいし〜い〝アンパン〟絶賛発売中でございます！　みなさまのおこしをおまちしております〜！」

　スヴェンは外見も美しかったが、声も美しく、まるで天上の調べのような美声だった。

　男たちの目も、耳も、彼女に奪うばわれまくっている。

　そしてとどめに、群集に向かって、

「にこっ」

　天使でさえも裸足はだしで逃にげ出すスマイルを送る。

　男たちの心を奪うには、十分な、いや十二分な、いやいや百四十四分な笑顔だった。

　その日、トッカーブロートは創業以来最大の来客数を記録する。

　彼らは知っている。この店の主が、他所者の、目つきの悪い、強面だということは。

　しかし、その恐きよう怖ふすら踏ふみ越こえる力をスヴェンの笑顔は持っていた。

　愛は恐怖を打うち砕くだくのだ。

「こ、これくださいっ！」

　客の一人が緊張に声を上ずらせながらも、パンの載ったトレイを差し出す。

「はいっ、ありがとうございます！　えーと、二つで２シーグと３クラントになりますわ」

　代金を受け取り、愛いとしきわが子をあつかうように丁てい寧ねいに袋にパンを入れ、優やさしく手て渡わたす。

　その時、スヴェンの指先が、お客の指にわずかに触ふれる。

「ありがとうございました。また、来てくださいましね？」

　さらに手のひらを重ね、甘えるように声をかける。

「は、はいいいいいっ!!」

　酔っ払ったような赤い顔で店を出る男たち。皆みな我も我もと列を成し、スヴェンを間近で見る順番を待ちわびた。

　そんな中、大食漢で有名なでぶっちょのラウラーが、トレイいっぱいにパンを載せてカウンターに現れる。

「まぁ、こんなに！　やっぱりたくさん召めし上がる殿との方がたはたくましくて素す敵てきですわ」

　といって、彼の脂あぶらぎった手を、いとおしげにぎゅっと両手で包つつみ込んだ。

　その光景に、男たちの目が一瞬にして変わった。
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「ちょっと待ったー！　おれはここにあるヴァイツェンを五つ、あとキプフェルも三つ買うぞ！」

「なんの、おれはゼンメルをあるだけだ！」

「負けるかー！　ツォプフと、ブレーツェル、あとロッゲンブロート、全部十個ずつだ！」

　男はしょせんバカである。

　この日、トッカーブロートは創業以来最高額の客単価――一人いくら買ったか――をマークする。

　その光景を窯場の陰かげで見ながら、ルートは複雑な表情をしていた。

「なにヘンな顔してんだよ？」

「ジェコブ!?　窯場に入ってくるなって言っただろ、食べ物扱あつかうところなんだから！」

「いいじゃんいまさら。それより、すごいねあの子、男たちを見事に手玉に取ってるよ。どこで手に入れたの、あのウェイトレス服」

　衝しよう撃げき的てきなファーストコンタクトのあと、スヴェンは屋根裏に以前の住人が置いていった壊こわれかけのミシンを見つけると、「なにか余っている布はございませんか？」と聞いてきた。

　といっても、あるのは使っていない古びた黒いフェルト地のカーペットくらいのものだ。

　しかし、スヴェンは「これで十分ですわ」と言うと、屋根裏にこもりミシンをいじりだすと、数時間後には見目麗しいウェイトレス姿で現れた。

　ネオポリスの泥どろ棒ぼう市の仕立屋もまっさおの、見事な早はや業わざである。

　カチューシャやエプロンの部分には見事な刺し繍しゆうまで施ほどこし、とてもではないが即そつ興きようの仕事とは思えない完成度であった。

　だが、黒地の部分はともかく、シルクの白い布地などどこにもなかったはずだ。

「まさか……着ていた服を使ったのか？」

「はい！　眠ねむるときは下着で十分、起きているときは常在戦場、ですわ」

　ということは、さっきまで裸はだか同どう然ぜんの姿で裁さい縫ほう仕事をしていたということだろうか？

　その光景を想像してしまい、わずかにルートの顔が赤らむ。

「主さま？」

「あ、あははははは！　な、なんでもないよ!?　でも替えの服がなくてどうするんだ？」

　できればそれくらい揃えてあげたかったが、先立つものがない。

「ふふふ……ご心配にはおよびません。この服が擦すれるまでには万ばん人にんの客は捌さばいてご覧にいれますわ」

　そう言ってほくそ笑えむスヴェンの顔は、まるで新兵器をほこる精兵のようであった。

　そして、今日だけで五十人は超こす客が訪おとずれていた。確かにこの調子でいけば、一年かからずしてスヴェンの予告は現実のものとなるだろう。

　だが、ルートの心境は複雑だった。

「なんだかさ、考えてしまうな、こーゆーの……」

「なにが？」

「かわいい女の子がいればなんでも売れるってことなんだろ？」

　ルートは信じていた。いいものを真ま面じ目めに、一いつ生しよう懸けん命めい作っていれば、いつの日か理解してくれる人は現れると。

　しかし、その雌し伏ふくと忍にん耐たいの日々より、スヴェンの笑顔のほうが勝っていたと言われたように感じてしまったのだ。

　お客さんが来てくれたことはうれしい。しかし、どこか悲しく、せつなかった。

「甘い！」

　そんなルートに、ジェコブは指をさして諌いさめる。

「甘いよルート！　かわいい女の子が笑顔で売りさばけばなんでも売れるんなら、みんなそうしている。でもそうじゃないだろ？」

「うがっ………どーいう意味だ？」

　落ち込んでいたせいでいつもより猫ねこ背ぜになっていたため、指が鼻に刺ささった。

「お客はそんなにバカじゃないってことさ？　ルート、予言してやるよ、明日からアンタはもっと忙いそがしくなる」

「はぁ……？」

　預言者のようにほくそ笑むジェコブ、しかして、それは現実のものとなった。

　そして次の日――

「なんだこりゃあ……」

　次の日、トッカーブロートにはスヴェンの噂うわさを聞きつけた男たちがまたしても訪れたが、それと同じくらい、いや、それを上回る量の女性客や子供客が訪れていた。

「ふっふっふっ、予想通りだね」

　あごに指をあてて笑うジェコブ、またしても勝手に窯場に入り込んだ彼を、ルートは注意することも忘れ呆ぼう然ぜんと店内を見つめている。

　この情景が生まれたのには訳がある。

　昨日、山ほどパンを買っていった男たちは、皆が皆独身の独居者ではなかった。

　家族と同居している者、妻帯者もいた。女たちは、男どものバカな買いものに激げき怒どした。

「なに無む駄だ使いしてんのさ！　晩飯だってあるっていうのに！」

　彼女たちにはスヴェンの魔ま法ほうは通じない。憤ふん慨がいし、糾きゆう弾だんした。

　しかし、食べ物には罪は無い、その日の晩ばん餐さんにルートの焼いたパンが並んだ。

「あら……」

「まあ？」

「うん！」

　この町にはパン屋は無い。みな自分の家で焼いている。行商が売りに来るまずい保存パンなど、よほどのことがなければ食べたくも無い。

　だが、シロウトが焼いたものと、ルートが日夜研けん鑽さんに研鑽を重ねて作ったパンが比べ物になるはずも無かった。

　彼女たちは思い出した。パンはこんなにもおいしいものだったのかと。彼女たちの心の中にあった「おいしいパンを食べたい」という、あきらめかけていた欲望に火がついた。

　さらには、トッカーブロートは子供たちがこづかい銭せんで買いに来られるような価格の焼き菓子も多く揃えていた。

　チョコレートやナッツをまぶした小さめのドーナツを求めて、子供たちが銅貨を握り締しめてやってきたのだ。

　そしてスヴェンの笑顔は、男たちを虜とりこにする以上に、女性や子供たちに安心感を与あたえ、完かん璧ぺきな接客で出で迎むかえる。

「ありがとうございました。こちら新作を一つサービスさせていただきますわ。よろしければ、また足をお運びくださいませ」

　女性客には親愛と敬意の笑顔で。

「はい、ありがとう。揚あげたてだから、気をつけて食べてね」

　子供たちには、慈じ愛あいと優しさの笑顔で。

「信じられない……」

　店内にあふれるお客さんの姿を見て、ルートは震ふるえた。

　ずっと、夢だった。

　自分の作ったパンを、大勢の人たちが食べてくれることが。

　うれしくて、うれしくて、もう泣きそうだった。

「う、うううう……」

　というか、もう泣いていた。

「わかったろ？　あの子はカギだったんだよ、宝物庫の扉を開ける、ね。中にはルートが磨みがきに磨いたお宝が並んでいるんだ。みんなそれを目当てにやってきたんだよ」

　どんな美女が売りさばいても、売るものが不味まずければ一時しのぎにしか過ぎない。

　ジェコブが「ウェイトレスを雇え」と提案したのは、この強面が作るパンは、一度口に運びさえすれば心を捉とらえてはなさない力を持っていることを知っていたからだ。

「主さまー、プンパニッケルが売り切れてしまいましたわ！　至急補ほ充じゆうを要求いたします」

　店先からスヴェンの声。

「ほら、なにやってんだよ！　ルートが表に出てたらお客さんが帰っちゃうだろ？　男は黙だまってパンを焼け！」

　そう言いながらジェコブが腰こしにひじ打ちを打つ。

　しかし、言葉とはうらはらに、彼の目にももらい泣きの涙なみだがにじんでいた。

「ああ、そうだな……焼いてやるさ！　この身燃やすまで焼いてやるさ！」

「いや、そこまでせんでもいいと思うよ？」

　除隊してから二年、店を構えてから一年、これだけ幸せな日は初めてだった。




　そして閉店の時刻――

「ありがとうございました。またお越しくださいませ、ですわ！」

　満面の笑顔で最後の客を送り出すスヴェンの声。

「ふう……」

「主さま、おつかれ様です」

　スヴェンが、お客には見せるのとは別種の、この世で最も大切な人を気き遣づかう顔を見せる。

「どうぞ、お飲みください」

　銀色のスチール製のトレイに載のせて湯気をたてる温かいコーヒーが運ばれる。

「ありがとう、スヴェン」

　幸せだった。今日もたくさんのお客さんが来てくれた。

「とっても美味しかったわよ」と、かどの雑貨屋のおかみさんが言っているのが聞こえた。

　初めて彼がこの町に来たとき、ガタガタ震えながら目をそらした人だ。

　その人が、自分が作ったものを食べてくれて、美味しいと言ってくれたのだ。

「……スヴェン、ほんとうにありがとう。君のおかげだよ」

　あとから考えればだが、スヴェンは最初からこれを狙ねらって男向けの客寄せをしたのではなかろうかと思った。であればこそ、昼時ではなく、仕事帰りの人々が行き交う夕暮れ時を選んだのも納なつ得とくがいく。

「そ、そんな……私はなにもしていませんわ。主さまのお作りになるパンのお味があればこそです。わたくしはあくまで、そのお手伝いをさせていただいただけですわ！」

　身に余る光栄とばかりにスヴェンは頭をふる。

　ルートはふと不思議な気持ちになった。

　昼間、ジェコブが言ったように、スヴェンもまた、ルートの腕うでを認めていたからこそ、今回の客引きを考えついたのだろう。

　だが、毎日のようにこの店に訪れているジェコブならともかく、初対面の彼女が、なぜそこまで自分の腕を信じてくれたのか？

　そもそも、スヴェンはなんでこんな強こわ面もての自分にここまで好意的に接してくれるのか？

　彼女とは初対面だ。こんな美しい少女と一度でも接したならば、たとえ通りすがりに目が合ったくらいでも、十年は忘れられないだろう。

　そのはずなのに、彼女とは初めて会ったような気がしない。

　いきなり抱きつかれたり、満面の笑顔を向けられたりして、戸と惑まどうところはあるが、それ以外に、どこか、不思議に懐なつかしい気持ちになる。

　彼女がそばにいるだけで、安心するというか、ホッとするというか、この数年感じていたどこかが欠けたような気分が、安らぐような気持ちになる。

　こんな感覚は、軍をやめて以来、初めてかもしれない。

「ねぇ、スヴェン……あの……俺おれは、どこかで君と会ったことがあるかい？」

　ルートは思わず、その疑問をスヴェンにぶつけてしまった。

「え………」

　スヴェンの顔が、驚いたような顔で固まる。

「初めて会った気がしないんだ。どこかで、僕ぼくは君と会ったような気が………」

「主さま……あの……」

　昼間あれだけ朗々と客引きをしていた彼女の声が、しどろもどろになり、目が熱病にかかったように潤うるんでいる。

「た、たい――」

　バキンッ！

「え？」

「ああっ！」

　金属製のトレイが、まるでウェハースのように二つに折れていた。

　安物のトレイだったので、どこかヒビでも入ったのだろうが、ここまでキレイに割れるとは珍めずらしい話だった。

「きゃっ！　も、もももも申し訳ございませんですわ！　お店の貴重な装備を損壊させてしまって……なんとお詫わびすれば……」

「そんなことより、大だい丈じよう夫ぶかい!?　手は、指は傷つかなかった？」

　あたふたと慌てふためくスヴェンの手に、自分の両手を添そえて案じる。

　二人の距きよ離りは狭せばまり、あともう少しで息がかかろうというところまで顔が近づいてしまう。

「あ、ああああああ…………」

　途と端たんに、スヴェンは先ほどまでとは少し様子の違ちがううろたえ方をし始めた。

　慌ててルートの手を解くと、それを背中に隠かくすように後ずさる。

「あの、わ、わたくしは……大丈夫でございますですので……あ、あの、あの……主さま、今日はお暇ひまをいただきます～!!」

　そう言うと、逃げ出すように屋根裏部屋に走り去ってしまった。

「え～っと………」

　残されたルート、しばし呆然としつつ、考える。

「もしかして………俺って今……下手に口説こうとしたように思われたのか……？」

　そのように思われても仕方のないセリフを吐はいてしまったことに気づき、今いま更さらながら、ルートは頭を抱かかえて懊おう悩のうした。







　ワイルティア公国首都ベルン――二百年の歴史を誇ほこるこの都は、中央にある王宮を中心として放射状に広がり、都市を形成している。

　無論、その防衛部隊も、王宮を中心として配置されているが、もう一つ、ある意味王宮以上の堅けん牢ろうさで警備が敷しかれている施し設せつがあった。

　それが、王立兵器開発局、戦場の様相を一変させた兵器、猟りよう兵機の生まれた場所である。

　その開発局の廊ろう下かを、ソフィア・フォン・ルンテシュタットは、不ふ機き嫌げん極きわまりない顔で、軍ぐん靴かの音を響ひびかせ歩んでいた。

　目的とする部屋は、この施設の長ちようが座する場所、開発局局長室である。

「ソフィア・フォン・ルンテシュタット少しよう佐さであります！」

　叩たたき破らんばかりの勢いでドアを叩き、「入れ」の返事も待たずに扉とびらを開けた先にいたのは、彼女が目を合わせるのも苛いら立だたしく感じる、にやけた顔の男だった。

「おやおや、ソフィアさん。どうしたんですか騒そう々ぞうしい。御ご用ようがあれば言ってくださればこちらから出向いたものを」

　相も変わらない無駄に芝しば居いがかった仕草で出迎える開発局局長に、ソフィアはにこりともせずに、むしろ睨にらみつけるような視線を向ける。

「試験体が散失したと聞きました。どういうことか、ご説明願いたい」

　ソフィアは、開発局詰づめの警備部隊の隊長である。

　しかし、その指揮系統は局長麾き下かにはない。

　彼女はあくまで、軍司令部から開発局の警備をするよう配備されただけであり、階級的には大たい佐さ相当官ではあるが、開発局局長の命令に従う義務はない。

　故ゆえに、この男が、軍司令部の不利益となる行動をした場合、糾弾する権利と義務を持つ。

「あれ、なんで知っているんですか？　……おっかしいなぁ～口止めしといたのに」

「なっ………!?」

　悪びれもせず答える局長に、ソフィアは一いつ瞬しゆんで頭に血が上るのを自覚した。

　兵器開発局では、次なる戦争に備えて、新たなる兵器の開発が行われていた。

　その中で最重要機密と言われる一体が、突とつ如じよとして失われてしまった、それも一ヶ月前の話だ。

　公国が、軍部が、莫ばく大だいな予算をかけて開発実験した試験体の散失は、そのまま国家の損害であり、それを隠いん匿とくするなど反逆罪の域にある。

「あなたは……何を言っているのか分かっているのか……！」

　ソフィアの双そう眸ぼうが、「黒の魔ま槍そう」と恐おそれられた鋭するどい眼めが光る。

　この先の一語一句によっては、この場で逮たい捕ほする権限すら彼女にはある。

「他国に貴重な試験体を奪われ！　よくもそのような顔ができるな、貴様！」
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　ついに怒ったソフィアは、胸むなぐらをつかもうと一歩進み出た所で、局長はまるで手品師のような動きで手のひらを示し、彼女が停とまるに足る一言を告げた。

「奪われた――のではないんですよ。ルンテシュタット少佐」

「はっ………？」

　くだらない言葉遊び――ではない。

　道どう化け師しじみた目の前の男には、確かな意志があった。

「考えて見て下さいよ、少佐……この開発局は、表は君ら軍部の警備部隊。内部は我わが開発局の精せい鋭えいが、多重につぐ多重の警けい備び網もうを敷いている。なにせここには、公国の最重要機密である〝扉〟が――」

「局長殿！！！」

　朗々と語る局長の口を遮さえぎるように、ソフィアは声を上げた。

「それは、軽々と口にしていい内容では……ありません！」

「ふむ……失礼」

　険しい顔のソフィアを前にして、今までにやけ顔を崩くずさなかった局長は、この時ばかりは少しだけ真しん剣けん味みの強い顔になった。

　大戦は終結したとはいえ――いや、だからこそ、次なる戦争に備え、各国の諜ちよう報ほう機関は様々な方法でワイルティア公国の戦略の要である猟兵機の秘密を探さぐろうとしている。

　彼が口に仕し掛かけたのは、その中の核かくとなる最重要機密。

　たとえそれが局内の一室での会話といえども、みだりに口にしていいことではない。

「ま、ともかくだ。そういうわけで、この開発局は脚きやく色しよく抜ぬきで、『蟻ありの這はい出でる隙すき間まもない』くらいに固めている……なのに、キミは一ヶ月も経ってから事態に気づいた」

「……………!?」

　ようやく、ソフィアは局長が何を言おうとしているのかを察した。

　彼が言ったとおり、開発局の警備体制は、軍事機密を扱っている以上、王宮以上の警備体制が敷かれている。

　その中で、最重要機密である新兵器の試験体を奪おうとするならば、数個師団の兵力を擁ようし、要よう塞さい攻こう略りやく並みの戦いを以もってはじめて成せる話だ。

　しかし、そんなことは起きていない。

　一ヶ月前のソフィア達たち警備部隊の日誌にも、「特に異常なし」としか記き載さいされていない。

「と、いうことは……まさか……自分から、出た？」

「さすがソフィアさん、聡そう明めいだね。その通り。試験体はね、内側から、自分の意志で、この開発局を脱だつ走そうしたんだよ。外部からの侵しん攻こうには鉄てつ壁ぺきの構えで備えていても、内側からはそうは行かない。しかも、本来〝彼かの女じよ〟は、そうあるように作られたんだ。お手のものさ」

「本当……だったとは………」

　たちの悪い冗じよう談だんを聞かされたような……いや、もっと正確に言えば、悪夢を見せられているような顔で、ソフィアは額に手を当てる。

　兵器開発局最深部で行われていた新兵器が、あの妄もう想そうの産物のような計画が、結果だけ見れば成功したということなのだ。

「そういうわけでね、すでにウチの方から捜そう索さく隊たいは送っているんだ。形はどうあれ、起動実験に成功したようなものだ。その経過観察を行うのは開発局の仕事だよ。キミらの仕事は、開発局の建物の警備、だよね？」

　ニンマリと、局長は意地の悪い笑みを浮かべる。

（くっ………！）

　そして、ソフィアはその笑みを前に、悔くやしげな顔をした。

　わざわざ別系統の警備部隊が駐ちゆう留りゆうしているのは、それだけこの場所が重要であるという以上に、軍司令部からの――戦後になり削さく減げんの一いつ途とをたどる軍費を、年々増額して受け取っている開発局への――示じ威い行こう為い。

　言うなれば「猫ねこの鈴すず」なのだ。

　しかし、その権限は開発局の敷しき地ちにしか及およばない。

　敷しき地ち外がいに出てしまったものの追つい跡せき権もなければ、その事実を伝えられる義理もない。

「失礼……します……！」

　口くち惜おしげに一言残すと、ソフィアは背中を向け、退室しようとする。

「またね～ソフィアさん♪　今度はゆっくりお食事しながらでも～」

「………!!」

　神経を逆なでするような局長――ダイアン・フォーチュナーを一いち瞥べつもせず、ソフィアは叩きつけるように扉を閉め、去っていった。







第二章　「三人の女」







　スヴェンがトッカーブロートで働き始めて一週間が過ぎた。

　閉店後、スヴェンはキビキビと店内の後片付けをこなしている。

「主さま、表の看板を下げておきましたわ。後は、陳ちん列れつ用のトレイと籠かごの清せい掃そうですわね」

　今日も多くのお客さんが訪れてくれたが、陳ちん列れつ棚だなにはまだいくつかのパンが売れ残っている。

「あれだけお客様がいらっしゃったのに、完売とは行きませんものですわね」

「うん、でもそれはしょうがないさ」

　残念そうな顔をしているスヴェンにルートは言った。

　需じゆ要ようと供給のバランスというものがある。

　全すべてのお客様が満足するような品しな揃ぞろえにすれば、供給を増やすしかない。

　そうなれば、どうしても売れ残りは出てしまう。

「でもおみやげにはちょうどいい量だ。悪いんだけど、売れ残ったパンを全部袋ふくろに詰つめてくれないかな？」

「？　はぁ、かしこまりましたですわ」

　スヴェンがパンを袋に詰めている間に、大型の搬はん入にゆうケースを店内に運び込み、その中に売れ残ったパンを詰め込む。

「これからちょっと出かけてくるよ。もう疲つかれただろ？　スヴェンは先に……」

「お供いたしますですわ！　主さまが行かれるならば、たとえ三千世界の彼方かなたでも！」

　休んでいて、と言う前に、スヴェンが噛かみつかんばかりの勢いで迫せまってきた。

　あまりの迫はく力りよくに、思わずルートの背中に冷ひや汗あせがにじむ。

「いや、すぐそこの丘おかなんだけど……じゃあ、一いつ緒しよに行こうか」

「はい、是ぜ非ひとも、ですわ！」

　店の裏手にとめてある、農家まで小麦の買い出だしに行くときなどに使うトラックにケースを詰め込んでいる間、スヴェンは先に助手席に座すわっていた。

「あ、主さまとどらいぶ……どきどきですわぁ〜」

　ロマンチックとは言いがたい車種であるにもかかわらず、彼女の瞳ひとみは輝かがやきに満ちていた。

　別段どこか盛り場に遊びに行くわけでもなし、場所もここからさほど離はなれていない。

　それなのにこれだけ楽しみにされると、なんとなく申し訳ない気持ちになってしまう。

「ちょっとそこの方？　もしもエンストやパンクなどを起こしてごらんなさい、ボルトの一本まで粉々にいたしますわよ！」

　一足先にトラックの助手席に座ったスヴェンが、なにかブツブツとつぶやいている。

　まるで、ダッシュボード越しにトラックを恫どう喝かつしているようだった。

「なにをしているんだい？」

「いえいえいえいえ、ただの独り言ですわ」

　尋たずねると、大おお慌あわてで姿勢を正した。

　トラックに揺ゆられて向かったのは、オーガンベルツを見下ろす小高い丘に建てられた、小さな……よく言えば質素、悪く言えばかなり寂れた一軒けんの教会だった。

「今日は調子がよかったな」

　オンボロと呼ぶのも申し訳ない、廃はい車しや寸前のトラックは、いつもならエンジンのかかりが悪くすぐにエンストを起こすのに、今日はずいぶんと素す直なおだった。

　まるで、誰かに首根っこ掴つかまれて言うことを聞かされたかのような従順さだった。

「珍しいこともあるもんだなぁ」

　言いながら、荷台からパンの入ったケースを下ろす。

「あの～主さま？　ここは一体……どういったご用向きで来られたのですか？」

「ん～……お布ふ施せ、かな？」

「はい？」

　首を傾かしげるスヴェンを見ながら、ルートはなんと言って説明したものか頭を捻ひねる。

「あら、どなたがいらっしゃったかと思ったら、ルートさんでしたの」

　そうしているうちに、教会から現れた女性が声をかけてきた。

「こんばんはマレーネ」

　現れたのは教会のシスター、マレーネ。ルートはその姿を見つけると、できるだけ朗ほがらかな顔で挨あい拶さつをした。

　ジェコブに言われたこともあり、笑え顔がおがどれだけコミュニケイションにおいて重要かを再確かく認にんし、それからもできるだけ笑顔を作るように努力しているのだ。しかし、

「なにか、あったんですか……？　怖こわい顔をされて」

　マレーネに心配そうな顔をされてしまい、まだまだ道は遠いと痛感させられる。

「あの……主さま？　この方は？」

「ルートさん、このお嬢じようさんは……？」

　スヴェンにマレーネ、二人同時にルートに尋ねる。

　ただし、マレーネは、純じゆん粋すいな疑問の表情だがスヴェンはやや、少し、敵意というか警けい戒かいの色が見て取れる。

「スヴェン、この人はこの教会のシスターのマレーネだよ。マレーネ、この娘こは、俺の店のウェイトレスをしてくれている……」

　そのわずかな違いに気づかないままに、ルートはそれぞれを紹しよう介かいした。

「あらあらあら、じゃあこちらの方が、街で噂の看かん板ばん娘むすめさんね」

「かん……ばん……むすめ……？」

　きょとんとした顔でスヴェンは言葉を反はん芻すうする。

「ええ、トッカーブロートに入店した、とっても可愛かわいい女の子って、あなたなんでしょ？」

　娯楽の少ないこの街で、スヴェンの登場は久しくなかった大事件。

　町外れの教会にまで、その噂は飛び火していたようだ。

「可愛い……私が……？」

　しばし考えた後、それまでマレーネに警戒の感情が色いろ濃こく浮うかんでいたスヴェンだったが、一転して両の手で握あく手しゆをした。

「あなた、いい人ですわね！」

「はい？　え、ええっと……どういたしまして」

　まるで敵味方の認にん識しきを切きり替かえたようなスヴェンの態度に、マレーネは笑顔のまま戸惑いながらも、二人を教会の中に招き入れた。
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「さぁさぁ、こんなところで立ち話もなんですから、どうぞお入りください」

　教会は、表もそうだったが、中はもっと寂さびれていた。

　あちこちに素人しろうとが施したような拙つたない修しゆう繕ぜんの跡あとだらけで、祭さい壇だんに掲かかげられた、薄うす汚よごれた聖なる紋もん章しようがなければ、ここが教会と気づけなかったかもしれないほどだ。

　そんな小さな礼拝堂のテーブルの上に、ルートはパンの入ったケースを置いた。

「いつもすいません、ルートさん」

「いえ、どうせ売れ残りですから」

「あの～……これは一体？」

　戸惑うスヴェンが、おずおずと手を上げて質問してくる。

　未いまだにルートはこの教会に来た意図も、売れ残りのパンを運んできた意味も、話していない。

「ここには週に一度ほど、お布施に来ているんだよ」

「はぁ……その、お布施……？」

「話すと長くなるんだけどね」




　きっかけは、今から半年ほど前の話だった……

　閑かん古こ鳥どりのなくトッカーブロート。

　せっかく焼いたのに誰だれも買ってくれず、売れ残ったパンを捨てるのは、何度繰くり返かえしてもなれることはない、身を裂さくような辛つらさだった。

　そんなある日、店の窓ガラスに顔をおしつけ、よだれをたらしながらぶどうパンを見ている粗そ末まつな身なりの子供たちを見つける。

　街では知らぬ者なしの強面パン屋とはその子らも知っていたが、ルートへの恐きよう怖ふを上回る食欲が、彼かれらを引き寄せたのだろう。

　ルートはその子たちを店の中に招き入れ、売れ残りのパンを食べさせてあげた。

　美味おいしそうに食べてくれた姿にルートは喜び、残りの売れ残りも袋に詰めて、彼らにプレゼントする。

　次の日、お礼に訪れたのが、彼らの保護者であるマレーネだった。

　子供たちは、教会の孤こ児じ院いんの子供たちだったのだ。

　彼女の教会は、支し援えん者しやもおらず、経営は逼ひつ迫ぱくしていた。マレーネと子供たちは、敷しき地ち内ないの小さな畑で農作業を行い、簡単な内職をこなし、身を寄せ合うようにして暮らしているのだという。

　台所事情は厳しく、たらふくご飯が食べられるという環かん境きようではない。

　それで、彼らはルートの店の前に現れたのだ。

　マレーネは言った。

　お気遣いはうれしいのですが、次からは無視してあげてください、と。

　すがりつき、物もの欲ほしそうな顔をすれば恵めぐんでもらえる、子供たちにそう思って欲ほしくなかったからだ。

　一度、二度ならば、人は表面の優やさしさで施しをくれる。

　しかし、しょっちゅう現れるようになれば、汚きたないものを見るような目で追い返されるようになる。

　そうなった時に傷つくのは子供たちだ。

　マレーネは子供たちにそんな思いをさせたくなかった。

　だが、それを聞いて、ルートはさびしそうに口を開いた。

「俺はただ、誰かに食べて欲しかったんです」と。

　ルートは、自分が元軍人で、除隊後、借金をつくってまで開業したはいいが、誰もお客がこない現状を話し、一つ提案をする。

「週に一回でいいんです。俺のパンをみんなで食べてもらえませんか？　お祈いのりに来る際のお布施代わりに」

　マレーネは、優しく微笑ほほえみ、その提案を受け入れてくれた。




「――ってことがあったんだ」

　頭を掻かきながら話し終えるルート。

　我ながらちょっと恥はずかしい話なので、説明しづらかったのだ。

　じっとそれを聞いていたスヴェンは、涙をにじませている。

「そんなことがございましたの………」

　ワイルティアは戦勝国である。そしてペルフェに住む人々は、ワイルティアに併へい合ごうされた以上、戦勝国の国民として扱あつかわれてしかるべきである。

　しかし、戦後復興は本国、それも首都に近い順に行われ、地方や、ましてや併合地にまではなかなか恩おん恵けいが降ふりづらい。

　貧困は、一番弱い者の足元から蝕むしばんでいく。

　大人の都合で苦しい暮らしを強しいられる子供らの境きよう遇ぐうに、涙を禁じ得なくなったのだろう……とルートが思っていたら。

「そこまで……追おい詰められてらしたなんて……主さま、おかわいそう」

「そっち!?」

　確かに、商あきないとしてパン屋をやっているのに、「ただでもいいから食べてくれ」と言ってしまったのは、かなり情けない話かもしれないとは思う。

　だが、自分の作ったものを笑顔で受け取ってくれる、子供らやマレーネには深く感謝しているのだ。

「私は、戦後になってからペルフェにやってきた人間なので……地元の方たちとは、折り合いが悪い――とまでは言いませんが、少し溝みぞがあるんです」

　苦笑いに近い表情で、マレーネは言う。

　ルートとマレーネの関係は、一番近いものを挙げるならば「同病相あい憐あわれむ」なのだ。

　電でん信しん網もうが広がり、鉄道が大陸の端はしまで伸のび、飛行機が空をとぶ世の中になっても、田舎いなか町まちの人々の旧態然とした排はい他た的てきな考えは簡単には変わらない。

「なので……その……ルートさんのお気持ちも、理解できたんです」

　元軍人の強面である自分程ほどではないが、この若きシスターも、町の人々から未だに他よ所そ者もの扱あつかいされているのだ。

　だから、ルートの境遇を察し、同情的になってくれた。

「ま、まぁともかく……それで、こうしてたまに届けに来てるんだよ。だけど、スヴェンのおかげでお客さんも増えて、今日は売れ残りも少なめだから………これ、マドレーヌです。みんなで食べてください」

　いつもより「お布施」が少なくなってしまったので、急きゆう遽きよ追加で焼き上げたものだ。

「あら……まだあたたかい。子供たちは甘あまいモノが大好きですから、喜びます」

　紙かみ袋ぶくろを手て渡わたされ、マレーネは嬉うれしそうに微笑んだ。

「ん………？」

　ふと、ルートは背中に突つき刺さるような視線を感じる。

　初めて感じるものではない。先週もその前も、何度も味わった感覚だ。

　振ふり返ると、扉の隙間からこちらを窺うかがっている影かげがあった。

「…………」

　そこにいたのは、激しい敵意を込めた視線を送る、十四歳さいくらいの少女だった。

　ルートにはよく知った顔だった。

　少女の名はミリィ、この教会に住む孤こ児じの一人である。

「や、やあ、ミリィ……」

　激しくぎこちなくルートは声をかける。

　しかし、ミリィの目に宿る敵意の視線は変わらない。

「……絶対……ない……」

　ミリィが、小さいが、強い憎にくしみを込めた声でつぶやく。

「絶対、おまえの焼いたパンなんか食べない！　帰れ！」

　小さな体の全てを使って搾しぼり出すように叫さけぶと、ミリィは奥おくに走り去ってしまった。

「なあああああっ！　なんですのあのお子様は!?」

　烈れつ火かの如き怒いかりの表情でスヴェンがミリィを追いかけようとする。

「いいんだスヴェン。いつものことなんだ、気にしちゃいない」

　慌あわててスヴェンを止める。

　小さな体のどこにこんな力があるんだと驚おどろくくらいの勢いだった。

「いつも!?　いつも主さまにあんなクチをきいているのですのあのお子様は!?」

　信じられないという顔のスヴェン。

　蒸気機関にさらに石炭を投げ入れ、火力を増したように、あとは汽笛さえなれば完璧というほどの怒りようだ。

「もうしわけありませんルートさん、ミリィにはあとでよく言っておきますから……」

「いえ、気にしていませんから。怒おこらないであげてください」

　嘘うそだった。何度聞いても、自分に嫌けん悪お感をむき出しにして、激しく拒きよ絶ぜつされることほどつらいものはない。
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　それは、マレーネにも伝わっているのだろう。曇くもった顔でうつむかれてしまった。

「……そろそろ失礼します。また来週」

「せめてお茶でも」

「あ……また、次に……」

　その言葉も偽いつわりだった。

　ルートは最初にこの教会を訪おとずれた日以来、マレーネのお茶のお誘さそいをいつも断っている。

　自分がいれば、ミリィにとって安息の場であるこの教会を汚けがすことになる、まるでそう言うように、彼はいつも長居をせず、逃にげるように立ち去っていたのだ。

　マレーネもそれを理解しているからこそ、それ以上引き止めることはしなかった。

　教会を出て、外まで見送りに出ていたマレーネに手をあげて別れの挨拶に代えると、いまだ憤ふん慨がいし続けるスヴェンを隣となりに、町へとトラックを走らせた。

「むうううう〜！」

　助手席に座るスヴェンは、まだ不ふ機き嫌げんに頬ほおをふくらませている。

「まだ怒っているのか？」

　ルートは怒ることなく、ただ悲しかった。

　教会の子供たちは、大なり小なり自分の外見を恐こわがっているが、ミリィほど敵意をむき出しにしてくる子はいない。

　ミリィがなぜ自分をここまで激しく憎むのか、その理由は知っている。

　彼女には自分を憎む権利がある。仕方のない話なのだ。

　だが、それでも傷つかないわけではない。

　だからこそ、まるで自分のことのようにいっしょに傷ついてくれているスヴェンの優しさが、ルートの痛む心を覆おおってくれた。

　正直なところ、少しだけうれしかった。

「あのいいぐさはなんですの!?　絶対許せませんわ！」

「……しょうがない、しょうがないんだよ」

　ハンドルを握にぎり、目線は変えずにルートは言った。

　それはスヴェンをいさめるためではない、自分自身に言い聞かせるものだった。

「あの子、実はさ……」

　トッカーブロートまでの、十分程てい度どの道のりで、ルートはミリィがなぜ自分を憎んでいるのか語る。それは彼にとっても、少しずつ、少しずつ、心を削けずるようにしなければ語れない内容だった。

　まるで、土や石がむき出しの荒あれ道をオンボロトラックが、ガタンガタンとつまずきながら走るように。







　次の日――まだ開店まで間があるトッカーブロートの店内。

　すでに店内・店外の清掃は終わった。値札も貼はり終え、パンを載せるトレイとはさむトングも新品同様に磨みがき終えた。

　一人でするには決して少ない量ではないが、正確にして精密なスヴェンの鮮あざやかな手並みならばさほど難しくない業わざであった。

　が、それも今日はいつもより少しばかり早く終わってしまう。

「う〜ん……ですわ」

　やることがなくなってしまった。

　昨日ルートに聞いた話、「なぜミリィがルートに敵意の眼まな差ざしを向けているのか」それをずっと考え続けていた。

　夜通し考え続け、何百回も思考を重ねた。

　このままでは頭がショートしてしまうと、なにか違う仕事をすることで「気」を紛まぎらわせようとしたのだ。

　だが、それすらもなくなってしまった。このままではまた出口の無い思考のラビュリントスにはまってしまう。

「あら……？」

　カウンターの下の引き出しに、小さなノートを見つける。

　それはトッカーブロートの収支決算表、お店の家か計けい簿ぼのようなものだ。

　ちょうどいい、こういうときは無機質な数字の羅ら列れつを見ていると落ち着くものだと、スヴェンはそれをパラパラとめくって、数字の羅列を観察し始める。

「あららら、なかなか見事な真っ赤っか具合ですわね……」

　繁はん盛じようし始めたとはいえ、まだ結果には現れていない。

　せっかくだから、このまま順調に売り上げが伸びた場合の財政予想をシミュレートしてみることにした。

「ええっと……これがこうなって、あれがああなりまして……あら？」




　一方そのころ、ルートは朝から――というより夜明け前から、今日店に出すパンを焼いていた。

　窯かまの上げる炎ほのおは熱く、窯場は熱気で包まれて、元軍人のルートでもヘトヘトになるほどの力仕事である。

「よいしょっと……うん、今日もいい色に焼けた！」

　焼きたてのパンを食べたいと言って、朝から来てくれるお客さんも増えだした。

　スヴェンのアイデアでちょっとしたモーニング・セットのようなものを出し始めたらなかなかの好評。やはりパンは焼きたてがうまい。

　焼きたてパンはなにもつけなくても美味しいが、なにかつけても一層美味しくなる。

　自家製で作ったアンズのジャム、お試ためしということで、タダで配ってみることにした。

　みんなに喜んでもらえるか楽しみだった。

「主さま！　なんなのですこれは！」

　――と、そこに血相を変えてスヴェンが現れる。

　ただし、窯場に入るのは衛生上はばかられるので、入り口から声を届ける形で。

　スヴェンはジェコブと違って勝手に窯場に入り込んだりはしない。

　彼女がルートの命令に反したことは、いままで一度もなかった。

「……スヴェン、どうしたんだ？　って、それ店の帳ちよう簿ぼじゃないか」

　窯場から顔を出したルートに、収支決算表を突き出す。

「どうしたもこうしたもありませんわ！　なんですのこの収支表は、数字が間ま違ちがいだらけですわ！」

　簡単な十歳児レベルの算数も間違っていた。もしかしてジェコブのほうがもう少しマシな帳簿をつけられるかもしれない。

　だが、そんなことはどうでも良かった。ただ間違っているだけならば、自分が直しておけばいいだけの話だ。

　問題なのは借金の返済計画だった。

　トッカーブロートは出店の際に高額の借金をしており、月々返済を行っているのだが、どう考えても利率がおかしいのだ。

「主さま、この借金の利率では、どんなにがんばっても返済が追いつきません。単利法と複利法のあわせ技わざなんて違い法ほうですわ！　どんなところからお金を借りたんですの!?」

　単利法は、百借りた場合、最後の一を返すまで利息は最初の百の元金の金額で計算するというやり方。

　複利法とは、借りたお金に利息が合わさり、さらにそれを元にして利息が増えること。俗ぞくに言う「雪だるま式」だ。

　簡単に言うと、ルートはすごい違法な高利貸しから金を借りているということだ。

「そもそも利率自体異常ですわ……これって、モグリですわね？」

「……そんなところくらいじゃないと、担保も何も無い俺おれなんかに、金貸してくれるところなんてないよ」

　一いつ般ぱん的てきな軍人の報ほう酬しゆうに退たい役えき時に支し払はらわれる退職金のようなものを合わせても、店の開業資金と初期の運転資金がせいぜい。

　その上、一年間にわたってろくに客が来ず、借金は膨ふくらむ一方であった。

　しかし、だからといってこのままにしておいて良い話でもない。

「ですから、再建計画を立案いたしましたわ」

　そう言うと、スヴェンはあまったチラシで作った再建計画書を見せる。

　表題には「トッカーブロート絶対死守計画・春の嵐あらし作戦」とえらく仰ぎよう々ぎようしいタイトルが付けられた、その一ページ目を開く。

「まずは、銀行から融ゆう資しを募つのります。そのお金で、とにかく違法な借金を返済するのです。金額は大きいでしょうが、法律の範はん囲い内ないの利率である以上、返済は可能です」

　違法の契けい約やくなのだからそれ自体が無効なのだが、おそらく向こうもそれを承知で運営している。下手すればこの店やルートに危害を加えるかもしれない。

「銀行って……戦争が終わって特とく需じゆもなくなって、町のパン屋に貸してくれる酔すい狂きような銀行なんてないだろ？」

「あら、確かに重工業の類たぐいは元気がなくなりましたが。ワイルティアは戦勝国なのですよ？　各地の復興や市街再開発、新境地の開かい拓たくなどで、決して銀行も貸かし渋しぶりはしていませんわ」

　新境ペルフェは大戦に勝利したワイルティアが併合した土地、そこに乗り込み事業を始めたという点に関しては、ルートも立派な開かい拓たく者しやなのだ。

「そのためには、このトッカーブロートが経営順調にして、業績拡大、前ぜん途と洋よう々ようであることをお示しになればよろしいのです」

　新規融資を得るためには、判わかりやすく言えば「こいつに金を貸してもちゃんと返ってくる」と認めさせなければならない。

「そりゃ無理だ、君が言ったんだろ？　このままじゃどうやっても返せないって、一日のお客さんの見込み人数が今のままを維い持じできたとしても、たかがしれている。銀行だって二の足をふむさ」

「ええ、現状の店てん舗ぽ販はん売ばいのみでは、店の規模を考えた上でも難しいですわ。ですから、今日は営業活動をいたしませんか？」

「えいぎょう？」

「はい！」

　スヴェンは、たった今思いついたという作戦を提案した。




　小さいながらも鉱山の町のオーガンベルツ。

　しかし、予想に反して、鉱山労働者たちはほとんど訪れなかった。

　もしかしてまだ認にん知ちされていないだけかもしれない。ならば、こちらから売り込みに行く、それがスヴェンの言う「営業活動」だった。

　ケース一つ分ほどの量のパンを焼き上げると、二人はトラックに乗ってベルン鉱山を訪れた。

「しかし、いきなり押おしかけて大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

　一応は私有地になるわけだし、そこで販はん売ばいをしようとしたら許可をとらねばならない。

「今日は販売に行くのではありません。これはただで鉱夫の方にさしあげるのです」

　屋台を出して売りまくるという非効率な手段をとるのではなく、スヴェンの目的は鉱山の食堂に卸おろす契約を取ることだった。

　ベルンは小規模な鉱山だが、それでも二百を超こす人たちが働いている、しかも肉体労働者、一いつ般ぱん人じんよりも食欲が旺おう盛せいなのは間違いない。現状の数倍の顧こ客きやくを獲かく得とくすることができるかもしれない。

　当たれば大きいが、しかし、そううまく行くものだろうか……と、ルートはわずかに不安だった。

　鉱山に着くと、二人はそのまま、総務課のある事務所に向かう。

「う〜ん、いきなりこられてもねぇ、こまるんだけどねぇ……」

　そこで対応に出てきた、うだつのあがらない、中年から壮そう年ねんに半分移行したような雰ふん囲い気きの総務課長は、事務机にひじを立てたまま顔を曇らせた。

「ま、そうおっしゃらず。どうぞ一口お召めし上あがりくださいませ？」

　スヴェンが最強の天使のスマイルでパンを勧すすめる。

「いや、そういうわけじゃなくて……」

「おいしいですわよ？」

　ほだされまいと抵てい抗こうする総務課長だったが、スヴェンは素す早ばやく相手の左側に回りこみ、距きよ離りを詰める。

　見事な動きだった。これが戦場なら、総務課長の心臓は三度は貫つらぬかれていることだろう。

「ま、まぁ……食べるだけなら……しょうがないね」

　若い娘に言い寄られてやに下がった総務課長は、拒こばみきれずに一口食べる。

「……ほう、うまいな」

　驚いたように目を見開き、さらにもう一口、ふた口と口に入れる。

「で、ございましょう！　品質に吟ぎん味みを重ね、製法にこだわった一品ですわ！」

「しかし高いんじゃないのかい？　どんなに味がよくても高価なものは……」

「ところがどっこい、こちらに値段表を用意いたしましたわ」

　流れるような動作で、いつのまにか作成した価格一覧を取り出す。

　スヴェンが書いたそれは、まるでタイプライターで印刷したように正確で精密で見やすい文字だった。

「これは……安いね！」

「はい、ギリギリまで勉強させていただいております」

　業務用で卸すことができれば売れ残りのリスクはなくなる。さらに個別包装のコストも無用になるので、値段はグッと下がるのだ。

「おいしい食事は明日の活力！　わがトッカーブロートと同盟を締てい結けつした暁あかつきには、このベルン鉱山に輝ける未来をお約束いたしますわ！」

　完全にスヴェンのペースだった。

　一流のセールスマンか一流の詐さ欺ぎ師しもまっさおの語り口、すでに契約の締結は時間の問題と思われた、が。

「……とてもいい話とは思うんだが、難しい」

　総務課長の顔が再び曇る。

「なんでですの!?　味はよく値段も安い、文句のつけようが……まさか、癒ゆ着ちやくですの？」

　経営者の知ち己きの者や、裏金を掴ませた者が、高くて品質の低い商品を卸し差額をせしめる、よくある話だ。

　ルートが不安がったのも、こういった地方の産業には、古くからの「お付き合い」があって、新規事業者はなかなか入り込めない可能性を考えていたからだ。

「いや違ちがう違う、そうじゃないんだ！」

　だが、事情は違ったようだ。総務課長は、鬼き気き迫せまるスヴェンに圧されながら、手をふって必死に否定する。

「その……あんたらの、いや、そこの……店長さんかい？　そちらさんが問題なのさ」

「俺？」

　意外な指し摘てきにルートは面食らう。

　まさか図ずう体たいのデカい鉱山夫たちまで、自分の容姿を恐がっているということはあるまい。

「あんた、元軍人なんだってな」

「!?」

　決して秘密にしていたわけではない。しかし、自分から話したことはなかった。

　どこかから漏もれたのか、役所の人間が話したのか、それとも自分のほほの傷を見て勝手に推測したのか、ともかく、ごまかしても意味は無い。

「はい……」

　素直に、事実を認める。

「そうか……ウチの鉱山は生きつ粋すいのペルフェ人が多いんだ。いや、私は悪感情を持ってはいないが、現場に無用な刺し激げきは与あたえたくはない」

　ワイルティアはペルフェを併合し、自国の一部にした。

　もともとペルフェはワイルティアに接し、文化的にも政治的にも強い影えい響きようを受けており、併合が推進された当初は、ペルフェ人達たちの中でも賛成派の方が主流だったくらいだ。

　しかしワイルティアは彼らにある裏切り行こう為いを行ってしまい、そのため、それまでは親ワイルティアだった気風が逆転してしまった。

「……そう、ですか」

　どんなに決別したつもりでも、過去は自分の一部になり、引ひき剥はがすことはできない。

　ルートは、まるで自分の体に重くて冷たい鎖くさりが食い込んだような気持ちになった。

「なら……」

　しょうがないですね、失礼しました。そう言おうとする前に、スヴェンが声をあげる。

「ならば、直接現場の方々にお話しさせていただきます！」

　ルートの折れかけた言葉を繋つなぎ直すような、強い意志があった。

　総務課長は止めようとしたが、「現場の方々に理解していただけないのなら、直接お話しする以外ありませんでしょう？」と、やや恫どう喝かつめいたスヴェンのまなざしに抗こうしきれず、二人は採さい掘くつ場じよう近くにある鉱夫たちの休きゆう憩けい小屋に乗り込んだ。

「ごめんくださいませ！」

　汗あせ臭くさく、土つち臭くさく、男おとこ臭くささに溢あふれかえったバラック小屋に、スヴェンの声が凛りんとして響ひびく。

「わたくし、トッカーブロートより参りました、ウェイトレスのスヴェンと申します」

　手には焼きあがって間もない、香こうばしいパンの入ったケースがある。

「今日は皆みな様さまの日ごろの労苦の慰なぐさみになればと、さしいれをお持ちいたしましたわ！」

　時間は昼食時のちょっと前、ただでさえ人よりも食を重視する肉体労働者たちには、満載の宝石箱のように見えただろう。しかも、運んできたのは美少女スヴェン、「食い物にきれいな女」を前に、訝いぶかしむような視線を向けてきていた男たち、特に若い鉱山夫たちの警けい戒かい心しんをあっさり解いてしまった。

「おおおおっ！」

「おいおねえちゃん、コレ食っていいのかい？」

「すげぇ、うわさにゃ聞いていたが妖よう精せいみたいだ……」

　男たちはスヴェンに心奪うばわれ、その手がパンに伸びようとする。

「どーぞ、たくさんめしあがってくださいましね？　にっこり♪」

　そこで無敵の天使の笑顔でダメ押し。思わず沸わきあがる歓かん声せい。

　完全にスヴェンのペースになるかと思われたが……

「――――おい」

　さほど大きくはない、低く重い声。

　その一言で空気は凍こおりつき、全員が部屋の奥にあるテーブルに着いている初老の男を振り返る。

「はじめまして……ええっと」

「ローエルだ、ここの現場監かん督とくをやってる」

　怖おじ気けづくことなく笑顔で接するスヴェンに、ローエルは険しい目つきで返す。

　年としの頃ころは五十過ぎくらいだろうか、大地と戦い鍛きたえ上げた筋肉と幾いくつもの傷は、歴戦の古参兵のような風格を漂ただよわせている。

「誰の許可を得てここに来た？」

　草食動物、しかし、ひとたび怒ればそこらのライオンなら弾はじき飛とばしてしまうバッファローのような剛ごう健けんな目で、ローエルがにらみつけてくる。

「事務所の方には許可はいただきましたわ？」

　だが、スヴェンもひるむことなく真正面から見返した。

「あのクソジジィ、勝手なことしやがって……帰れ、お呼びじゃねぇ」

　今すぐ消えなければ、次は水をぶっかけるぞ、その次は棒で追い立てるぞ、と言わんばかりに、まるで汚い野の良ら犬いぬを追い払はらうように手を振る。

　しかし、スヴェンは犬ではなかった。狼おおかみのように目をそらさない。

「……理由をお聞かせ願いたいですわ」

「ワイルティア軍人の焼いたパンなんざ、中になにが入っているかわかったモンじゃねえ、それが理由だ」

　ルートは立ったままなにも言えなかった。

　彼が主戦場として戦ったのはペルフェではない。

　しかし、自分の仲間が、ローエルの大切な人を、彼の大切な場所を壊こわしたのかもしれない。自分と同じワイルティアの軍人が、一度でも彼を傷つけたのかもしれない。そう思うとなにも言えなくなった。

「たいそうけち臭くさいモグラの親分さんですわね」

「―――――！」

「なっ!?」

　一いつ瞬しゆんで空気が変わる。

　スヴェンは笑ったまま、冷れい淡たんな声でローエルを――いや、この場にいた男たち全すべてを罵ば倒とうした。

　火薬庫に火を投げ込んだどころではない、重油を満まん載さいしたタンカーにダイナマイトを放ほうり込んだようなものだ。

　鉱山の仕事は辛く、危険が付き物。落らく盤ばん事故や酸欠、有毒なガスが噴ふき出だすこともある。

　そんな中を己おのれの体と採さい掘くつ道具で挑いどむ彼らには、鉱山の男のプライドがあった。

　それに、スヴェンは正面からつばを吐はいたのだ。

「誰がモグラだ……！」

　ローエルだけではない、他の鉱山夫たちの顔にも激しい怒りの炎が灯ともるのがわかった。

「あら、違いましたの？　ならミミズ？　それともオケラ？」

　小こ馬ば鹿かにした笑えみでさらに油をそそぐ。炎はさらに燃え上がり、業ごう火かへと変わっていく。

「このクソアマ！　覚かく悟ごはできて――――」

「やっかましいですわ！」

　喧けん騒そうをあげていた男たちを静まり返らせるほどの迫はく力りよくで、スヴェンが怒ど鳴なりつける。そして、床ゆか板いたを踏ふみ抜ぬくようにズンズンと歩き、ローエルに迫せまる。

　鉱夫の一人が止めようと手を出すが、スヴェンにひとにらみされ、手を引っ込めた。

「体のほうがオツムよりかしこいあなた方にあわせてさしあげましたのよ！」

　一いつ喝かつすると、スヴェンはローエルの脇わきにあるテーブルに乱雑に腕うでを走らせ、載のっていた酒さか瓶びんやグラス、灰皿を払いのけ、肘ひじを置いた。

「四の五の抜かさず、コイツで決着つけませんこと？」

　それは、アームレスリングの構えだった。

　小屋の中に、沈ちん黙もくが走る。

　シーンという擬ぎ音おんすら聞こえてきそうな圧あつ倒とう的てきな静せい寂じやくが支配する。

「―――ぷっ」

　誰かが、耐たえ切れないように吹ふき出し、それを合図にしたように大だい爆ばく笑しようが起きた。

『がははははははっ！』

　無理もない話だった。スヴェンのような小さく可か憐れんな小こ娘むすめが、男の、しかも大の男が三人がかりでも片手でいなす大男のローエルに腕うで相撲ずもうで勝負をふっかけたのだ。

「もしわたくしが負けたら、この体を好きにしていただいて結構ですわよ」

　ピタッと、彼らの笑いが止まった。

「いくらでも好きなだけ、どなたでも、わたくしを『オモチャ』にしていただいてかまいません、そう申し上げていますのよ」

　どこかから、つばを飲む音が聞こえる。

　彼らは確かに粗そ野やで乱雑なところもある、しかし、理性ある人間だ。女と見れば襲おそい掛かかる野や獣じゆうではない。だが、ルートには見えないように角度に注意を払って巡めぐらせたスヴェンの瞳ひとみは、彼らから理性を奪うには十分な淫いん靡びさを持っていた。

「帰れ」

　だが、ローエルは理性を保ち、理性的に怒った。

「これ以上俺たちの城を荒らすな。とっとと消えろ。そんなバラの茎くきみたいな細い腕で勝負になると思っているのか」

「それは降こう伏ふく宣言と受け取ってよろしいのでしょうか、腰こし抜ぬけモグラさん？」

　最後通つう牒ちようも無視、スヴェンの交戦の意志は変わらない。

「……どうなってもしらねぇぞ」

　ハンマーを打ち付けたような音を鳴らし、ローエルは肘を置く。

「確かく認にんいたしますわ。敗者が勝者に完全服従、相そう違いございませんわね？」

「好きにしろ！」

　ローエルは本気でスヴェンを「オモチャ」にしようなどと考えているわけではない。

　そこまで彼かれは堕おちていない。

　だが、コイツは自分たちをナメすぎた。少し痛い目見せてやって、ケツを蹴けりだして追い払ってやる。そう思っていた。

「ふんっ！」

　合図と同時に、ローエルは力を込める。

　全力ではない。細く小さな少女の鼻っ柱をへし折れる程度の力の込め方だ。

　だが、スヴェンの腕は動かない。

「―――なに!?」

　予想外の抵抗にローエルの顔に驚きの色が浮うかんだ。

　さらに、彼が力を込めたのがわかる。

　おそらく、それなりに鍛えた大人でも降参するくらいの力だ。

　しかし、それでもスヴェンの腕は、まるで見えない支柱がテーブルに突いた肘の先から伸びて、大地の奥おく深ふかくにまで刺ささっているかのようにビクともしない。

　そこに至って、ローエルの顔に焦あせりが浮かび始めた。

　負けるかも知れないという恐おそれではない。

　目の前の少女が、なにか得体のしれないものの様に見え始めた恐きよう怖ふからだ。

「うふふふふふ」

　ローエルの焦りを見て取ったのか、スヴェンが笑った。

　それは、彼かの女じよが普ふ段だん接客の際に見せるものでも、ルートの前で見せるものとも違う。

　小さく、拙つたなく、愚おろかな者を見下す笑い――嘲ちよう笑しようだった。

「……はい、ここまで」

　水道の蛇じや口ぐちをひねるように、スヴェンは手首を動かす。それと同時にローエルの腕はテーブルに押し付つけられ、さらに体ごと半回転し、床ゆかに叩たたきつけられた。

　誰だれも声を出せなかった。信じられない、ありえない光景だった。

「あらあらどうしましたの？　床のワックスが乾かわいていませんでしたか？」

　立ち上がり、腕をおさえうずくまるローエルをあざ笑うスヴェン。

「く、そんな………バカな……」

「バカはあなたですわ。約束は守っていただきますわよ」

　冷れい酷こくに言い捨てると、スヴェンは周りの男たちに視線を巡らせる。

　男たちは怯おびえたように何も言えないでいた。

　かよわい少女に震ふるえる大の男たち。

　事実だけ見ると、彼らにふがいない、なさけないと糾ずる者、笑う者もいるかもしれない。しかし、現実にこの光景を見たならば、なにも言えなくなるだろう。

　そもそも、スヴェンが人間に見えなくなることだろう。

　まるで、伝説の中にある、神のはらわたを貪むさぼるという、魔ま狼ろうのように見えたことだろう。

「主さま、やりましたわ。これにて契約完りょ……」

「スヴェン！」

　振り返かえった少女のほほを、ルートは平手で叩いた。

「―――――え？」

「俺は、こんなことをしてまで、食べてもらいたくない」

　ルートは、自分の作ったパンを食べて喜んでもらいたかった。そのためなら、どんな苦労も厭いとわない。だがこれは違う、力ずくで組くみ敷しき、無理やり口をこじ開けて突っ込んだだけだ。

　これでは、彼らが憎むワイルティア軍がしたこととなにも変わらない。

「君のやったことは、彼らの誇ほこりを傷つけただけだ」

　そう言うと、ルートは床に座すわり込んでいるローエルの前に跪ひざまずき、額を床につけた。

「すまない」

　土下座だった。ただ一言、彼らに心から謝罪した。

　なんに対してあやまったのか。

　スヴェンの行いか、軍の行いか、ルートにもよくわからなかった。

　ただ、彼らへの申し訳なさだけがあった。

「…………主さま、やめて、やめてください！」

　スヴェンはとりすがり立ち上がらせようとしたが、ルートは応こたえず、額を床に押し付けた。ローエルも、鉱夫たちも、なにも言えず呆ぼう然ぜんと見ている。

「……………」

　ゆっくりと力なく立ち上がると、ルートはそのまま、背を向けて扉とびらに向かう。

「騒さわがせてすまなかった。ワビ代わりというとなんだが、パン、良かったら食ってくれ、毒は……入っていない」

　背中を向けながら言って、ルートは胸が引き裂さかれるような気持ちになる。

　おいしくしようと、牛乳や、バターや、チーズや、チョコチップや、アーモンドの粉や、クルミを入れることはある。でも、毒なんて一つまみも入れちゃいない。

「もし、信用できないなら……捨てちまって……かまわないから」

　それだけ言い残すと、バラック小屋を出た。

「あ、主さま！」

　スヴェンはあわててその後を追う。

　ルートの表情は暗く、このまま潰つぶされて死んでしまうのではないかと思うほどに、重い悲しみに覆われていた。

　なにも言わず、トラックに乗り込む。

「あ………」

　スヴェンが、悲しげな声を上げた。

　ルートは、いつもトラックに乗る時は、スヴェンのために助手席の扉を開けてくれていたが、今日は乗り込んですぐにハンドルに突つっ伏ぷしたような姿勢になっている。

　スヴェンは自分で助手席の扉を開け、隣に座った。

「あの、あ……主さま………」

　苦しそうな顔でうなだれるスヴェンを見て、ルートの心はさらに軋きしんだ。

　別に、スヴェンになんらかの揶や揄ゆがあるわけではない。

　彼女が、彼女なりに店や自分のことを考えてくれていることは分かっている。

　だけど、なんでこんな事になってしまうのかと思うと、辛つらくて仕方なく、スヴェンに対して気を回す余よ裕ゆうがなくなってしまっていた。

　無言でエンジンを回す、低いうなり声が響くが、気の抜けたような音を最後に、エンストを起こす。最近調子が良かったのに、こんなときに限って、バカにしたように。

　バンッ！

　やるせない気持ちから、ハンドルを殴なぐりつける。

　スヴェンに怒おこっているのではない。いや、そもそも怒いかりではない。

　兵隊をやめて、もう人を傷つけないでいい生き方を選んだはずだった。

　なのに、誰かを悲しませ、苦しめるようなことになってしまう。

　結局、自分はただの人食い狼でしかないのか、ルートはただ悲しかった。







第三章　「石」







　鉱山から戻もどった後、店に戻った二人は、夕方近くになってから少しだけ店を開いた。

　スヴェンはいつものように明るく朗ほがらかに接客し、ルートも黙もく々もくとパンを焼く。

　だが、それだけだった。それ以上、二人は口を交かわさなかった。

　お互たがいに、なんと言っていいかわからず、必要最低限の会話しか交わせなかったのだ。

　そして、次の日――

　屋根裏に作った簡易ベッドの上で、スヴェンは一晩中、どうやってルートに話しかけようか、それだけを考え続けていた。

　何百・何千ものパターンの中で、最も成功確率は高いもので十四パーセントだった。

「どうしよう……わからないよ……」

　ルートに初めて「ありがとう」と言われてから十日。

　あの時はあれだけ幸福感に包まれたのに、今はどうしていいのかわからない。

　そうしているうちに朝になり、就業時間になった。

　階下では一足早く、ルートが窯場で作業している音が聞こえる。

「……行かなきゃ」

　仕事着に着き替がえる。どんな理由があっても敵前逃とう亡ぼうは重罪だ。

　自分の戦場を放ほう棄きすることは許されない。

　でも、足がさび付いたように動きが鈍にぶかった。

　屋根裏部屋の床にある入り口を開き、梯子はしごを下ろそうとしたところで、階下のルートと目が合う。

「え？」

「あ……お、おはよう」

　パンを載せたトレイを手に持って、ルートがうろうろしていた。

　これは予想外だった。いきなり待まち伏ぶせをくらっては、ろくな抵抗もできない。

　戸と惑まどっていると、ルートが意を決したように声を出した。

「す、スヴェン！」

「あ、はい！」

　ビクンと体を跳はね上げるスヴェン。もしかして解かい雇こを宣告されるのかと思った。

　だが、返ってきたのは意外な申し出だった。

「し、新作作ってみたんだ、試食してくれないか!?」

「は……はい？」

　ルートは口端はしをひくひくとひくつかせている。

　これはもしかして……精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑いをしようとしているのだろうか？

　まるでこれでは、ルートもまた、どうやって関係修復のきっかけをつかもうか思おもい悩なやみ、勇気を振ふり絞しぼっているかのように見えるではないか。

「普ふ通つうのパン生き地じの上に、クッキー生地を載せて焼き上げてみたんだ。二つの食感が楽しめておもしろいかなって……」

　そして、考えに考えた結果、職務であるパンに関することなら、話しかけても気分を害されないんじゃないかと思ったように見えた。

「わ、わかりました、ですわ」

　試作品のパンを手に取り、一口かじる。

　表面のクッキー部分の甘あま味みと、パン生地部分のふんわり感、バターをねりこんだことで味に深みが増している。

　スヴェンは脳内で各種味覚成分を分ぶん析せきし、一般的な咬こう合ごう性から算出される理想的な「歯ごたえ」と比ひ較かくし、「おいしい」パンであると結論付けた。

　スヴェンは、測定し、計算する形でしか「おいしい」と判断することはできない。

「……昨日は、ゴメン」

「…………!?」

「スヴェンは一いつ生しよう懸けん命めい、店のためにやってくれていたのに、叩いたりして……本当に申し訳ない。許して……くれないか……？」

　スヴェンは信じられない気持ちになった。

　自分は彼の従者であり下げ僕ぼくであり隷れい属ぞく物なのだ。

　ルートの気にそぐわない行動をとれば、彼の気分を害すれば、自分は必要のない存在になってしまうと、恐怖すら覚えていたのだ。

　なのに、そのルートが自分との関係を修復しようと右往左往している。

　不思議な気持ちだった。

　戸惑いもあるが、同時に、ざわつくような感覚が胸の底から押し寄よせて来る。

「……!!」

　口内舌上部分を介かいさずに、膨ぼう大だいな測定不能の情報が入り込んでくる。

　甘あまさが急激に広がり、雑多な情報が彼女の頭をかけめぐった。

　論理的思考を一足で飛び越え、「考えるより先に」スヴェンは答えた。

「おいしいですわ！」

「へ？」

「こ、これ、とってもおいしいですわ！　さくさくしてて、もふもふしてて、ふわふわしてて、さくさくしてて！」

　さくさくしてて、を二回言ってしまった。

「それと……その……昨日は、いけないのはわたくしです……先走った行動をしてしまい、主さまに、悲しい思いをさせてしまい……どう、謝あやまればいいのやら……」

「そんな！　スヴェンは悪くない！　俺が不ふ甲が斐いないから……」

「違います、主さまは……」

「いや、違う、俺が………」

　しばし、二人はじっと見つめ合う。

「失敗しちゃったね、二人揃そろって………」

　ルートが、頭を掻かきながら、両者痛み分けを提案するように、バツの悪そうな苦笑いを浮かべた。

「主さま……」

　不思議だった。さっきまで凍り付いていた自分の心が、「ルートが許してくれた」、「まだ自分といっしょにいたいと思ってくれている」、それがわかっただけで、信じられないくらい自分の体に力がわいた。

　機き甲こう師団の一つくらいあっさり撃げき破はできるんじゃないかと思うほどに。

「これ、なんと言う名前になさるんですか？」

「ん〜……まだ考えていないんだ。そうだ、せっかくだからスヴェンが考えてくれないか？」

「わたくしが!?」

　光栄だった。心血注いでルートが作った作品の名付け親になれるなんて。

「え〜と、え〜と、どういたしましょうか……」

　二種類の生地の膨ぼう張ちよう率りつの違いから、表面に網あみの目の筋がはしっている、それが彼女の記き憶おくにある果物を髣ほう髴ふつさせた。

「パイナップル・パンなどいかがでしょうか？」

「なるほど……たしかに形が似ている。でもなんか、Ｍｒｋ２みたいだな」

　Ｍｒｋ２とは、表面がブロック字になっている手しゆ榴りゆう弾だんのことで、その外見から、南洋の果実にたとえられることがある。

「……いけませんか？」

「いや、おもしろいよ。うん、パイナップル・パンか、今日から売り出そう！」

「はい！」




　昼のピークも過ぎ、新商品のパイナップル・パンは「中にパイナップルが入っているわけではない」と説明するのに手間がかかったものの、おおむね好評だった。

「あむ、もぐもぐもぐ、ごくん」

　仕事の合間に訪おとずれたジェコブが、「サービス」のミルクティー片手に新作をほおばる。

「うん、うまいねこれ」

「だろ？」

　ルートは一服中、二人で店の裏手に座っている。

「三日ぶりだな？　どうかしたのか？」

「ああ〜……稼か業ぎようが忙いそがしくてねぇ〜……学校休んで手伝わされていたよ」

　ジェコブの家は小さな整備工場を営んでいる。

　最近急な飛び込みの仕事が入ったらしく、選より好ごのみできる経営状じよう況きようではないのは幼い彼も分かっていたが、それでも愚ぐ痴ちの一つもこぼしたくなる忙しい三日間だったそうだ。

「最悪だったよ。いまどき旧ペルフェ札で払う連中がいるなんてさ。あんな刻一刻紙切れに近づいてるものを使うなんて、常識を疑うよ。おかげでうちのかーさん、朝一番で銀行に走らされたからね」

　ペルフェは、ワイルティアに併へい合ごうされる直前、長期的な経済不良状態にあり、紙し幣へいの乱刷によってかろうじて支えていたところがある。

　そのため、併合後ワイルティア公用紙幣と両りよう替がえが行われたのだが、あまりの枚数にレートは日々下方に修正され、早く両替しなければ価値は下がる一方。今日はランチを食べられる価格でも、明日はコーヒー一いつ杯ぱいも飲めなくなる可能性すらある。

「ま、やっと修しゆ羅ら場ばも終わり、すこしゆっくり……」

　ガシャーンッ！

　店のほうからガラスの割れる音がした。

「「!?」」

　なにが起こったのかと、ルートはジェコブとともに店内に戻ると、表通りに面した窓ガラスが割られ、破は片へんが店内に飛び散っていた。

「一体……なにが……うわぁ……」

　飛び散ったガラス片へんは、陳ちん列れつされていたパンの上に降ふりかかり、もう売り物にならなくなってしまっている。

　床にこぶし大ほどの大きさの石が転がっていた。

　これは事故ではない。誰かが石を投げて、店の窓ガラスを割ったのだ。

「あれ、アイツ教会のミリィじゃないか？」

　ジェコブが、割れた窓ガラス越しに、道の反対側を走り去る少女の姿を指さした。

　顔は見えなかったが、間ま違ちがいない。

　あの特とく徴ちよう的てきな後ろにくくった長い髪かみは、つい先日訪れた時にルートに罵ば声せいを浴びせてきたあの少女だった。

「えげつないことするなぁ」

　ジェコブが怒りを通とおり越し、呆あきれた口調で呟つぶやく。

　自分を嫌きらっているのは知っていたが、ここまでやるとは思っていなかっただけに、ルートには悲しさの方が強かった。

「…………………」

「ああ、スヴェン……ケガはなかった？　悪いけど、すぐにほうきとちりとりを――」

　いつの間にかすぐ後ろに立っていたスヴェンに言おうとして、ルートは言葉を止めた。

「ユルセナイ……」

　ゾクッとするほど冷たい声。

　元軍人で、かなりの数の修羅場をくぐっているはずのルートすら思わず固まってしまうほどの、戦せん慄りつを抱いだかせる声こわ音ねだった。

「主さま……申し訳ございませんが、一足お先に休憩を取らせていただいてよろしいでしょうか？」

「あ、あ、ああ……う、うん。どうぞ……」

　スヴェンは従業員であり、ルートは雇こ用よう主ぬしである。

　片付けもせずにどこへ行くんだ！　と、普通なら諌いさめる一言も口にできそうなものなのだが、この時の彼女にはそれを許さない凄すさまじい迫力があった。

「では、失礼致いたします」

　打って変わってにこやかな笑え顔がおで微笑ほほえむと、スヴェンは足元に転がっていた石を拾い上げ、店の外に出て行ってしまった。

「ルート……ルート？」

　呆然と立たち尽つくしていたルートの服の袖そでを、ジェコブが引っ張る。

「店番どーすんの？　ルートがいたらまたお客さん逃にげちゃうよ？」

「あ！」

　目の前に迫る危機に、今さら気付かされた。

「頼たのむ！」

「子供に頼たよるなよ、子供に！」

　ジェコブの肩かたをつかみ、ルートは生死がかかった作戦を要よう請せいするような顔で懇こん願がんした。




　ルートに見せた作り笑顔も、激しい怒りの前には、店を出るまでしか保たなかった。

（ユルセナイ……!!）

　どす黒い怒りの炎ほのおがどんどんスヴェンの胸の奥おくから湧わき上あがってくる。

　今までルートの顔を立てて我が慢まんしてきてやったが、それももう限界だ。

　トッカーブロートはルート・ランガートの聖域、そして彼の忠実なる下僕である自分にとって、守るべき陣じん地ち。

　そこに攻こう撃げきを加えたのだ。しかも、ルートが丹たん精せい込めて作り上げたパンを販はん売ばい不能にしたのだ。

　店を出て、すぐにミリィの後を追った。

　走って逃げていく少女の後ろ姿は、すでに小指の先ほどの大きさになっている。

「目標視し認にん、固定……全機能の三十パーセントに限定し、三百秒解除」

　軽く息を吸い、小さな声でカウントダウンを行う。

「drei３……zwei２……eins１……Null０！」

　次の瞬しゆん間かん、スヴェンの姿は掻かき消えるように消え去る。

　すでに彼女の動きは、常人の目には留とどまらぬ領域にあった。




　走った、走った、走った。

　トッカーブロートに投石を行ったミリィは、メインストリートを駆かけ抜け、建物の間を縫ぬうように逃げ去さった。

　彼女はこの街で生まれ育った。

　一年前かそこらに来たルートでは迷ってしまうような裏道や抜け穴あなだって知っている。

　追いつかれるわけはない。

（ざまぁみろ、ワイルティアの軍人め！）

　逃げながら、彼女は卑ひ屈くつな笑みを浮かべる。

　ミリィは、毎日祈いのった。一生懸命お祈りした。

　ワイルティアを滅ほろぼしてくださいと、毎日毎日お祈りした。

　神様はその昔、悪者の住む街を一晩で滅ぼしたと教わってから、彼女はひたすら神様にお願いした。

　でも、いつまでたってもワイルティアは滅びない。あのパン屋も無くならない。

　それどころか、お客が入り始めていた。

（許せない……あたしからとーさんを奪っておいて……！）

　だからミリィは自分から行動することにしたのだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　路地裏に入り、足を止め、息を落ち着かせる。

　おかしい、全然気分が晴れない。

　自分は正しいことをしたんだ。これは天てん罰ばつなんだ。なのに、なんでこんなイヤなきもちになる!?

「うっ……うぐっ」

　わかってる、本当は。こんなことをしてもなんの意味も無いことを。

　わかってる、あのパン屋が悪いんじゃないってことも。

　でも、誰かを憎にくまないと、自分が壊れてしまいそうでしょうがなかった。

「…………ちきしょう」

　絞りだすように、ミリイは口にした。

　悔くやしかった。世界が、運命が、自分自身の小ささが。

「忘れ物ですわよ？」

「えっ!?」

　さっきまで誰もいなかったはずなのに、目の前に女が、あのパン屋のウェイトレスが立っていた。

　笑っている。しかしどこか作り物めいた、精せい巧こうな人形のような微笑みを浮かべている。

「よろしゅうございますか、フロイライン？」

　右手を上げる、そこには今さっきミリィが投げた石が握にぎられていた。

　どうやって追いついたのだ？　追いつける距きよ離りではなかったし、せいぜいこの街に来て十日程てい度どのこの女が追いつけるような道は通らなかったはずだ。

　ぴき……ぎり……ぱき……

　戸惑うミリィの耳に、なにかがきしむ音が聞こえてくる。

　ウェイトレスの華きや奢しやとも言える手の中の石に、ひびが入る音だった。

　ぱきんっ。

　石がビスケットのように砕くだけ散ちる。

「あらららら〜壊れ物ものでしたのね〜……卵を握るように大切に運んできましたのに」

　いくつかの小石に変じた破片を、スヴェンは掌しよう中ちゆうでもてあそんでいる。

　そのたびに、石はすり潰され、削さく岩がん機きにかけられたように砂じや利りに変わっていく。

「あ……え？」

　ウェイトレスは笑っている。

　おかしそうに、楽しそうに、にこやかな笑顔を浮かべている。

　だが、それは親愛の情からくるものでも、慈じ愛あいを意味するものでもなかった。

　一番近いものを挙げるのならば、肉食の動物が獲え物ものを捕とらえた時のそれだろうが、それすらも正確にはやや遠い。

　最も正しく表するならば、「喰くらうためではなく、いたぶるための獲物を見つけた時」の笑顔だ。

「これは謝罪と賠ばい償しようをしなければなりませんわね？　たぁ〜っぷりと……」

　掌中の、ついに砂と化してしまった石を地面に撒まき捨てながら、スヴェンが顔を近づける。

「はひっ……！」

　それは、純じゆん粋すいな殺意。

　他者が自分を本気で殺そうとした時に放たれる空気。

　しかも、ただ殺すのではない。より苦しめて、よりもがかせて、相手に命を授かったことを後こう悔かいさせようとする者にのみまとうことができる空気。

　それは、たかだか十四、五歳さいの少女が耐え切れるものではなかった。

　ミリィは腰こしを抜かし、目だけ固まったようにスヴェンにあわせたまま、涙なみだを流す。

　怯え、おののき、歯はガチガチと鳴り、自分の意志で止めることができなくなっていた。







　子供はしょせん未完成体だ。判断能力も責任能力も無い。

　それゆえに「子供のしたこと」と言って不問にすることがある。しかし、半人前の存在の為した罪でも、その被ひ害がいは一人前に成されてしまう。

　なれば、その贖しよく罪ざいはどこにあるのか？

　スヴェンは、保護者に求めることにした。

「ごめんくださいまし」

　町外れのマレーネの教会。

「はいはいどなたですか？　あら、スヴェンさん……え、ミリィ!?」

　奥で何か作業をしていたのであろうか、やや待たされてから教会の扉は開き、マレーネが現れる。そして、スヴェンに襟えりを掴つかまれ、捕らえられた猫ねこのようになっているミリィを見て、驚おどろきの声を上げた。

　ぶら下げられている少女は、恐怖から一言も発しない。

　スヴェンは決して物理的な危害を加えていない。

　戦意を喪そう失しつした段階でミリィは抵てい抗こうすることなく捕らえられた。すなわち虜りよ囚しゆう、捕ほ虜りよだ。

　捕虜への虐ぎやく待たいは国際法で禁じられている。物足りなさはあったが、引ひき渡わたしと同時に、保護者に謝罪を請せい求きゆうしに来たのだ。

「と、とりあえず中に入ってください」

　教会の中に招き入れられる。

　マレーネがひとまずミリィを部屋で落ち着かせている間、礼拝堂で待っていたスヴェンには、紅茶が出だされた。

　安い葉っぱだった。しかもカビくさい。

　そもそも淹いれ方かたがなっていない。

　たとえ最高級茶葉を使ったとて、こんな淹れ方では台無しだ。

　こんな紅茶では、せっかくルートが焼いたマドレーヌをダンキングしても、なにも脳のう裏りに浮かんでは来ないだろう。

　お義理で一口だけ含ふくみ、すぐにティーソーサーに戻した。

「もうしわけありません……あの子がご迷めい惑わくをおかけしまして。窓ガラスとパンの弁べん償しようは……必ず、いたしますので」

　事情を知ったマレーネは、ひたすら頭を下げ、賠ばい償しようを約束した。

　しかし、今すぐとは言わなかった。いや、言えなかったのだろう。

　この教会に自由にできるお金は少ない。だが、そんなことスヴェンは分かっている。

「けっこうですわ。どうせまた、主さまは不問にしようとなさるはずですから」

　ルートがそう言うであろうことはスヴェンには予想ができていたからだ。

　自分だって人のことを言っていられる状況ではないのに、それでもルートがそう言うであろうことは、考えるまでもなく分かってしまった。

　だからこそ許せなかった。

　そこまで慮おもんぱか　ってくれているルートの気持ちを踏ふみつけたミリィが。

「一体、どうやって償つぐないをすれば……」

　ミリィの悪口雑言は毎度のことだったが、それでも今回は悪質すぎたのか、マレーネは口元に手を当て考えこんでいる。

「なら……」

　もう二度とルートに近づかないでくれ。
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　思わず、スヴェンはそう言いかけてしまった。

「はい？」

「いえ、なんでもありませんわ」

　マレーネに問い返されてしまい、とっさにごまかす。

　悲しいかな、それもまたルートが望んでいることとは遠いのだ。

「こんなことを話しても言い訳にもならないことは承知しています。ただ、ミリィにも複雑な事情がありまして……」

「知っていますわ」

　スヴェンはぶっきらぼうに答えた。

　二日前の夜に教会に行った後、ルートから事情は聞いた。

　ミリィの父親は民兵だったのだという。

　ペルフェは北の大国オーガスト連れん邦ぽうに長く武力侵しん攻こうを受けていた。

　オーガストは数年前までは王政国家だったが、労働者達たちが蜂ほう起きし革命が勃ぼつ発ぱつ。

「自由と平等の国家」となるはずだったが、どこをどう間違えたか、軍事独裁政権と化し、近きん隣りん諸国を「解放」の名のもとに侵しん略りやくしている。

　オーガストの国民への政策は、簡単にいえば「民衆すらも資源として扱あつかう」である。

　思想信条の自由はなく、私有財産の所有も禁止。

　侵略された国の民は、北の果ての極ごつ寒かん地に開かい拓たくと称しようして送り込まれる。

　このままでは自分達だけではなく、子供達まで不ふ遇ぐうな暮らしをさせることになる。

　ペルフェの人々は立ち上がり、民兵として抗あらがった。

　ミリィの父親もそんな一人だったのだ。

　自分の子供が安らかに暮らせる国にするために、戦場に向かい、そして、帰ってこなかった。そして――

「ご存知ですよね……？　ペルフェは結局独立を保てず、オーガストに占せん領りようされるくらいならば、まだしも自治を認めてくれるワイルティアの一部になる道を選んだ」

　国家としての体てい裁さいを保てないのならば、せめて民族の誇りだけでも守りたい。

　彼かれらからすれば苦く渋じゆうの決断だった。

　オーガストへの緩かん衝しよう地域を必要としていたワイルティアは彼らの申し出を受け、併合の形を取り、ペルフェと共にオーガストと戦う。

「ワイルティアは、民兵を公式に認めていました。ですから、戦死したミリィの父親は、ワイルティアのために戦った兵士として弔とむらわれ、ミリィには遺族年金が支し払はらわれるはずでした。あの子もこんな所ではなく、国がきちんと生活のめんどうを見るはずでした」

　マレーネの語る口に、わずかに震えが交じる。

　しかし、ミリィはワイルティアから見捨てられたのだ。

　その理由をルートから聞いた時、スヴェンは驚いた。

　遺体が見つかっていない。戦線からの逃亡の可能性があり、行ゆく方え不明の域いきを超こえないからだ、と――

　無む茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつだった。戦車や大たい砲ほうの砲ほう撃げきで、航空機の爆ばく撃げきで、歩兵や猟りよう兵機によって蹂じゆう躙りんされる世界で、まともに残る遺体のほうが珍めずらしい。

　答えは簡単。終戦し、予算縮小のなか、本国の兵隊の保障だけでも一苦労なのに、民兵どもにまで払はらってやる金が惜おしかったのだ。

「ミリィに、『お前の父親は臆おく病びよう者ものだった』と宣言したようなものでした。金も払わず、誇りを奪うばい、死者を冒ぼう涜とくしたんです」

　ミリィはワイルティアを憎んだ。

　逃亡者扱いにされ、どこかで屍しかばねをさらしている父親が、あまりにも憐あわれだった。

　父はあの国にだまされて殺された。

　そう思わなければ、あまりにもつらく、苦しすぎたのだろう。

　だが、それでもルートをなじるのは筋すじ違ちがいだ。

　一士官ごときが背負える罪ではない。しかし、ルートはそれを甘かん受じゆする。

　初めてこの教会を訪れた夜、その帰り道で、ハンドルを握りながらルートは言った。

「あの子が俺おれを憎むことで、生きる気力を生むことができるなら、俺はそれでもいいと思っているんだ」――と。

　さびしそうな顔で、そう言っていた。

「ならばお聞きいたしますわ……」

　スヴェンの声は震ふるえていた。

　その後、ルートはさらにこう言ったのだ。

「それでも……それでも思うんだ。いつかあの子が、ミリィが、俺の作ったパンを食ってくれて、『おいしい』って言ってくれたら……きっと俺、泣くほどうれしいと思う」

　それでもルートは、いつかを信じている。

　時が流れ、溝みぞが埋うまることはなくても、さし伸のばした手が触ふれ合あうことができるのではないかと信じている。

「あなた方が、どれだけの辛しん酸さんをおなめになったかはわかります……でも」

　昨日の鉱山での出来事が思い出された。

　精せい魂こん込めて作ったものを「毒入りじゃない」と言ったとき「捨ててくれていい」と言ったとき、どれだけ辛かっただろう。

　それでも分かり合えると願っていた子供に石を投げられたとき、どれだけ苦しかっただろう。

「新しい時代を生きようと、必死でもがいている者をなじる権利がおありになるのですか！　助けてだとか申しません……主さまを……いじめないで……」

　もしルートが一言命ずれば、何百の敵が押おし寄せようが、それが女子供だろうが、彼に仇あだなす者のすべてを鏖みなごろしにしてみせる。

　しかし、ルートは絶対にそれを望まない。

　自分に投げつけられる石を、かわそうともしない。

　それが、人を殺すことで糧かてを得た自分への贖しよく罪ざいであるかのように。

　戦争だった。命令だった。愛国心、祖国のため。正義――そんな言葉を吐はけば、その瞬間に全すべてが偽いつわりになることを知っているから。

　スヴェンは突っ伏して、嗚お咽えつの声を漏もらす。

　しかし、涙は流れていない。

　眼球の湿しつ潤じゆんのために水分をにじませることは出来ても、感情の昂たかぶりに合わせて過か剰じよう分ぶん泌ぴつさせることは、彼かの女じよには〝まだ〟できなかったのだ。

「あなたは……ルートさんのことが好きなんですね」

「――――――え」

　マレーネの一言に、スヴェンは何を言い出すのかと驚きの表情で面おもてを上げる。

「ありえませんわ！　そんな不ふ遜そんなこと！」

　自分はルートの盾たてなのだ、鎧よろいで、剣けんでしかない。

　ただの道具が主に懸け想そうなど、あってはならない。

　そう思っていた。しかし……

「バカなことをおっしゃらないでください！　わたくしは、ただの、主さまの道具に過ぎません……それで、いいんです………」

　言いながら、自分の声が震えているのが分かった。

　自分はルートの道具、彼に必要とされること、彼の求める目的を果たすことこそが自分の存在意義。

「あなたは、ルートさんの痛みを、自分のこと以上に感じている、あの人が愛いとおしいから、そうでしょう？」

　マレーネが心の奥をのぞきこむような目で問いかける。

　おそらく彼女の言葉に特に他意はないのだろう。

　ただ、一人の不器用な男性に懸けん命めいに尽くす少女を見て、異性としての好意を持っていると思っただけなのだろう。

　しかし、その一言は、スヴェンが自覚していなかった感情を揺ゆさぶる結果になった。

「……おいとま、いたしますわ」

　このままここにいたら、自分が内側から分解してしまいそうな気がして、スヴェンは立ち上がる。

　それも、礼拝堂に並ぶ長なが椅い子すの端を持たなければ出来ないほどふらつきながら。

「スヴェンさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　マレーネが手を伸ばそうとするが、それをさえぎった。

　いま誰だれかに触れられれば、それだけで崩くずれてしまいそうな気がしたからだ。

　よろける足でなんとか立ち上がり、おぼつかない足取りで教会を出た。

「違ちがいますわ……わたくしはただ……大たい尉いに……」

　呆ぼう然ぜんとうわ言にように呟きながら、スヴェンは道を歩く。

　ただルートに幸せになってほしいだけだった。

　なのに、それを「求められたい」という願いを果たすための方便としていた。

　ルートになにひとつまともにしてあげていないのに、自分の幸せを求めてしまっている。

　ありえない。優先順位が違う。

　よろける足は悪路に取られ、ついに倒たおれこんでしまうが、立ち上がる気力がわかない。

　スヴェンに睡すい眠みんは必要ない。

　彼女が意識を失うのは、せいぜいメンテナンス時の休止状態くらいだろう。

　それすらも、自分の意志でオン・オフを操作できる。

　なのに、この時彼女は、全く自覚することなく、まるで眠ねむるように意識を失った。







　真っ暗な闇やみの中でスヴェンは意識を取とり戻もどす。

　だが、それは意識が覚かく醒せいしただけ、体は眠っている。

　奇き妙みような状態だと思った。

　この状態、人間で言えば、『夢を見ている』状態なのだろう。

（バカらしい……）

　つぶやく口もないので、彼女は無明の闇の中、意識の中で独りごちる。

　夢は人間が見るものだ。自分は人間ではない。

　なのになんでこんな状態になる。いよいよ自分は思考回路がおかしくなったのかと思った。

　その時、ふいに彼女に声をかける者が現れた。

「おや、これは驚いた。かの娘むすめの末まつ裔えいはとうにこの地から消え去ったと思っていたのだがな」

　視覚も聴ちよう覚かくも触しよつ覚かくも嗅きゆう覚かくも働いていない。意識だけが独立して覚醒している状態で「聞こえる」というのもおかしな話だったが、確かに、その声をスヴェンは知覚した。

　ただし、声というよりも、何かの波動といったほうがニュアンスは近い。

　太陽の光を、そのまま音に変へん換かんしたかのような、光の明るさと温ぬくもりを持った声。

「ふむ……だがお前は、やや違った生まれ方をしたみたいだな。人間たちもけったいなことをする。こんな方法でかの娘の血を引く者を生み出すとは」

　何を言っているのだろう。と、スヴェンは笑いそうになった。

　自分には引くべき血などない。流れているのは赤い血ではない。

「いやいや、そういうことではないよ？」

　思考も全て筒つつ抜ぬけになるのか、声の主はスヴェンを諌いさめる。

　そこに嫌いや味みや悪意はなかった。むしろ、どのようにして説明すれば無知なる者に理解させることができるのか、考えているような声音だった。

「まぁいいか、まだお前自身が自覚していないみたいだしな。あえて語る必要もないだろう。だけど、約定は約定だ。お前にはその権利がある」

　権利？　言っている意味が全くわからなかった。

　この声は一体なんなのか？　自分はおかしくなってしまったのか、それとも……スヴェンは声の主が言っていることが半分も理解できないでいた。

「いずれお前は全てを知るだろう。いや、知らずとも構わないが……果たしてお前が誰を選ぶのか、興味深く見守らせてもらうよ」

　言うだけ言って、声は少しずつ遠ざかっていく。

　違う――自分の意識が、再び闇の底に沈しずみ始めているのだ。

「また会おう。遠き、我わが――よ」

　声の主が最後になんと言ったのか、スヴェンが理解するより先に、彼女は再び意識を途と絶だえさせた。




　トッカーブロートの店内。

　休きゆう憩けい時間が過ぎ、閉店時間になっても、スヴェンは帰ってこなかった。

　彼女目当てで来た客はあからさまな不満顔だったが、ワイルティア人とは思えない饒じよう舌ぜつさと社交性を持つジェコブのおかげで、なんとか閉店までこぎつけることができた。

　そのジェコブもすでに帰宅し、一人残った店内で、ルートは布で覆おおって塞ふさいだ割れた窓をながめながら、不安な気持ちでスヴェンの帰りを待っている。

　スヴェンのことだ、なにかあったということはないだろうが、彼女はどうも思い込むと抑よく制せいの利かないところがある。

（冷静に見えて、激情家。まるでアイツみたいだな）

　兵隊だったころに乗っていた愛機のことを思い出す。

　同部隊の猟兵機にも搭とう乗じよう者しや支し援えん用ＡＩは搭とう載さいされていたが、ルートの機体アーヴェイは、とかく心しん配ぱい性しようで、時に搭乗者が危険にさらされかねない攻撃を食くらったときは、やかましいくらいにバイタルチェックを要求してきた。

　その度に「これくらい大したことない」と答えるのだが、「人間の体は無自覚なうちに深刻な損傷を受けていることがある」と、様々な前例を列挙して後方に下がるように警告された。

（不思議だなぁ……スヴェンのことを心配しているはずなのに、アイツのことばっか思い出す）

　思わず苦笑いを浮うかべる。

　ふと、時計を見る。日は暮れて外はもう夜だ。

　店を放っておけないので追いかけなかったが、さすがに捜しに行かねばなるまい。

「ん？」

　閉店の札がかかった扉とびらの前に、誰かが立っていた。

「ルート・ランガートさん？」

　スヴェンではない。紺こん色いろの制服を来た中年の郵便配達員が、扉を少し開き、声をかけてきた。

「お手紙です」

　茶色の無む味み乾かん燥そうな封ふう筒とうを渡わたし、一礼すると配達員は帰っていった。

（誰だろう？）

　古い知り合いで自分がここにいることを知る者はいないはずだ。

　封筒を開けると、中には二枚の紙が入っていた。

「!?」

　一枚目を見て驚いた、うそじゃないかと思った。

　二枚目を見て、言葉に詰つまった。

「……はは、はっはははは！」

　思わず笑い出してしまった。

　信じられない、まさか、こんなことになるなんて。

「ははは……はは……は、くっ、うぐぐぐ……」

　嬉うれしくて、嬉し過ぎて、涙が出そうになる。

　手紙を胸ポケットにしまうと、ルートは表に飛び出した。

　早くこのことをスヴェンに知らせなければ。

　きっと彼女も喜んでくれる。自分のことのように、ルート以上に喜んでくれるだろう。

　彼女とこの喜びを分かち合いたかった。

　分かち合う？　違う！　スヴェンといっしょなら、喜びは倍増するだろう。

　感謝祭にはまだ早いのに、手をつないで踊おどりだしてしまうかもしれない。

　ルートは走った。

　赤い瞳ひとみに銀ぎん髪ぱつの、トッカーブロートの看かん板ばん娘むすめを捜して。







　トッカーブロートのあるメインストリートから裏手に入り、角を三回ほど曲がった先に、ジェコブの祖父が経営する整備工場がある。

　大きなトタン造りの工こう房ぼうと、それにくっつくような家屋、隣りん接せつする資材置き場という名の空き地には、サビの浮いたドラム缶かんやスクラップが山積みになっている。

「とりあえずそこらへんに座すわってよ、すぐにお茶でももってくる……あ、ダメ！　そこオイルがこぼれてるから、服が汚よごれちゃうよ！」

　油と鉄の臭においがしみこんだ工房内に、ジェコブとスヴェンはいた。

　十分ほど時間を遡さかのぼる――

　ルートに頼み込まれてしかたなく売り子を任されたジェコブは、その帰り道にスヴェンの姿を見つけた。

　最初は文句の一つも言ってやろうかと思ったが、真っ青な顔に、泥どろや葉っぱのついたエプロンドレス姿を見て、あわてて声をかけた。

「どうしたのスヴェン!?　なにがあったの？」

　スヴェンは、まるで首の関節にサビでも浮かんだような動きで振ふり返かえった。

「……ジェコブ……さん」

　目が覚めた後、スヴェンはよろめきながらも店に戻ろうとした。

　しかし、店のすぐ近くまで来たところで、足が止まってしまったのだ。

「サボったのを怒おこられるとか思ってるの？　大丈夫だよ、ルートはバカみたいにお人よしだから、むしろ心配しているさ。早く安心させてやりなよ？」

　そうだろう、あの人はそういう人だ、スヴェンはよく知っている。

「スヴェン……なにか辛つらいことでもあったの？」

　違うのだ、そんな理由ではないのだ。

「……主さまに会うのが……怖こわいんですの……」

　マレーネの言葉が彼女を狂くるわせた。違う、自覚させられてしまったのだ。

　自分はルートを幸せにするためにいる、ルートの望みをかなえるためにいる。

　自分はルートの絶対の奉ほう仕し者しやであり、道具でしかない。

　それが自分の存在意義で、存在理由だ。

　にもかかわらず、自分はなにを思った。

　ルートを自分のものにしたいと、独どく占せんしたいと思っている。

　いまの『スヴェン』がルートの顔を見れば、大切な主になにをしてしまうかわからなかった。

　そんな自分が恐おそろしくて、ルートに会うことが怖かったのだ。

「怖いって……ルートの顔が？」

「違いますわ！」

　見けん当とう違ちがいの回答をするジェコブに、スヴェンは思わず声を荒あらげてしまった。

「たしかに世せ俗ぞくの感覚からすれば主さまのお顔は動どう揺ようを与あたえるものかもしれませんが、わたくしにはあれほど愛らしい……いえ、なんでもありませんわ……」

　また妙みようなことを口走ろうとする自分に気づく。

　もうワケがわからなかった。頭がクラクラした。

「あのさ？　ボクんちこの近くなんだけど……良かったら来る？」

　今はまだルートと顔を合わせられないスヴェンは、無言で首を振り、その言葉に従う。

　そして、時を戻す――

「はい、アンタんとこで淹れてるのと違ってインスタントだけど、体をあっためる薬だとでも思ってよ？」

　ジェコブが手て渡わたした、端はしが欠けたマグカップに入ったコーヒーは、確かにコーヒー本来の成分以外の雑味が多かった。しかし、なぜか彼女を落ち着かせる。

　薬効成分など入っていないのに、じんわりと染しみ込んでいく。

　この工房は先日まで大型機械の整備に使われていたらしい。

　ジェコブが文句を言っていた、「旧ペルフェ札」で支払いをしようとした、非常識で、横おう柄へいな態度の男たちだったそうだ。

「ボクさ、最初アンタを疑っていたんだ」

　ジェコブは隣となりに腰こし掛かけると、自分用に入れたマグからコーヒーを一すすりし、口を開いた。

「もしかして、ルートを騙だまそうとしてんじゃないかって思ったんだ」

「騙す……？」

　なんでそんなことを思ったのかわからず、スヴェンは問い返す。

「だってそうだろ？　ウェイトレス募ぼ集しゆうを持ちかけたのは僕ぼくだけどさ？　だからって潰つぶれかけのパン屋で強こわ面もての店主で、なにされるかわかったもんじゃないよ。そもそも給金だって払ってもらえるか怪あやしいもんさ」

　ジェコブは陽気に笑うが、その顔にはルートに対しての蔑べつ視しや嘲あざけりはない。

　どちらかと言えば、兄弟も同然のワルガキ仲間を語るような口ぶりだった。

「それが、アンタみたいな美人で、しかも給金はいくらでもいいです！　ときたもんだ。正直ね……なんか企たくらんでんじゃないかとも思ってもしょうがないじゃない？」

　そういえばと、スヴェンは思い当たるフシがあった。

　店に毎日のように訪おとずれるジェコブが、自分には聞こえないように気を遣つかいながら、「あの娘こなんかおかしな様子ない？」としつこいくらいにルートに尋たずねていた。

「もしそうなら、絶対許さない……って思ったけどね」

　年とし端はもいかぬ子供に許されなければなんだ、と思う者もいるかもしれないが、ジェコブの目は真しん剣けんそのものだった。

「だけど、アンタはあのお人ひと好よしのために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれる。ただのいい人だったみたいだね……僕からもお礼を言うよ、ありがとう」

　そう言うと、ジェコブは深く頭を下げる。

「なにをおっしゃっているのですか!?　私は自分の使命を果たしているだけですわ……」

　不思議だった。ルートに感謝されたときも嬉しかったが、この少年に頭を下げられ、なんとも言えない複雑な気持ちになる。

　そわそわするというか、落ち着かないというか、体中がむず痒がゆい気持ちになった。

　この少年はルートの友人で、第二種保護対象――最優先保護対象者であるルートの身心に影えい響きようを及およぼさないレベルで、生命その他を考こう慮りよする相手――でしか無いはずだ。

　戦場においては「可能な限り被害を出さないように努めよ」とコードを打たれる、民間人の一人にすぎない。

　そのはずなのに、胸が熱くなった。

「……あの、ジェコブさんはどうして主さまのご友人になられたのですか？」

　年ねん齢れいも離はなれているし、威い圧あつ感かんのあるルートを友達と言う。同じワイルティア人だからというだけではないだろう。

「ん〜……最初に会ったのは、ウチにあのポンコツトラックもって来たときだな。よくあんなのに乗ってるなって思ったよ」

　余よ所そ者ものの、元軍人の強面のパン屋。

　ジェコブの第一印象も、きっとロクでもないやつに違いない、だったのだろう。

「というよりも、嫌きらいだったっていう方が近いかな？　僕ね、ワイルティア人も、軍人も好きじゃなかったんだよ」

「どうして……だってジェコブさんは……」

　ワイルティア人の特とく徴ちようの一つの金きん髪ぱつ碧へき眼がん。

　ジェコブの生まれはオーガンベルツかも知れないが、その要素を色いろ濃こく映している。

　古くから国境を隣となり合ってきた二国だけに、ワイルティア系ペルフェ人と分類される者も多い。

　スヴェンはてっきり、彼はそういうたぐいの生まれなのだと思っていた。

「僕ね、父親の顔、見たこと無いんだよ。ワイルティア人ってことはわかっているんだけどね。だから、ペルフェが併へい合ごうされたとか、そういうの抜ぬきにしてもワイルティア人なんだ」

「知らない……もしかして、戦争でお亡なくなりに？」

　聞きづらいことを話させてしまったかと思ったが、事実はもっと重いものだった。

「ううん。本当に、どこの誰かわからないんだ。僕の母さん、娼しよう婦ふだったから」

　あまりにも軽く話すので、スヴェンは何か別の意味の言葉かとさえ思ったが、ジェコブが言ったのはそのままの、言葉通りの意味だった。

　長い経済不ふ況きようから、国境を越え、ワイルティアに出で稼かせぎに出たペルフェ人は多い。

　ジェコブの母親もそんな一人だった。

　しかし、激化する戦争、混乱の中で、まだ小こ娘むすめと言ってもいい年齢だったジェコブの母親は、生きていくために、軍の経営する娼館――公こう娼しようで働き出した。

　そして誰とも知れぬ男との間に身ごもった子供、それがジェコブだったのだ。

　出稼ぎにベルンに行き、「カフェーの給きゆう仕じをしている」と言ったはずの娘が、おなかを大きくして帰ってきたとき、町の人たちは好き勝手に噂うわさし、それはジェコブが生まれてからも続き、大人たちが話しているのを聞いた子供らは、意味も分からず彼をからかった。

「だから、ルートのことも好きになれなかったんだよ。ワイルティアの兵隊だって聞いて、きっと血も涙もないような男だって思ったんだ」

「なのに、なぜ……？　その……」

「う～んとね」

　ジェコブはさらに話を続ける。

　初めてルートに会ってからひと月ほどしたある日、その日も彼は学校の同級生達にからかわれ、一対多数の大げんかに発展した。

　しかし、多勢に無勢。すぐに地面に転がされ、一方的にふんだり蹴けったりされてしまう。

　そこに、ルートが現れた。

「いやぁ～、アイツが現れた瞬しゆん間かん空気が変わったね！　だってあの巨きよ体たいで無表情でじーっと僕らを睨にらみつけているんだもの。他の子達たち怖こわがってあっという間に逃にげ出しちゃったよ」

「あ～……多分、それは……」

　スヴェンには思い当たることがあった。

　ワイルティア人は総じて頑がん強きような体たい躯くに恵めぐまれているが、その中でもルートは恰かつ幅ぷくのいいほうだ。そして長年の軍隊生活で身についた仏ぶつ頂ちよう面づらもあって、緊きん張ちようすると顔がこわばってしまうのだ。

「多分、ケンカをお止めしようとしたのだと思いますわ……」

「あはははは、さすが！　よくわかるね。うん、そうなんだよ！　アイツったら、あんなおっかない顔してて何事かと思ったら、アレがアイツの困った顔なんだね？　殺されるかと思ったよホント」

　その時、ジェコブが逃げ出さなかったのは、ただ足をケガして立てなかっただけだったのだが、そんな彼をルートは店まで連れて帰り、手当てをしてくれた。

　それでも、ジェコブはルートに心を許す気にはなれなかった。

　ワイルティアの軍人。自分を仕込むだけ仕込んでいなくなった奴やつと同じ人種。

　触さわられるのも嫌いやだと思ったが、怒らせると殴なぐられるんじゃないかと恐きよう怖ふし、されるがままに任せた。

　落ち着かず、行き場のない目を店内に巡めぐらせると、誰も買う者のいない陳ちん列れつされたパンが目に入った。本当にこの男が焼いたのかと思うほど美う味まそうだった。

「食う、か……？」

　思わずゴクリとつばを鳴らしたジェコブに気づいたのか、ルートは手近にあった一つを差し出した。

　ジェコブは手を伸ばそうとした寸前、最後のプライドが働いた。

　ワイルティアの軍人からものなんて恵んでもらうもんか！

　そう思ったジェコブは、ポケットの中にあった大事な小こ遣づかい銭せんの銅貨を取り出し、ルートにつきだした。

「潰れかけのパン屋に恵んでもらうほど落ちぶれちゃいない！　買うよ！」

　精せい一いつ杯ぱいの意地をかき集めての一言。

　殴られたって構うものかと思った。ジェコブの、最後の守るべき一線だったのだ。

「その後のことは、忘れられないなぁ……アイツ、どうしたと思う？」

「さぁ………」

「どうだろうね……僕も予想外だったもん」

　体を曲げて、ジェコブは面おも白しろそうに体を揺すっている。

「アイツね、泣きだしたんだよ。んでさ、僕の手を握にぎって『ありがとう。ありがとう。お前が最初のお客さんだよ！』って」

「はい……？」

　茫ぼう然ぜんとするスヴェン。

　開店からひと月、誰もお客が来なかったということだろうか。

　そして、たまたま招き入れた近所の少年が、様々な思おも惑わくがあってつきだした銅貨を、初めてのお客さんと大喜びして泣きだしたというのか。

「なんとまぁ……」

　情けないというか、哀あわれというか、どこまでどん底の人生だったのか、思わず頭を押さえてしまう話である。

「まーその後さ、食べたわけだよ。そのパンをね？　で、まぁ……やっぱうまいんだよ、アイツの焼くパンは。だから『うまい』って言うと、また泣くんだよ。んで、『ありがとうありがとう』って感謝するんだよ。面食らったね～」

　それから、ジェコブは次の日もこっそりトッカーブロートの窯かま場を覗きんだ。

　そこには、来るかどうかもわからないお客のために、毎日毎日汗あせだくになってパンを焼くルートの姿があった。

「僕の母さんはさ。僕の父親がどんな人だったか教えてくれないんだ……そのせいもあってさ、僕はワイルティアの軍人はどいつもこいつも血も涙なみだもない人でなしと思ってたけど、だけど……ルートみたいな奴もいるんだってわかったんだ。もしかしてさ、僕の父親に当たる人も、そういう人なんじゃないかって思えるようになったんだ。違うかもしれないけど、でも……」

　ジェコブは自分の胸のあたりに手のひらを置いた。

「少なくとも、僕の中に流れる半分の血は、アイツみたいなバカだけど真まっ直すぐで一生懸命な力も持っているって、それだけは確かなんだって思えるようになったんだよ」

　そう言って笑う少年の顔には、気高さすら感じさせる気風があった。

　まだ幼い少年ながら、生まれの不幸に傷付き、苦しみ、それを乗のり越えたたくましさが、彼にそれを身につけさせたのだろう。

「ま、つまり……その……なんてーかな……アイツはワイルティア人だとか元軍人だとか、そーゆー前にバカなんだよ？　だから、その……ま、僕ぐらい友達になってやっていいかって思ったんだ。ホラ、僕お人よしだから？」

　照れくさそうに頭を掻かくジェコブの姿を見て、スヴェンの心はなごんだ。

「……ルートは、バカなんだ。んで、バカみたいにお人よしなんだ。だから、アンタのことをきっと心配してる。落ち着いたら、戻ってやんなよ？」

「……はい」

　手の中のマグカップが、いつのまにか冷たくなっている。

　しかし、それに反して、スヴェンの胸の中には温かいものが広がっていた。

　誰の味方もいないと思っていたルートの周囲に、彼のいいところをちゃんと見てくれている、素す晴ばらしい友人がいることがわかったからだ。

「おい、ジェコブ、誰か来てるのか？」

　工場の入り口に、この整備工場の主、ジェコブの祖父が立っていた。

　黒よりも白のほうが圧あつ倒とう的てきに多い髪かみ、気難しそうなしかめっ面つら。笑え顔がおのイメージの強いジェコブに、この男の血がいくらかでも入っているのが信じがたい。

「初めまして。わたくし、トッカーブロートのウェイトレスをしております。スヴェンと申します」

　スヴェンが丁てい寧ねいに自じ己こ紹しよう介かいをするが、店の名前を聞くや、老人の顔はさらに歪ゆがんだ。

「ジェコブ、手前ェ、まだあそこに出入りしていたのか!?」

「じーちゃん！　そんな言い方ねーだろ、ルートがじーちゃんになにしたんだよ！」

「うるさい！　おいアンタ、とっとと帰ってくれ！　ここは俺の工場だ！」

　ジェコブの祖父はルートを嫌っているようだった。

　孫の出生のことを考えれば、無理もない話だろう。

「申し訳ありません……」

　スヴェンは素す直なおに帰ることにした。自分は招かれざる客で、これ以上ここにいたらジェコブを困らせることを察したからだ。

　立ち上がりかけたその時、彼女の目に、小さな機械の部品が映る。

　知っている、これがなんなのか。アルミ製の造りのあまいシリンダージョイントの一部、こんな粗そ悪あくなものを使っているのはアレぐらいなものだ。

「御ご主しゆ人じん……これはなんですか？」

　拾い上げたそれを示し、ジェコブの祖父に尋ねる。

「……それは!?　勝手に触るんじゃ……」

「ごまかすな！」

　怒いかりを込めた声で一いつ喝かつする。

　老人だけでなく、ジェコブまですくみ上がらせてしまった。

　だが、このパーツを見て、そんな声を挙げずにはいられなかった。

「これは……これは、Ｔ―３Ⅱのトランスミッションのパーツ……なぜこんなものがここにあるのですか!?　ご説明いただきましょう！」

　それは、かつてスヴェンが幾いく度どと無く目にし、相手にしてきたものの一部、オーガストが用いた、「北の猛もう獣じゆう」と呼ばれし兵器の一部。

　よく知っている。なにせ彼女は、かつて戦場でこれと同じものを仕込んだ連中を何機も砕くだき散らし、その中身を見てきたのだから。

「Ｔ―３Ⅱ……スヴェン、なにそれ？」

「オーガスト連れん邦ぽうのかつての主力戦車ですわ……なぜワイルティア領になったペルフェの町にこんなものがあるのですか？」

「し、知らん！　変な言いがかりをつけるな！」

　老人の額に汗がうかんでいる。彼かれは悪人ではないのだろうが、善人でもない。ただの民間人、シロウトだ。だから、本当のことを言わなくても、あざむききることもできない。

「知らない……ただの大型機械の整備だとしか聞いていない……」

　まっすぐ視線を向け問とい詰めるが、老人は目をあわせようとしない。

　その態度に、スヴェンの声が再び荒くなる。

「ふざけた物言いはお止めくださいませ！　たとえ主兵装を外した状態で持ち込まれても、あんなものをただの土木機械と勘かん違ちがいするわけがないでしょう！」

　いたずらをとがめられた子供でももう少しマシな言いい逃のがれをする。こんな下手なウソ、軍が聞いてくれるわけがない。

「じーちゃん……なんで戦車の整備なんかしたんだよ？　まさか、それって……」

　ジェコブは信じられないとばかりに声を震わせている。

　ペルフェの立地、これまでの歴史、さまざまな政治的問題、子供でも知っていることがある。

　大国間の抗こう争そうの際、直接正面から戦争を始めれば、両国ともに国力を疲ひ弊へいさせ、第三国に「漁夫の利」を取られる。そこで、互たがいの国の内部にある「不ふ穏おん分子」への介かい入にゆうを行う。

　宗教・民族・領土、なんだっていい。統治者に不満を持つ者たちに武器を与え、戦い方も教える。そうして、自分たちは正義だと信じ込み、操あやつられる者たち――「テロリスト」である。

　ジェコブの祖父が請うけ負おった仕事とは、オーガスト連邦からペルフェ内部にいるテロリストに供きよう与よされた兵器の整備。

　この小さな部品が動かぬ証しよう拠こだ。『知らなかった』で許されることではない。

「バカなことをいたしましたわね……利敵行こう為いは重罪ですわ。ヘタすれば死し刑けい……民間人シチズンは民間人シロウトらしくしていれば良かったのに」

「おまえらは、俺おれの娘を犯おかしやがった……なにが悪い！」

　ガックリと跪ひざまずき、慟どう哭こくする老人。だがスヴェンは淡たん々たんとした声で返した。

「問題はそれを、あなたを捕とらえに来る者がわかってくれるか、ではありませんこと？」

　個人的な感情は、国家という巨きよ大だいなケダモノの前では爪つま楊よう枝じ程てい度どにも効果はない。

　だが、それがわからない者、わからなくなった者はかくも多い。

　戦争は一発の弾だん丸がんからでもはじめることは可能だ。だが終わらせるためには、百万人の兵士が百万発の弾丸を撃うっても終わらないこともある。

「スヴェン……じーちゃん、捕つかまるのか？　僕や、かあさんも……」

　ジェコブの声は震ふるえている。

「そんなことは……させませんわ！」

　答えるスヴェンの声には強い意志があった。

　もしジェコブになにかあれば、彼を友人と思っているルートが悲しむ。

　テロリストがこの町で何かをすれば、トッカーブロートの経営も危あやうい。それは、スヴェンにとって絶対に阻そ止ししなければいけないことだ。

「ジェコブさん、どこでもけっこうですので軍の施し設せつに電話して、この識別コードを告げ、だまされたとか、利用されたとか、とにかく被ひ害がい者しやを演じてください」

　スヴェンは注文取りの際に使うメモ用紙にすばやく十桁けたの数字を走らせ、ジェコブに手渡した。

　そこには、ルートが軍人だった時に使用していた識別コードが書かれている。

　ルートの名前を出だせば、軍も悪いようにはしないだろう。わざわざ利用されただけの老人の首を挙げてもなんの手て柄がらにもならない。

　それに、問題はそれだけではない。

「さて、ではご老人……」

　いまさら自分の愚ぐ考こうを悟さとった、数分で十年ばかり老ふけ込んだ感のある老人に、スヴェンは尋じん問もんするように見下ろす。

「教えていただきますわよ？　ここに戦車を持ち込んだ者達たちに、あなたを紹しよう介かいしたのは誰ですの？」

　真っ赤な瞳を瞬まばたきもさせずに、スヴェンは問い詰めた。

　ジェコブの祖父は利用されただけ、テログループの構成員ではない。

　こんな詰つめの甘あまい老人が、いままで自分の正体を隠かくしきれたとは思えない。

　おそらく、この老人の心中を知り、オーガンベルツに長く住み、怪しまれず、相手に付け入りやすい職業の者――本当の「工作員」がいるはずだ。







第四章　「バケモノ」







　一時間ほど前――スヴェンを捜すために店を飛び出したルートは、ミリィの家である教会に怒ど鳴なり込んだのではないかと考え、教会に向かうことにした。

　スヴェンは怒ると我を失うところがある、マレーネを困らせているかもしれない。

　教会で大暴れしている彼かの女じよをイメージしてしまい、顔が青くなる。

　急いでトラックに乗り込み、エンジンのキーを回したのだが、ブルルルッという手ごたえのない音がするだけで、エンジンはかからない。

　しまいにはプスンという音を最後に、うんともすんとも言わなくなった。

　肝かん心じんなときにこれだ！　と悪態をつきたくなる。

　仕方なくトラックを降おりて走り出した。

　車で十分程てい度どの荒あれ道、歩きなら三十分くらいはかかる。

　ルートは、今は使われていない裏道を走った。明かりのない真っ暗な道だったが、軍にいたころの夜間行軍に比べれば散歩のようなものだ。

　と、その途と中ちゆうで足を止めた。

　理由はない。いや、ある。

　まるで後うしろ髪がみを引っ張られるような感覚が走った。

　怯おびえと恐怖と敵意が混ざった、何者かが警けい戒かいしている気配を感知したのだ。

　兵士だった時に鍛きたえた感覚が、二年のブランクを経へてなお、ルートにそれを教えた。

　しゃがみこみ、呼吸すら止めるように気配を遮しや断だんし、同時に感覚を拡大させる。

　いる！　何人かの、武器を持った男……数は、三……五人はいる。

　ほとんど位置を変えてはいないが、落ち着かないそぶりで体を動かしている。

（見張りか……？　なにを見張っているんだ？）

　彼らの配置から、その中心、対象とするものを考察した。

　頭の中に浮かんだ付近一帯の地図、そこにあるのはマレーネの教会くらいだ。

（なぜ、教会を取り囲んでいる？）

　男達の動きは、「荒あら事ごとに慣れてはいるがシロウト」――要は、武装したチンピラ程度。

　正規の軍隊の訓練は受けていない者達の動きだ。

　盗とう賊ぞく？　いや、それはないだろう。そういった連中は狡こう猾かつだ。下調べくらいするだろうし、すればあそこになにもないことくらいわかる。

　だが、胸むな騒さわぎがした。ルートは知っている、この予知能力めいた、先の空気を読む感覚があったからこそ、自分は生き延びてきたのだ。

　音を立てず、茂しげみを揺ゆらさず、空気さえ動かさないように慎しん重ちように、それでいて俊しゆん敏びんに駆かけ、教会にたどり着いた。

　周辺には誰だれもいなかったが、それでも警戒し、月が雲に隠れた瞬間をねらって窓に飛びつき、一いつ瞬しゆんで内部に潜せん入にゆうした。

「………………」

　いつも来ていた見知った礼拝堂。明かりが灯ともっていないというだけで、なにもおかしなところはない。

　ガタがきて、住人のマレーネたちでさえギシギシと音を立ててしまう床ゆかを、猫ねこのように無音に、伝うように歩む。

「……紅茶？」

　礼拝堂の長いすの一つに、淹いれてだいぶ経たったであろう冷めた飲みかけの紅茶のカップがあった。

　誰か客でも来たのだろうかと、カップを手に取ろうとして、うっかり指を滑すべらせてしまう。既すんでの所で逆の手で受け止めたが、中の紅茶を床にぶちまけてしまい、茶色い水たまりを作ってしまった。

　とりあえず争あらそった形けい跡せきなどはない。まずはマレーネを捜し、あの男たちのことを知らせたほうがいいのだろうか。そのまえに、勝手に潜入したことと、床にそそうしたことを謝罪しなければならない。

　その時、再び雲の切れ間から満月になりそこないの月が顔を出し、窓から差し込む光が、礼拝堂を青白く染める。

　まるで深海の底のような錯さつ覚かくを覚えながらも、なにげなくこぼしてしまった紅茶を見る。

「!?」

　こぼれた紅茶が、祭さい壇だんのほうに向かって流れていた。そこまでは不思議なことではない。

　ルートの店のトラックよりはマシという程度に、あちこちガタのきている教会だ、たてつけ自体がゆがんでいてもおかしくない。

　しかし、その先が問題だった。

　祭壇に当たった紅茶が、そこから広がらず、まるで吸い込まれるように消えている。

　そっと、指先を祭壇と床ゆかの間に押おし当あててみると、わずかに隙すき間まがあるのがわかった。

　考えたくなかった。考えるのもいやだった。

　だが、十代の大半を軍人として過ごしてきたルートの思考は、一つの予想を弾はじき出していた。

　祭壇を、肩かたで押すようにして動かす。

　はたして祭壇は動き、その下には棺かん桶おけ一つくらい入りそうな空間が現れた。

　そこには、小しよう銃じゆうが保管されていた。

「これは……ＡＫ21型突とつ撃げき銃じゆう！　なんでこんなものが」

　オーガスト連邦の歩兵の小銃、ただし、一世代前のもの。

　旧式だが、これを使えば人を殺せる。

　なんで、とは口走ったが、答えは一つしかない。

　古来より、教会などの宗教施設は、隠し事ごとや隠し物に適している。

　戦場ではよく見た光景だった。

　この教会は、なんらかの非正規武装組織の拠きよ点てんだったのだ。

「ルートさん？」

　背後からかけられる声、振り返ると、そこにはマレーネが立っていた。

　ルートが軍人をやめてから二年。その間彼はひたすらに過去を封ふうじ、パン屋として生きようとした。しかし、異常事態に際し、彼の肉体に刻まれた習性が、彼を兵士のころに引ひき戻もどしていた。

　だが、彼は肉体の要よう請せいを、願望にも近い思考で押さえつけた。

　チガウ、カノジョハテキジャナイ。

　この状態で、そんなことあるわけないのに。

　ルートは警戒を解いてしまった。それどころか、「こんばんは」とさえ言おうとしてしまった。

　その笑ってしまうほどに無防備な腹に、マレーネは拳けん銃じゆうの弾たまをブチ込む。

　笑ってしまうくらい悲しい、喜劇的な悲劇だった。




　そして、ルートが意識を取とり戻した時には、彼は真っ暗な部屋の中で、椅い子すに座らされていた。

　自分になにがあったのか、よく思い出せない。

　わかるのは自分が明かりもない真っ暗な部屋で、ささくれだったボロ椅子に縛しばり付つけられているということ、そして、横っ腹に銃じゆう弾だんを喰くらったということだけだった。

「ぐっ……つ、ううう……」

　じくじくと、血が流れている。出血は激しくないが、気づかないフリをしてやれるほどでもない。

　ガチャリと、施せ錠じようされた扉とびらが開いた。

　明かりが一瞬入り、再び扉は閉められ、暗くら闇やみに戻る。

　誰かが、自分の横を通った。そして、後ろにあったランプに火を点ける。

　背中越ごしだが、部屋の中に小さな明かりが生まれたことを知る。

「うふふふ、哀れなものね、『白銀の狼おおかみ』さん？」

　いつもと変わらない笑い声だった。

　だからこそ、違い和わ感かんというより、異形のモノを感じる。

　微笑ほほえみ立っていたのは、町外れの小さな教会を支える修道女シスター、マレーネだった。

「あんがい驚おどろかないのね？」

　拘こう束そくされているルートの背後で、マレーネは意外そうな顔をしている。

　普ふ通つうの人間ならば、「裏切ったな」だとか「騙したのか」だとか、相手に食くって掛かかるか、さもなくば「信じていたのに」と情に訴うつたえるなりするのだろうが、いかんせん戦場育ちのルートは、現実味がないほど「いつもどおり」の表情になっていた。

「顔に出ないだけだよ」

　兵士の思考はつねに最悪を頭に置く、「そういうことも起こりうる」というふうに考える。

　悲観主義４に、現実主義６といった配分だ。楽観主義は隠し味あじ程てい度どでいい。

「君はペルフェ人武装グループの一員だったわけか？」

　失望だとか、落らく胆たんだとか、そんな感情はあらわさず、学生のころにフットボールをたしなんでいたことを指し摘てきするような口調で尋ねる。

「ペルフェ解放同盟、よ？」

　マレーネの声が一段重く、冷たくなり、首筋に硬かたいものが押し付けられた。

　銃じゆう口こうなのは間ま違ちがいない。

「……いつからなんだ？」

「最初から。かわいそうな子供たちとともにけなげに生きる可か憐れんなシスター……わかりやすいガジェットだけど、効果はあるでしょ？」

「子供らは……隠れ蓑みの……いや、小道具か？」

「あたりまえじゃない。そうでなきゃ、なんであたしがワイルティアもどきの裏切り者のガキのめんどう見なきゃいけないのよ」

　裏切り者のガキ、ワイルティアに与くみした民兵の娘むすめ、ミリィのことだろう。

「そうか」

　その声に感情はとくに込めてはいない。

　演技ではなく、淡々としたもの。純じゆん粋すいに、ただ事実を確かく認にんする口調だった。

「あんたらワイルティアの植民地化政策が、あたしたちになにをもたらしたかわかる!?」

　てっきり自分を外げ道どうと責め立てるかと思っていたのだろうマレーネは、期待していた反応が返ってこないことに苛いら立だち、聞かれてもいないのに喋しやべり出した。

「植民地化じゃなくて、併合のはずだ」

　誤った認にん識しきを訂てい正せいするように、ルートは言った。

　二種の言葉は意味が異なる、国際法上でも別物なのだ。

「はっ！　寛かん容ような支配者様気取りってわけ？」

　だが、それは彼女の「お気きに召めす」返答だったらしい。

　無知なる物に高説を垂れる、聖職者と革命家は双ふた子ごのようなものだ。

　自分の罪に気づかない「傲ごう慢まんで愚おろかなワイルティア人」に、マレーネはその罪を自覚させるように語りだす。

「あたしたちは、誇りを失ったのよ……」

　ワイルティアはペルフェ統治府の上層部にも多くのペルフェ人を採用した、自分たちで統治させることが、被ひ支し配はい者しやとしての反はん抗こうを生ませないなによりの方法だと考えたからだ。

　民衆のゲリラ化を恐おそれての措そ置ちだったが、それが裏目に出た。

　ペルフェ人は「ワイルティアに尻尾しつぽを振ふれば、甘い汁しるを吸える」と思ってしまった。

　あからさまな賄わい賂ろが横行し、自分の妻や娘を差し出す者も現れた。

　ワイルティアはそれを厳しく禁じ、再三に亘わたり布告を出した。受け取った者も厳げん罰ばつに処したが、見えないところに隠れただけだった。

　むろん、全すべてのペルフェ人がそんなわけではない。しかし、千人に一人でも、三百万人のペルフェ人人口で考えれば、「プライドのない犬民族」というイメージになるには十分な数だった。

　結果として、ペルフェ人に対して差別思想を抱だくワイルティア人と、それを知り、「結局はただの征せい服ふく者しやだ」とワイルティア人に反感を持つペルフェ人との対立の構図が出来上がる。

　それこそが、ルートが街の人達に疎うとまれる理由であり、マレーネたちのようなテロリストが生まれた原因でもあった。

「あんたらは、首輪の鎖くさりを長くして、『自由を与あたえた』って言っただけよ！」

　結局、どんなやりかたをしても、一つの民族が真に自由に生きることができるのは、自分の国だけなのかもしれない。

「だからと言って、オーガストに近づくのは危険だと思うぞ？」

「彼らはあたしたちの話を聞いてくれたわ」

　マレーネは回りこむと、先ほどまでルートに突つきつけていた銃じゆうを見せる。

「……これ、なにかわかる？　リベレーターっていうの。笑っちゃうでしょ、これでも銃のつもりなの」

　鉄パイプと鉄板とワイヤーで作ったような、銃というにはあまりにもおそまつなシロモノ。ちょっと頭のいい、手先の器用な子供なら作れるのではないかと思えてしまう。

　銃というよりも、弾丸着火装置といったほうが近いかもしれない。

「あたしたちはワイルティアに敵対する連合諸国に接せつ触しよくしたわ。『武器をくれれば、ワイルティア人どもを殺しやるから』ってね？　その返答がこのガラクタ、アンタら大国の人間はいつもそうよ！」

　性能の高い装備は兵士の生存率を上げる。どの国も自国の兵隊が惜おしいから、性能の良い武器は自国の兵士に最優先で配られる。

　対して、ゲリラにくれてやるものなどそれで十分、そう言ったのに等しい。

「たしかにオーガストは話を聞いてくれたかもしれないが、約束を守る国じゃない……」

　あの国のやり方はルートも知っている。

「なにがよ！　たくさん武器をくれた、使い方も教えてくれたわ！」

「……そういう意味じゃないんだがな」

　もし武装蜂ほう起きすれば、それを理由に武力介入の口実にする。万が一にも独立を果たせたとしても、その政権はオーガストの傀かい儡らいだ。

　そして、もしその上で再び独立運動などすれば、容よう赦しやのない粛しゆく清せいが待っているだろう。

　なにせ、「思想統制」の名の下、自国民ですら百万単位で殺した「実績」が、あの国にはある。

　もはやマレーネ達は、自分達がなにをやっているかもわかっていないのだろう。

　いや、わかっている。だが、どうしようもない。

　自分達をとりまくあらゆる不幸や不ふ遇ぐうといったもの、それらを国家という姿の見えない巨大なものに押し付けることで、自己を保つ。

　怪かい物ぶつの視点に立つことで、神の思考を模も倣ほうすることで、実寸の自分から逃れようとしている。

　こうなれば、なにを言っても無む駄だと思った。

　だから、ルートは自分のできることをすることにした。

「なぁ、昔語りでもしていいか？」

「はぁ？　懺ざん悔げのつもり？　あたしはホンモノのシスターじゃないのよ？　仲ちゆう介かい頼たのまれたって神様に伝えることなんかできないわ」
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「わかってる」

　元から、ルートには許されるつもりなどはない。

　マレーネは銃を構えたままだが、「勝手に話せ」とばかりにあごをふった。

「俺は第三種兵士ってヤツなんだ」

「第三……？　なにそれ？」

　第一種は志願兵、第二種は徴ちよう兵へいのことを指す。

「戦災孤こ児じやらなにやら、とにかく身寄りのない子供を引き取って、仕立て上げた兵隊さ」

　ルートの家はそれなりの資産家だった。しかし、不ふ渡わたりを出し破産。父は死を選び、母もそれを追った。残ったのは自分だけだった。

「あ……あ、そう、珍めずらしい話じゃないじゃない……あたしだって親はいないわ。そんなの――――」

「ああ、あの時代じゃどこでもあたりまえにあった話だ」

　ルートは淡々と話す。ただ、いつもよりも少し無表情だった。

「だがまぁ、食ったメシの分、使ったベッド、体を覆おおったシーツ、雨をしのぐ屋根や風を防ぐ壁かべ。とにかく元を取らせなきゃいけないみたいで、いろいろやらされたよ」

　子供のころから徹てつ底てい的てきな訓練を施ほどこされた。

　百人中一人しか残らないくらい過か酷こくなものもあった。

　十三になるころには、大人数人を素す手でで殺せるくらいになっていた。

　そして、汚よごれ仕事や、成功しないのがあたりまえのような任務にまわされた。

「あれは……もう、六年前になる。ラプチュリカって町を知っているか？」

　地図にない町。いや、ワイルティアが、ルートを使ってこの世から消した町。




　――それは、まだルートが猟りよう兵機乗りになる前の話。

　ワイルティアと国境を接するハウゲン王国の一都市ラプチュリカ。

　そこには、反ワイルティアのレジスタンス組織が存在した。

　市民も、ハウゲン政府も、彼らを救国の闘とう士しと思っていたため、町レベルで庇ひ護ご・協力をし、ワイルティアの軍事活動に支障をきたすほどの存在だった。

　それを打開するため、西部方面司令部ゲーニッツ中ちゆう将じようは、友軍からも嫌けん悪おされる作戦を取る。

　大型列車砲ほう、ならびに、新開発の大型焼しよう夷い砲ほう弾だん、さらに生物兵器を導入しての徹底的な鏖おう殺さつ作戦。

　つまりは、都市一つをまるごと破壊し、そこに住む民間人もろともレジスタンスたちを根絶しようとしたのだ。

　何百何千何万もの人々が殺された。

　男が、女が、子供が、老人が、病人が、神父が、妊にん婦ぷが、母親が、教師が、本屋が、果物売りが、魚屋が、雑貨屋が、そしてパン屋が――

　ルートは特務兵としてレジスタンスの捜そう査さをするために、ラプチュリカに潜入していた。

　中身は兵士でも外見は少年だったルートは、身元をいつわり、勤勉な少年を演じ、パン屋の下働きとして街に入り込む。

　そこは年老いた店主と、その孫まご娘むすめの経営する小さなパン屋だった。

　ルートはそこで、パン焼きの基き礎そを教わる。

「ルートは飲み込みがいいわね、才能があるわ。とくにこのライ麦パン、とってもおいしいわよ、おじいちゃんより上う手まいかも」

「ウチの名物をおれより上手く作られちゃあどうしようもないな、どうだルート？　ひとつコイツを嫁よめにして、この店継つぐか」

　潜入工作は完かん璧ぺきで、彼らはルートがスパイなどと疑いもせず、のんきな言葉をかけ、ルートは作り物の笑顔でそれに答えていた。

　罪悪感はなかった。

「バカなヤツらだ、俺の正体も知らずに」そう思っていた。

　そして作戦の日、ルートは気がついたら、作戦行動エリアの端はしにあったパン屋に走っていた。

　そこにはもうなにもなかった。

　最初の列車砲の着ちやく弾だんで、一区画まるごと木こつ端ぱ微み塵じんに消え去っていた。

「あ……ああ、ああああああっ！」

　叫さけんでいた。泣なき叫んでいた。胃の中のものを吐はき出し、体をかきむしった。

　頭ではわかっていた。これはいつわりだ、ニセモノだと。

　だが心では、彼らを家族だと思っていた。

　騙だましていたつもりが、彼らに対して親愛の感情を芽生えさせていた。

　自分がなくした、しかし再び手にできた温かな居場所、それを自分で壊した。

　そこにはもうなにもなかった。

　小さくて、大だい繁はん盛じようとは言いがたかったが、実直で、素そ朴ぼくで、一いつ生しよう懸けん命めいだった温かな小さなパン屋、「トッカーブロート」は、もうなくなっていた。




「そんなこと話して、あたしに、どうしろっていうのよ……」

　ルートの昔語りを聞き、マレーネは絶句しそうになる。小さな憎にくまれ口ぐちをたたくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「別に、ただ……」

　いまのオーガンベルツがその二にの舞まいになるかもしれない、それを分かって欲ほしかった。

　国家という巨大な獣けものは、その気になればひとつの町を消し去るのも「しょうがない」と割り切ることができる。

　もしオーガンベルツが新たな戦争の火種となれば、ワイルティアかオーガストは、容赦なくこの街を、そこに住む人々もろとも地図から消し去るだろう。

　だが、ルートがマレーネに言いたかったことは、それだけではない。

「ただ、俺はそんなことをしてきたバケモノだってことさ。だから……俺を殺せ」

　罪人どころの話ではない。そんな人間みたいな存在ではない。

　自分は悪いバケモノだから、人間に「退治」されるべきなのだ。

　許されるとも思っていない。赦ゆるされたいと思ってもいけない。

「俺は話したとおり、人の皮を被かぶったバケモノだ。殺しても神様はカウントに入れやしない……だから、それで終わりにしろ」

「なによ……自分が犠ぎ牲せいになるから、ほかのワイルティア人には手を出すなってワケ？　はっ！　たいした愛国心ね！」

「俺は君ほど愛国者じゃないよ……嫌きらっているわけじゃないが」

　別に嫌いや味みのつもりで言ってはいない。生きるためには祖国の力が必要で、だから体と命を捧ささげて、代だい償しように糧かてを得た、それだけの関係だ。

　自ら命を捧げたいと思うほどではないし、捧げるのならば、もっと自分の納なつ得とくする形で使いたい。

「だから、まぁ、あれだ……それが終わったら、元のシスターに戻れ。子供らのために」

　その言葉は、マレーネの心の一番敏びん感かんなところに触ふれた。

「ワイルティア人のクセに、人間みたいなクチ叩たたくな！」

　銃のグリップでルートの顔面を殴なぐるが、ルートは顔を動かすことなくそれを受けた。

「そんな言い方をすれば……あたしが殺さないとでも思っているのか!?」

「その銃、弾丸は何発ある？　まず両足に撃ちこめ、太ももがいい、筋肉に絡からんで痛みが倍増だ。あと体の末まつ端たんを削けずるように撃て、人間の体は、端の方ほど痛みが鋭するどい」

　マレーネをじっと見つめながら、ルートはあくまで淡々と話す。

「心臓とは逆側の、肺の下あたりもいい。肺に血がたまり、呼吸が苦しくなり、なかなか見苦しくなる。あと、性器を潰つぶすのも悪くない」

　ルートは口が上手いほうではない。だが、なぜか淀よどみなくしゃべることができた。

　どこかで、予見していたのかもしれない。

　自分は、ロクな死に方をしないと、泥どろまみれで、側そつ溝こうに捨てられるような死に方がお似合いだということを。

　だから、自分にお似合いの死に様が、次々と口から出てきた。

「言われなくったって、やってやる……やってやるわよ……」

　震えるマレーネの手を見て、ルートは確信する。

　彼女は人を殺したことがない。

　なにが、どこでと理り屈くつをこねることはできなかったが、あえて言うなら、自分のような「濁業の臭におい」とでも言うべきものがなかった。

　だから、これでちょうどいいと、ルートは思った。

　自分というバケモノを殺して、復ふく讐しゆう心しんを果たせばいい。そしてもとの世界に戻ればいい。

　彼女にはまだあるのだから。そのための代償がルート・ランガートという男の命なら、それは安い、タダ同然の買い物だ。

　マレーネは銃を構えたまま、悔くやしそうに震えている。

　指先だけが引き金にかかったまま、化け蛇へびに見つめられた子こ鼠ねずみのように固まっていた。

　荒あらい呼吸の音が聞こえてくる。

「今さら……無理よ……戻れない……私はテロリストなのよ？　もう、まともな世界では生きられない………」

「大だい丈じよう夫ぶさ」

　ルートは優やさしく、励はげますような声で促うながす。

「人殺しが……どうやってあの子達に会うのよ……私は、あの子達を騙していたのよ？」

　ルートは知っている。

　マレーネが、隠れ蓑だと、小道具だといった孤こ児じ院いんの子供達。

　彼女が彼らをどれだけ大切にしていたか。

　ミリィが自分に憎まれ口を叩く度に、ペコペコと頭を下げ、それでも「あの子は悪い子じゃないんです」と語る彼女の顔が偽いつわりだとはどうしても思えなかった。

「騙していたのよ……私は」

　ルートにはマレーネが自分と同じなのだと思った。

　自覚していないだけ、全てを失った時、初めて気づく。

　冷れい酷こくで残ざん忍にんな自分が、本ほん性しようを隠すために入り込んだと思った場所が、何より自分が欲ほつしていたものだと。

「大丈夫さ、子供っていうのは鋭いんだ。俺がどんなに擦すり寄よったって、ミリィは俺がバケモノだって気づいただろ？　でも君は気づかれなかった。なら大丈夫さ。子供をダマすなんて、神様をあざむくより難しいんだ」

　高いところから見下ろしているせいか、足元がおろそかになっているのか、もう見ていさえしていないのか、ともかく自分にいつまでも裁きの雷かみなりを落とさないくらいだ。

「一度騙だましたのなら、最後まで、あの子らが死ぬまで騙しとおせばいい。あの子らが、マレーネっていう、優しくて美人だけど、紅茶の淹れ方かたが壊かい滅めつ的てきに下手くそなシスターと過ごしたってさ？」

「下手？　え、うそ……」

「ホントさ、紅茶を入れるときはグラグラ沸わき立たつくらいの熱湯で、茶葉が開くまで蒸すものだ。君は実はせっかちなんだな。紅茶好きのグレーテン人が飲んだら宣戦布告と思われるぞ」

　いい機会だし、最後に言っておこうと思った。

　マレーネの顔が赤くなる。自覚していなかったらしい。

「……でも、そんなこと。アレクが許さない……」

　アレク、男の名前。彼女にとってどんな人間だったのかはルートにはわからない。

　恋こい人びとだったか、家族だったのか、おそらくはあの時代に「よくあった」悲劇の人物の一人なのだろう。そして、彼女にワイルティアへの復ふく讐しゆうを決意させた存在。

「同じところには行けないが、死神に伝言を頼たのんでおくよ。『怒おこらないでやれ』ってさ」

　へたくそなジョークだと、自分で言って情けなくなったが、センスの問題だ、しょうがない。

　マレーネが銃を構えた。ルートの眉み間けんを狙ねらっている。

　はずさない距きよ離り、殺せる位置。

　そして、彼女は引き金を引いた。

　部屋に、銃じゆう声せいが響ひびく。

「うわあああああっ！」

　マレーネは銃を取り落とし、子どものように泣きじゃくる。

　悔しさか、怒いかりか、悲しみか、様々な感情が入り混じった泣き声だった。

　弾丸は当たらず、背後の壁に穴を開けていた。

「マレーネ、やはり君は『人間』だよ」

　静かに、ルートは言う。

　それは嫌味ではなかった。

　彼女は自分の意志で、人殺しに――バケモノになるのを拒きよ絶ぜつした。

　大義名分に振り回まわされることなく、一線を越えることを己の意志で拒こばんだのだ。

　自分などよりも、なんと強いのだろう。心からそう思った。

「うるさいっ！　うるさいバカやろう！　しょっちゅうムスッとした顔しやがって！　いつもお茶に誘さそっても断ったの不味まずかったからなんだな！　言えよ、バカやろう！　アンタなんか……アンタなんか、ワイルティア人じゃなくても大だい嫌きらいだ！」

　言ってることまで子供みたいになっている。

　でも、ルートはどこか微笑ましそうな顔をしていた。

　大嫌いと言われたのに、なぜかうれしかった。

　なにか、声をかけようと思ったが、その前に扉が開き、現れた人物がそれをさえぎる。

「なにをしている、マレーネ？」

　男が三人、後ろの二人は礼拝堂に隠されていたものと同じ突撃銃を構えている。

　おそらくマレーネの仲間、「ペルフェ解放同盟」のメンバーなのだろう。

　だが、一歩前にいる男、この男の雰ふん囲い気きだけ違ちがった。

　かつてのルートと同じ、人を殺すことで糧を得る者の臭いがした。

「ど、ドルチェフさん……」

　マレーネが震ふるえる声で、男の名を呼んだ。

「はじめまして『白銀の狼』、我わが国くにでも君の名は有名だよ。ワイルティアでも十指にはいる猟兵機使いにお会いできて光栄だ」

　言葉とは裏腹に、顔面の皮ひ膚ふをはがせば鉄板が出てくるのではないかと思うほど、ドルチェフと呼ばれた男は無愛想にして無感情な顔だった。

「アンタが、シロウトたちにやんちゃを教えた張本人か？」

「私は抑よく圧あつされた人々に自由を得るための手段を教えただけだ」

「よく言う……」

　おそらく、この男はオーガストの潜入工作員、そして、「ペルフェ解放同盟」に武器を流し、戦い方を教えた男。草食動物に、無理やり牙きばを植えつけた張本人。

「マレーネ、君が自分の手でなぶり殺しにしたいというから任せたが……しょせんは武器の管理人程度ではこのザマか」

　落胆しているつもりなのか、肩をすくめるようなそぶりを見せる。

　出立ての大道芸人が操あやつるマリオネットでも、もう少しマシな動きをするだろう。

　この男は最初から期待などしていない。正しくは、マレーネ達たち「ペルフェ解放同盟」を信用などしていない。

「違うんです、ドルチェフさん！　このまま生かして利用したほうが……」

　マレーネが申し開きをしようとするが、言い終わる前に繰くり出だされたドルチェフの平手打ちが、彼女を弾いた。

「私はＴ―３Ⅱの最終調整にかかる、オマエらはこの狼を『駆く除じよ』しておけ」

　背後の男たちに命ずると、ドルチェフはそのまま部屋を出て行った。

　床に倒たおれたマレーネは、ほほを腫はらし、口を切ったのか、血を垂らしている。

「おい、俺おれに殺やらせてくれよ！　この後の景気付けさせてくれ！」

「バカ、おまえ前殺らせてやったろ。俺の愛銃が火を噴ふきたがっているんだよ！」

　さっきまでドルチェフがいたからおとなしくしていたのだろうが、男たちはまるで玉遊びの順番を争う子供のように、どちらがルートを殺すかで言い争いを始める。

「おい、狼おおかみ野や郎ろう！　逃にげたくても逃げられないだろ？　丸太や藁わらを結ぶようにしっかり縛っておいたからな、ホレ、キャンキャン鳴けよ？　もしかして苦しめずに殺してやるかも知れないぜ」

　人間は死を恐れるものだ。だからこそ、死を、生をコントロールすることを求める。

　たとえ他人の命でも、それを自由にできるのは、神様になれたかのような愉ゆ悦えつを覚える。

　汚きたない真実だが、人間は、自分にやられて嫌いやなことを他人にすると、とても楽しくなれる動物なのだ。

　だが、ルートは彼かれらの期待に応こたえなかった。

　ただジッと黙だまって、何も答えずに、その時を待った。

「おい、なんとか言えや、コラッ！」

　片方の男が、銃じゆう座ざでルートの顔を殴る。

「……おまえが、俺を椅子にしばりつけたのか？」

「ああ、そうさ？　手が痛かったか？　ごめんよ〜？」

　言って仲間と顔をあわせて笑い出す。

「一つ忠告だ、相手を拘束するときは、手首ではなく親指をからめるように縛ることだ」

　ルートが、縛られていたはずの両手を挙げる。手にはほどけた縄なわが垂れていた。

「「えっ!?」」

　声を揃そろえて二人の男は驚く。

　たしかに、彼らは血の巡めぐりが悪くなるほどルートをキツく縛り上あげた。

　これなら、丸太や藁の束が崩くずれることはあるまい。

　だが、そんな縛り方では人間は拘束しきれない。木や藁とは違い、人間は「縄がほどける」ことを知っているのだ。

　一人があわてて銃口を向けようとしたが、ルートはその前に引き金を持つ腕うでの内側、骨の間に指を突き刺さした。

　本人の意志に関係なく、生物的な機構により、手のひらが開く。

　取り落とした銃をすばやく奪うばい、さっきのおかえしというわけではないが、銃座で横よこっ面つらを殴って昏こん倒とうさせる。

　次に銃を持ち直し、もう一人に肉にく薄はく、太ももに銃口を押し当て、引き金を引いた。

　人体サイレンサーという俗ぞく語ごがある。

　体に銃口を押し当てた状態で発はつ砲ぽうすると、肉が防ぼう音おん壁へき代わりになり、銃声を塞ふさいでくれる。室外に音が漏もらすことなく、男の戦せん闘とう力りよくを奪う。

「―――――が」

　叫び声ごえをあげそうになる寸前で、男の胸むな倉ぐらに肘ひじを打ち込み、そのまま失神させる。

「ええ……!?」

　一部始終を見ていたマレーネがようやく声を上げた時には、全てが終わっていた。まるで、風のように鮮あざやかな手並みだった。

　猟兵機乗りとして「白銀の狼」などという大おお仰ぎような二つ名を付けられる以前に、この手の戦い方を散々仕込まれている。
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　テロリストだのゲリラだの言っても、所しよ詮せんは素人しろうとに毛の生えたような者達。

　ルートが動かなかったのは、プロであるドルチェフが、室内の音に気づかない距離まで去るのを待っていたからだ。

「ルート……あなた、最初から抜ぬけ出せていたの!?」

「いや……君があの男……ドルチェフか？　ヤツの気を引いてくれたおかげで間に合った」

　ほんの数秒の暇いとまだったが、テロリストもどきの素人ならともかく、プロの兵士を欺あざむくのは難しい。

「それって……あの……あなた、本気だったの……その……『殺せ』って言ったの？」

「本気だよ……お芝しば居いできるほど、器用じゃない」

　昔、潜せん入にゆう工作など行っていた頃ころは、人を欺く術も身につけていたのだが、ラプチュリカの一件以降できなくなった。

　特務部隊を追い出され、正規軍の猟兵機乗りとなったのも、当時の上官の引きもあったが、そちらの任務ができなくなった〝役立たず〟と認識されたからという理由も大きい。

「そんなことができたなら、営業スマイルの一つも身につけることができたんだけどね」

　口端をわずかに歪ゆがめ、自じ嘲ちようの笑えみ――らしきものを作る。

「バカじゃない……アンタ……死んだら、パン屋できなくなっちゃうのよ？」

「そうだな……だけど、もしキミを力ずくで組くみ伏ふせて、悪者にして、それで勝かち誇ほこって……そんなことをしたら、俺はもう二度とパン屋でいられないような気がしたんだ」

　ルートにはやりたいことがあった。生きたい理由があった。

　だが、彼かの女じよが自分と同じ世界に堕おちてもがき苦しむくらいなら、死んでも別にかまわないと思ってしまった。

「少なくとも、ミリィが俺のパンを食べたいなんて、絶対思ってくれなくなる。それは……かなり困るんだよ」

　自分の命を軽く見ているのではない。あの苦しみを一度でも味わえば、たとえ他の人間であろうが、同じ目に遭わせたくないと、ルートは思ってしまったのだ。

「アンタは………」

　自分の命すら、そんな理由で投げ出そうとした男を前にしたマレーネは、どう言えばいいのかわからない、泣き出しそうな顔をしている。

「………りんごのパンって、わかる？」

　そんな彼女が、ようやく言葉を見つけたように、一言そう言った。

「りんごのパン？」

　ルートは不思議がりながらも、まじめに考える。

「りんごのデニッシュのことかな……薄うすく伸のばしたパン生き地じの間にバターを練り込んでね、重ねあわせて作るパンなんだけど……」

「多分、それだと思う……あの子、ミリィはそれが大好きなんだって。いつだったか忘れたけど、一回だけ聞いたわ」

「それ、ホントかい!?」

　ルートは思わず喜びの声を上げた。

　いつも険しい顔で自分を見るミリィだけど、好物のパンなら、主義を忘れて食べてくれるかもしれない。

「りんごってことは……アップルパイに使うやつみたいに、甘あまく煮にたものなんだろうな……出来上がりを考こう慮りよして、甘みの強いものより、酸すっぱいくらいので作ったほうが美味おいしいんだ……早さつ速そく農家をあたって……！」

　興奮した面おも持もちで、りんごのデニッシュの構想を練りだす。

　その横顔は、元猟兵機のパイロットでも、汚れ仕事専門の特務兵のものでもなく、それこそ、ただの田舎いなかのパン屋のものだった。

「さっそく試ためしてみよう……香かおりをつけるとより食欲をそそるんだよ。リキュール酒を少し使ってみるのも……うん」

　ある程てい度ど考えがまとまったのか、ルートは頷うなずくと、マレーネを見る。

「なぁマレーネ……ペルフェ解放同盟は、あのドルチェフってやつは、何を企たくらんでいるんだ？」

「ベルン鉱山の襲しゆう撃げき、らしいわ。ただし、現在採さい掘くつ中の第一鉱山じゃなくて、試験採掘中の第二鉱山……まだ現場レベルでは知らされてないんだけど、そこにレザン石の鉱脈が見つかったんだって」

　レザン石、血の色にも似た輝かがやきを放つ、あらゆるものに犯おかされず、侵しん食しよくされない不ふ滅めつの金属。一説では古代に存在した竜りゆう族の心臓が鉱物化したものではないか、ともいわれている。

「なるほどな、たしかにそこを破壊されればワイルティアには痛手だろう……」

　古くは装そう飾しよく品ひんに使われる程度しか用よう途とはなかったが、近年になって〝魔導師〟とあだ名される科学者により、予想だにしなかった利用法が発見された。それが、猟兵機の心臓部――レザニウムリアクターの主材料だ。

　戦争は終わった。しかし、次の戦争、次の次の戦争に備えて、新しい兵器の開発・新戦術の構想は練られている。猟兵機は新兵器、まだ多くの開発・進化の余地が残っている。その核かくであるレザン石はいくらあっても足りないだろう。

「もし彼らの計画が実行されれば、ヘタすれば鉱山は壊かい滅めつ、か……」

　オーガンベルツは鉱山の街。

　主要産業である鉱山がなくなれば、人の往来も物資の流通も滞とどこおり、街としての機能は減退するだろう。街の消しよう滅めつも考えられる。

「そうなったら困るな……店が潰れちまう……」

　教会の子供らも、テロリストの共犯にされることはないだろうが、それでも、よくてバラバラに施し設せつに引き取られるか、悪ければ浮ふ浪ろう児じとなって路ろ傍ぼうをさまようハメになる。

　せっかくミリィに自分の作ったパンを食べてもらえるかもしれない可能性が出たというのに、全てがおじゃんになってしまう。

「マレーネ……悪いけど、俺は彼らの計画を阻そ止しする」

「それは……やっぱり軍人として？　国家の危機を救うため……？」

　ルートの言葉に、マレーネは目を逸そらしながら問い質ただす。

「いや……俺はもう軍人じゃないよ。ただのパン屋だ。ただのパン屋としてこのタチの悪い営業妨ぼう害がいを食い止めなきゃいけない」

　正義のためだなんて、ほざく気は毛頭ない。

「そう………そっか……」

　その答えは、彼女の〝お気に召す〟答えだったらしい。

　マレーネは嬉うれしそうに微笑ほほえむと、ルートの手を握にぎる。

「なら……私も、シスターとしてこの街を、この教会の子供たちを守りたい……！」

　腫らした頬ほおに泣きはらした目で、マレーネは笑う

　今まで見せたことのない、そして今までで一番魅み力りよく的てきな笑え顔がおだった。







第五章　「ベルン鉱山攻こう防ぼう戦せん」







　監かん禁きんされていた部屋を出たルートとマレーネ。

　すでにドルチェフらは鉱山へ向けて動き出したあとらしく、残っていたのは待機組の兵士二、三人。ただでさえ練度が低い上に、まさかルートが逃げ出したなどと気づいてもいなかったため、全員を戦せん闘とう不能にするのに十分もかからなかった。

「これでよし……っと」

　集めた兵士たちを縄で縛しばり、動けなくする。

　彼らが自分にやったような半はん端ぱな縛り方ではない。

　少なくとも、銃の一発も放つことなく倒される程度の素人では、夜明けまであがいても抜け出すことは叶かなわないだろう。

「ルート！」

　そこに、マレーネが血相を変えて現れる。

「どうしたんだ!?　もしかして、子供たちが………」

　拘こう束そくを脱だつした後、ルートが一番に気にかけていたのは、教会の子供たちだった。

　彼らは一箇か所しよに集められて、薬をかがされ眠ねむらされていたはずだ。

「それが、みんな無事だったんだけど……ミリィが、あの子だけがいないの……」

「―……！」

　ミリィも他の子供らと同様、裏の納な屋やに押おし込められていたはずだったのだが、あらためてマレーネが確かく認にんに向かった所、彼女の姿だけがなかった。

「連れ去られた……？　人ひと質じちにされたってことか……？」

　鉱山襲撃の際の肉の壁――最悪の推測が、ルートの脳のう裏りに浮うかぶ。

　訓練された兵士でも、子供を盾たてにされて躊ちゆう躇ちよなく撃うてる者は少ない。

（だが、妙みようだな……なぜ一人だけなんだ？）

　そもそも、鉱山にいるのは警備員くらいで、本格的な警備舞ぶ台たいは駐ちゆう留りゆうしていない。

　人質など取らずとも、相応の装備と人数があれば、落とすのはたやすいはずだ。

「ともかく、早く助けに行こう！　嫌な予感がする……」

　自分の想像の及およばぬどす黒い何かを感じ、ルートはマレーネに言った。

　少しでも早く鉱山に向かいドルチェフらに追いつきたかったが、鉱山に向かうまでの足がない。

　マレーネの話では、彼らは歩兵移動用にトレーラーを用意していたらしい。

　徒歩で追いつくのは絶望的だ。

「あ～る～じ～さ～ま～………」

　そこに、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　声のする方に振ふり返かえると、荒あれ道を乗り越こえて、見知ったオンボロトラックを駆り、スヴェンが近づいてくる。

　ルートの姿を確認した少女は、嬉しそうに手を振っている。

「主さま、ご無事でございましたか！」

　運転席から降おり、安堵の表情で近づく彼女。その口調から、どうやら何らかの方法で、今回の一件を彼女が知ったのがわかった。

「主さま！　そのおケガは!?」

　横っ腹に開いた銃じゆう槍そうを見て、スヴェンが悲鳴のような声を上げる。

「ああ、これは……」

　すでに弾だん丸がんは摘出し、応急処置は施したが、包帯代わりに巻いた布の下からは血が滲にじんでいる。

　口径の小さな銃じゆうだったので大して深くない。わずかに突っ張るが、この程度なら動くのに支障はない。

　現に、教会に残っていた兵士達全員を、銃も使わず戦闘不能にするのに、なんら問題がなかったくらいだ。

　だが、ルートのことを第一に案じるこのウェイトレスにとって、それは重大事だった。

「ああ、お可哀想に……」

　泣きそうな顔で傷を見るスヴェン。その視界に、マレーネの姿が入る。

「キサマか……キサマが、主さまを!!」

「きゃあっ!?」

　烈火のごとく怒りをたぎらせたスヴェンは、マレーネに飛びかかった。

「よくもやってくれたなこの売女ばいたが!!」

　牙をむいた野や獣じゆうのような顔で、手刀を突き刺そうと腕を振り上げる。

「やめるんだ、スヴェン!!」

「主さま！　この女は、主さまを騙していたのです！　それどころか、ジェコブさんのおじいさんまでそそのかした性悪女なのです！」

　昼間ミリィに見せたものよりも遥かに激しい怒りを見せるスヴェン。

　マレーネが恐きよう怖ふに失神しなかったのは奇跡だろう。

「やめるんだスヴェン！　わかってる、全部知っているから!!」

　ルートはスヴェンを止めようと、背中越しに抱きとめた。

「ふぇえええ!?　あ、主しゃま………」

　とたんに地獄の悪魔ですらも震えさせかねない表情だったスヴェンが、顔を真っ赤にして、へなへなと力が抜けた様に崩れ落ちる。

「は、はははは離してくださいまししししぃ〜！」

　それでも、スヴェンは怒りの力で抗おうとするが、マレーネの肩かたにカギ爪のように食い込んだ指も、力なくはがれてしまった。

「知っている。彼女はもう戦う意志はない、もういいんだ」

「でででででですが〜……」

　なおも反論するスヴェンに、ルートは優しく、落ち着かせるように語りかける。

「もう、いいんだ」

　ゆっくり言葉を区切り、ルートは願うように語りかけた。

「わ……わかり……ましたわ………」

　この上なく渋々と、飲み込みづらいものをそれでも無理して飲み下したような声で、スヴェンは答える。

「ふぅ………」

　ホッとしたのか、胸から溢れでた吐息が、スヴェンの耳にかかってしまう。

「ひゃふぁっ!?　あ、あの……あ、主さま……あの……もう、わかりましたので……その………」

「あ、ゴメン……！」

　ポーズとして、まるで背後から優しく抱きしめ、耳元でささやくような形になってしまっていた。とっさのこととはいえ、積極的にも程ほどがある。

「まぁ、その……どうしてもとおっしゃいますのなら、別にわたくしとしてはもう少しこのままでも一向に構いはしないのでございますが……」

「スヴェン？」

　ぶつぶつと小声で、よくわからないことをつぶやいている。

「……って言ってる場合かー、ですわ！」

　我に返ったのか、ようやくスヴェンは立ち上がると、気を引き締しめ直した。

「ともかく！　事情は軍に連絡しておきましたわ。主さまはこれ以上関わり合いになる必要はございません。早く安全なところに逃げましょう」

「いや、そうはいかない……」

　ルートは、事のあらましを伝える。

「ですが、主さまが関わるようなことでも……もう、あなたは……」

　軍人ではない。戦うことが義務ではなく、むしろ戦いの場から逃げることが許される立場の人間だと、スヴェンの表情は語っていた。

「連中はミリィを連れて行った……軍の制圧部隊じゃ、テロリストを排除することはできても、人質の命まではわからない」

「ですが、しかし……」

　スヴェンはエプロンドレスの端を握りしめ、悲しそうな顔でうつむいている。

「わかりました……。でしたら、わたくしもご同行させていただきます！」

「え!?　でも、危ない……」

「わたくしはトッカーブロート店主、ルート・ランガートの従順なる下げ僕ぼくでございますわ！　ならば、主さまの行かれるところならそこが地の果て海の底、空の彼方かなたであろうがつき従うのが務め！　どーしてもダメだとおっしゃいますなら……！」

　赤い目を見開き迫せまるスヴェンは、了承しなければ力ずくででもと言わんがばかりの迫はく力りよくだった。

　鉱山での一件をルートは思い出す。もし彼女が全力を出したのなら、自分でも抗える自信はない。

「わ、わかった……わかったよ！」

　承諾する以外に、ルートに選択肢はなかった。







　鉱山に向かってトラックを走らせる。

　拓ひらかれた正規のルートを通っては間に合わないので、裏道のとんでもない悪路を、オンボロトラックのアクセルを踏み、上に下にと揺ゆられながらとにかく急ぐ。

「あががががががが!?　ちょっ、も、もうちょっとゆっくりできないの!!」

　トラックは二人乗り、運転席にはスヴェン、助手席にはルート。

　荷台に乗せられたマレーネは悲鳴のような声で苦情を上げている。

「お気に召さないのでしたらお降りになられればよろしくて、テロリスト！」

「元よ、元!!」

　まだちょっと、いやかなり根に持っているスヴェンの毒入りな一言に、マレーネが怒ど鳴なり返す。

「別に無理してついてこなくともよろしいですのに」

　マレーネは所詮ただの人間。テロに加担していたとはいえ、武器の管理人では、一いつ般ぱん人じんと変わりない。

　正直スヴェンは彼女を連れて行くことには反対だったが、「自分がやろうとしたことを最後まで見届けたい」との彼女の言い分を、ルートは受け入れてしまった。

（厄介なものばかり背負い込むんですからこの方は！）

「主さま、今からでも後ろのエセシスターは無理矢理にでも置いて行かれることを進言します」

「本人が行きたいって行ってるんだ……大だい丈じよう夫ぶ、彼女は俺が守るから」

（それが問題なんですのよ……）

　スヴェンの最優先事項は、「ルートに毛ほどの傷も許さない」である。

　そのルートが自ら危険な状態に飛び込もうとされてはたまったものではない。

　しかもその理由が自分以外の女性を守るためなのが特に気に食わな――

「だぁーっから！　違いますわ!!」

「うわぁっ!?　どうしたのスヴェン？」

「い、いえ……なんでも………」

　緊きん張ちよう状態になったからなのか、ようやく落ち着いたとはいえ、またしても〝不ふ遜そん〟な考えに頭を傾けてしまったことに、スヴェンは戸と惑まどう。

　二人の戦闘能力は、ルートが元特務の兵ということを考慮しても、圧あつ倒とう的てきにスヴェンが上だ。にもかかわらず、彼女は「自分を一番に守ってほしい」と思ってしまった。

（わたくしはほんとにもう……なにを考えているんだか……）

　思わず自じ己こ嫌けん悪おに陥ってしまう。

「それよりもスヴェン……本当なのか、ヤツらがＴ―３Ⅱまで持ちだしたっていうのは？」

「間ま違ちがいありませんわ。整備したご本人からお聞きいたしましたし」

　ジェコブの祖父が整備を依頼されたＴ―３Ⅱとは、オーガスト連れん邦ぽうが開発した、特殊多目的戦車。現在数少ない、猟りよう兵機に対たい抗こうしうる兵器である。

　だが、スヴェンに言わせれば、それは猟兵機達当人にとって不愉快極きわまりない話だった。

　確かにＴ―３ⅡにもＡＩは搭とう載さいされているが、それは猟兵機に比べれば至極原始的なもので、信頼性・安定性・汎はん用よう性・多様性、どれをとっても圧倒的に猟兵機のほうが上だ。

　そもそも「対抗できる」という評価も、Ｔ―３Ⅱ一両の戦力が歩兵一個中隊――およそ戦車三両分に相当するとされており、そこから、戦車十両に比肩すると言われる猟兵機相手でも三機がかりなら対抗できるという至極原始的な計算からである。

　実際は「他と比べればまだマシ」という話にすぎない。

　しかし、猟兵機と比べれば粗そ末まつな兵器でも、生身の人間には強大すぎる。

「なんで連中はそんなものを……」

　ルートが、口元に指を当てて思案している。

「これが素人の作戦ならわかるが……ドルチェフ……北から送り込まれたプロのやるようなことか？　むしろ、鉱山制圧以外の別の目的がある……？」

「連中の目的など考えても埒らちが明きませんわ。材料が少なすぎます。まず確実なのは、我々は連中の制圧をしなければならないという一点です」

　片手でハンドルを握りながら、スヴェンはもう一方の手で、シートの端はしに置かれた小しよう銃じゆうを指さした。教会で捕とらえた連中が持っていたものだ。

「粗末なシロモノですが、お持ちください。使い方は、御存知ですわよね？」

　マレーネの話によれば、鉱山に向かった兵隊はドルチェフとＴ―３Ⅱ搭とう乗じよう者しやを除いても、歩兵が十人ほどいるらしい。

　教会の時のように隙を突ついてとはいかない。いかなルートといえども、徒と手しゆ空くう拳けんで武装したテロリスト群を倒すのは難しい。

　だが、同じ武装ならば、ルートが遅れを取ることはないだろう。

「スヴェン……悪いけど、これは使いたくない……」

「主さま、なにを呆けたことを!?」

　スヴェンは信じられないものを見るような声で叫さけんだ。

「相手を案じているのですか!?　連中がしようとしていることが分かってらっしゃるのですか!?　そもそも、主さまは殺されかけたのですよ……ならば……」

「それでも、嫌なんだよ……」

　ルートが、己おのれの両手を眺めながら、絞しぼりだすような声で言う。

「さっき、二年ぶりに銃を撃った。殺すつもりはなかったし、死ぬような場所には撃たなかった。実際無力化しただけだしね……だけど、ぞっとするほど、嗅ぎ慣れた臭においが、手に染しみ込んだ気がしたんだ」

「硝煙のことでございますの……？　そんな、たかだか一発程度で明確に感知できるほどの量が染み込むわけは――」

　そこまで言って、スヴェンは口を止める。

　ルートの表情は真しん剣けんだった。

「俺はパン屋なんだ……人の食い物を作るのが俺の仕事なんだ。食うってことはさ、生きるってことだよ。生きるための糧かてを作る者が、誰だれかを殺しちまえば……そいつにはもう、その資格はなくなる」

「主……さま……」

　バカなことを言わないで、とスヴェンは返したかった。

　そんなことを言って、自分が死んだらどうするのだと言いたかった。

　しかし、悲ひ愴そうな顔をする彼の顔を見て、これ以上何も言えなくなってしまう。

「わかりましたわよ……もう！　先程も申し上げましたが、わたくしは主さまの下僕。なれば、主さまの無茶に付き合うのもわたくしの務めですわ！　要は、誰も殺さず、自分も死なず、全すべてを穏便に対処するのがお望みなのですね！」

　自分で言っていて、無茶なことを言っていると、スヴェンは溜息が出そうになる。

「ごめん、スヴェン……」

「かまいませんわ、ご無理を申されるのには慣れましたから」

　謝るルートに、スヴェンは呆あきれた声で返事をする。

「……………!?」

「ど、どうなさいましたの……主さま？」

「いや………」

　驚おどろいた顔で、ルートはスヴェンの顔を見つめていた、それこそ、スヴェンの方が戸惑ってしまうほどの。

「驚いたな。同じことを軍にいた頃の相棒にも言われたよ……」

「相棒………」

「うん、何度も俺の命を助けてくれた。俺を支えてくれたヤツでね……そういえば、キミはなんとなくよく似ているんだ」

　懐かしそうに語るルートに、スヴェンは尋たずねる。

「どんな、方でしたの？　その人は……？」

「え、ああ……いや、詳しく聞かないほうがいいかもしれないよ。あまり、女の子が似てるって言われて愉快な相手じゃないし。でも、いいヤツだったよ。人と話すのは苦手な俺だったけど、アイツのお陰かげで随分人間らしくしてもらったと思う」

　バツが悪そうに頭を掻いている。

「それって……もしかして………」

　スヴェンがわななくような声で訊ねようとしたところで、鉱山の陰に入り口が見えてきた。

「スヴェン！　ヘッドライトを消して！」

　言うと、ルートは小銃を手に取り――ではなく、弾倉を外し、その中の銃じゆう弾だんを抜き取る。

　ライトを消させたのは、鉱山に布陣しているテロリストの見張り達に気づかせないため。

　そして銃弾を抜いたのは――その見張り達を無力化させる武器とするため。

「征いってくる……！」

　トラックが鉱山敷しき地ち内ないに入ると同時に、ルートはドアを蹴破りると、走る車内から飛び出した。

　暗がりから現れた突とつ然ぜんの乱入者に驚くテロリスト達。

　その数人が、音のした方に弾丸を撃ちまくる。

　しかし、暗くら闇やみでやたらめったらに撃ちまくった所で、当たるものではない。

　それどころか、砲ほう火かで自らの位置を教えるようなものだ。

　そして、それを見逃すルートではなかった

　すでに敵兵の居場所は捕捉済み。そこに向かって、銃弾を石つぶてのように投げ放つ。

「ごっ!?」

「ぐはっ！」

「がぁっ!!」

　投げた数だけ、叫びが返ってきた。

　兵士たち三名にしっかり命中したようだ。

　せいぜい肉を打ち腫れさせる程度だが、急所に当たればそれなりのダメージは与あたえられる。これがせめてナイフならば、場所によっては致命となり得たが、それは避けたかった。

「なんだ!?　どこだ、どこにいるんだ!!」

「集まれ！　急げ!!」

　意外なことに、ドルチェフを除く雑魚どもはみな外で待機していたらしい。

　これは好都合だった。

　もし熟練の指揮官がいれば素人兵どもを落ち着かせることも出来たのだろうが、烏う合ごうの衆しゆうでしかない彼らでは、「夜の闇やみの中から音もなく正確に放たれる攻こう撃げき」に対して抗こうしきれるものではない。

　地面を蹴る。飛ぶように、滑るように駆かけ抜け、うろたえる兵士たち数人の腹に手刀を叩たたき込む。

　肋骨の間に差し入れられた手刀は、そのまま肺を強打し、呼吸器をかく乱させる。

　どれだけ肉体を鍛えようとも内臓までは丈夫にできない。耐たえられない痛みは脳内に入る前に神経を遮しや断だんさせ、兵士たちに泡を吹かせ、その場に崩れ落ちる。

（これで……五人……半数は片付けた！　ここまでは計算のうち……！）

　自分の身体能力と、暗闇からの急襲というアドバンテージでなんとか半数を片付けたが、ここで運命は彼らの側に針を動かした。

　それまで雲に隠かくれていた月が現れ、ルートの姿を晒さらす。

「いたぞ!?　あそこだ!!」

　兵士の一人の驚愕の声が聞こえた。

　三人の兵士が銃じゆう口こうを向け、ルートに向かって銃を撃つ。

　その場を飛び退すさりながらも、手の中にあった銃弾を投げ放ち、一人を無力化させる。

　しかし、残りの二人を捕捉するには距きよ離りが空きすぎていた。

（さて、どうするか……！）

　対処が間に合わず、逃にげることしか出来なかった。

　身を隠しながら、ルートは考える。

　少数で奇襲した場合、とにかくわずかでも止まることなく敵を撹乱しなければならない。

　なのに、容易に動きを止め、テロリスト達たちに反撃の猶予を与えてしまった。

（やはり、鈍っているか……）

　二年のブランクが、想像以上に自分の腕を鈍らせたことを痛感させた。

　そこに、激しいエンジン音をふかしながらトラックが現れる。

「主さま！」

　スヴェンが叫びながら、トラックを敵兵達に向かって突とつ撃げきさせる。

　あんなオンボロトラックのフロントガラスでは、紙よりはマシ程度の耐弾性しか期待できないというのに。

　地面にタイヤをこすりつけるようにターンし、トラックは兵士たちの間を駆け抜ける。

　最初は狼ろう狽ばいし、轢ひかれてはたまらないと逃げ惑っていた兵士達だったが、中にいる者が攻撃をしてこない、非武装であることを悟さとったのか、小銃を乱射し始めた。

　タイヤは破裂し、ガラスは砕け、荷台を覆おおっていたボロ布の幌は引ひき裂さかれる。

「キサマらぁ！！！」

　声を上げ、ルートは兵士たちに向かって突撃する。

　そこそこの軍事訓練は施ほどこされたのだろうが、所詮は素人。

　目の前の敵よりも、新たに現れた脅威であるトラックに注意を傾けすぎて、怒いかりの表情で駆けるルートへの警けい戒かいを解いてしまった。

　一人目の顎に肘を叩き込み、脳を揺らして失神させ、二人目が銃を構え直すよりも早く、掌しよう底ていを食らわせ、そのまま地面に叩きこむ。

　三人目――と顔を上げたところで、信じられないものが目に入った。

　残り二人の内片方が、対戦車ロケットランチャーを放ったのだ。

　とっさに横に飛び退り直撃は避けるが、爆風に弾かれる。

　ランチャーの目標は、自分と、トラックの両方。

　ルートを倒すことは敵わなかったが、スクラップ直前だったオンボロトラックに命中し、完全に炎ほのおにまみれる鉄くずと変えた。

「スヴェン！！！」

　叫ぶルートに、兵士の一人が銃を構える。

「このバケモノがぁ!!」

　弾丸が放たれようとする直前、その背後に回り込んだ影かげが、兵士を一いち撃げきで昏こん倒とうさせる。

「な………！」

　最後の一人、ロケットランチャーを放った男も、手に持ったランチャーが使い捨ての単発式だったことを思い出だし、慌あわてて使用済みの発射筒を捨て腰こしの拳けん銃じゆうに手を回そうとするが、その前に影の放った肘ひじ蹴げりで動きを止められる。

「大だい丈じよう夫ぶでございましたか……主さま！」

　影の正体は、ランチャーが直撃する寸前に脱出していたスヴェンだった。

「無事だったかい、スヴェン……？」

「ええ、トラックで連中をかき回したあと、すぐに運転席から飛び出しましたので。武器がない状態だとこれくらいしかかく乱のしようがございませんでしたから」

　その気になれば、スヴェンはもっと効率的に敵兵を戦闘不能にすることも出来たのかもしれない。

　しかし、彼女はルートの「可能な限り人死は避けたい」というオーダーを順守するため、あえて危ない行動をとったのだ。

「すまない……」

　そのことを察したルートは、申し訳無さそうに頭を下げる。

　自分の身さえ守りきれなかったのに、彼女にまで無理をさせてしまったのだ。

「お気になさらないでくださいまし……申し上げたでしょう？　それがわたくしの使命です」

　ニッコリと微笑むスヴェンの笑顔には一欠片の偽いつわりも含まれていなかった。

「あれ……そういえば、マレーネは？　もしかして、トラックと一いつ緒しよに……!?」

　未いまだに炎を上げるトラックの残骸。

　その荷台に乗っていたとなれば、銃弾に当たるかランチャーの爆発ではじけ飛ぶか焼き殺されるかの三段構え、生きている可能性は皆無だ。

「ああ、大丈夫ですわ。吶とつ喊かんをかける間に繁みの方に投げ捨てておきましたので」

「おえええええええっ！！！」

　スヴェンの指差す先で。樹の幹に手を当てて、嘔吐しているマレーネの姿があった。

「ま、マレーネ……？」

「車酔いしていたみたいですので、色んな意味で先に降ろしたほうがいいと思いまして」

　車酔いは平衡感覚の狂いから生じる自律神経の混乱だという。

　上下左右にシェイクされる、悪路を越えての荷台での移動は、彼かの女じよの限界を超えた揺さぶりを与えたようだった。

「できればそのまま亡き者にしたかったんですけれどもね……ちっ！」

「なんか言った……!?」

「いいえなんにも」

　ボソリとつぶやくスヴェンに、マレーネが睨にらみつけるが、素知らぬ顔で返した。

「解せないな……」

　険悪な雰ふん囲い気きの二人を他所に、ルートは漏もらす。

　ここまで派手な戦闘を行ったのに、ドルチェフが出てこない。

　すでに鉱山内部に入ったということだろうか。

　ベルン鉱山は、鉄鉱石の採掘を主としている第一鉱山と違ちがい、ルートたちがいる第二鉱山は、鉱山というよりも鉱窟という方が近かった。

　円形に開いた巨きよ大だいな穴が、コルク抜ぬきで繰り抜いたように地下深くまで続き、採掘用重機を搬はん入にゆうするためのエレベーターはあるが、地下に降りた状態で止まっている。

　おそらく、ドルチェフら一派が先んじて降下したのだろう。

「エレベーターを使えば気づかれるし……だけど階段で降りれば、下に着くまで的にされるな……」

　Ｔ―３Ⅱには主砲ほう塔とうの他に、歩兵殲せん滅めつ用の機き銃じゆうも装備されている。

　下から壁面にそって螺ら旋せん状じように備えられている階段を使えば、逃げ場もないままに蜂の巣だろう。

「あ～……思い出したことがあるんだけど、言っていいかしら？」

　マレーネが口端についた胃液を修道服の袖そでで拭きながら手を挙げる。

　正体が露見して今までのような聖女の演技をしなくて良くなったからといって、やや慎みに欠ける姿だったが、触れている余よ裕ゆうはない。

「ドルチェフたち……なにか爆薬用意してたの。なんんだっけ……ゼオムなんとかって……モノがモノだけに私も管理を任せてもらえなかったんだけど、あいつらが現地入りした時に一緒に持ってきてたみたい……」

「「な――――っ!?」」

　それを聞き、ルートとスヴェンは絶句する。

「そ、それは……どれくらいの量でしたの………？」

「え、えっと……いっぱい……」

「いっぱいじゃわかんねーですわよ！！！」

　興奮のあまり、スヴェンはマレーネの胸むなぐらを掴んで左右に振って問いただす。

「しょ、しょーがないじゃない！　私だって遠巻きに見てただけなんだから！　でも、あの……確か……樽一つ分くらいはあった……かな？」

「シャッセッくそっ!!」

　ゼオムボマー――先の大戦の際で開発された、新式爆弾の一つ。

　ある特殊な鉱石の共振反応を意図的に増幅させ、高温高熱を生み出す。

「ゼオムボマーの破は壊かい力は、燃焼剤である鉱石の量で決まりますわ……樽一つ分もあれば、町一つを消し去ることも可能でしょう」

「そんなに……でも、鉱山内部なら……」

　町中で爆発させたならば大惨事だろうが、人里離れた鉱山内部なら、そこまで大騒さわぎすることもない……マレーネはそう思った。だが――

「その使われる鉱石は……レザン鉱なんだ………」

「えっ――!?」

　ルートの言葉を聞き、ようやく彼女にも、事の深刻さが理解できた。

　ゼオムボマーとは、元々はレザン鉱を主燃料とした動力機関、レザニウムリアクターの開発中に生まれた副産物。

　本来なら動力として使われるレザニウムの熱反応を意図的に暴走させ、爆弾として利用している。

　もしそんなものを。レザン鉱が眠る鉱山の内部で爆発させれば、鉱脈に眠るレザン鉱すべてが共鳴振動を起こし、鉱山は――それどころか、オーガンベルツ一帯に、大規模な地殻変動を引き起こしかねない。

「でも、使う気はない……みたいなことも話してて……なんだったかな……ええっと……」

「はぁ？　使う気もないのにそんな大量の爆薬持ち込んでどうしようって言うんですの!?　この期に及んで吐と瀉しやしたのがきっかけでしたら、もう二、三回胃の中の物をぶちまければ思い出しますの!?」

　人間は胃の中の物を全部吐はき出した上でさらに無理やり吐かせようとすると、胃液までぶちまける。この苦痛は想像以上で、「内臓を雑巾のように絞ったような痛さ」と評する者もいる。

　スパイへの尋じん問もんに、胃が膨ふくらむほど無理やり水を飲ませ、それを吐瀉させる――繰り返すことで内側から苦しめる方法があるくらいだ。

「ちょ、スヴェン！　ちょっと落ち着こう!!」

　今にもその「吐き戻もどし法」を実践しようとしているかのようなスヴェンを、ルートが慌てて制した。

「さっき話したじゃないか。鉱山制圧のためなら戦車を持ち込むのはおかしいって……もしかして、それに関係有るのかもしれない……マレーネ？　ゆっくりでいい、少しずつでも思い出して！」

「ええ～……確か……えっと……扉とびらが何とかって言ってたような……竜りゆうがどうとかって……で、『ダメなときはこれを使う』みたいなことを……」

「なにをトンチンカンなことを――」

　スヴェンが苛立った声をあげようとした寸前、凄すさまじい痛みが頭を襲った。

「な!?　が、ああああああっ!?」

　頭を押さえ、スヴェンはその場に倒れてもがき始める。

「スヴェン!?　どうしたんだ!?」

　ルートの声も聞こえない。

　きしむような激痛が、彼女に襲いかかってきた。

「な……んで……ありえ……ない!!」

（なんなんですのこれは……一体……わたくしは……）

　理解不能な激痛に、スヴェンは混乱するしかなかった。

　例えるなら、体の奥底に小さな針で開けたような穴から、なにか巨大なものが無理やりねじ込まれているような感覚だった。

「約定は約定だ。お前にはその権利がある」――

（―――――!?）

　唐突に、昼間意識を失った時に耳にした言葉を思い出す。

　同時に、スヴェンは何かを急激に理解した。

　竜・扉・開く――

「違う……そこは、入り口じゃない………」

　朦もう朧ろうとしながら、スヴェンは立ち上がる。

　身体のどこにも異常はない。なのに、視界はぼやけ、地面を踏む感覚もおぼつかない。

　しかし、彼女には解った。「そこにある」と。







第六章　「扉の奥で竜りゆうは吼ほえる」







　鉱山最深部――大型ドリルと地道な採さい掘くつによって広げられたそこは、戦車数台が横列で行進が可能なほど広く、坑道というよりも地下宮殿のような作りだった。

　エレベーターを降り、Ｔ―３Ⅱの無限軌道で進み、ようやくドルチェフは目的の場所に到着する。

「これが〝扉〟か……実物を見るのは初めてだな」

　思わず感慨深いつぶやきを漏らさずにいられなかった。

　目の前には、二メートルほどの大きさの、中心には険しい面構えの竜が彫られた両開き式の石扉がある。

　この〝扉〟の場所にたどり着くため、潜せん入にゆう員を送り込み、テロリストに接せつ触しよくし、彼かれらを隠れ蓑みのにして活動してきたのだ。

　彼の祖国、オーガストは、国家の意志にそぐわない者には決して容よう赦しやはしない。

　たとえいかなる理由があろうが任務を全うできない者は、国家の信頼を裏切った者として粛しゆく清せいされる。

「Ｔ―３Ⅱ起動！　砲ほう撃げき戦準備……〝扉〟をぶち破るぞ!!」

　オーガストの多目的思考戦車Ｔ―３Ⅱの外見は、平均的な戦車の倍、いや三倍はあろう大きさのタンク部分に、まるで伝説の中に出てくるリザードマンの上半身を接続したようなデザインをしている。

　腕うでや手の形もおかしく、鎧よろいをまとった戦士のようなワイルティアの猟兵機とは違い、まるでクレーン車の親玉のようだ。

　頭に当たる部分には砲ほう台があり、本当の頭部、センサー類るいなどは、胸部にある大型の爬は虫ちゆう類るいのように出っ張り部分に集まっている。

　しかし、それでも搭載されている火砲は、現在大陸諸国が運用するものの中では、少なくともこの鉱山内部に持ち込める大きさの中では、最大級の破壊力を誇ほこる。

「砲ほう弾だん装填完了。発射準備よし！」

「耐衝撃、備えよし！」

　支し援えん用ＡＩは猟兵機と比べれば数段下回り、砲手・指揮官・操縦手の三人を必要としているが。指揮官であるドルチェフの命令の下、部下たちがよどみなく発射準備が整えられる。

　外に見張りとして置いてきた民兵上がりの素人しろうとテロリストとは練度が違う。大戦期の頃ころから彼の部下である職業軍人達だ。

「撃うて!!」

　号令一下、長大で巨大な砲口は火を放ち、砲弾を〝扉〟に向けて撃ち込む。

　爆発、爆音、爆風、地下坑道の空気をビリビリと響ひびかせる衝撃が轟く。

　ただでさえ土埃が舞う坑道内で大たい砲ほうなど放ったのだ、一メートル先すら見えなくなるほどの土煙が辺りを覆い尽くした。

「どうだ、破れたか!!」

「わかりません……もう少し、待ってください！」

　ドルチェフの問いかけに、砲手が答える。

　だが、居ても立ってもいられないドルチェフは、ハッチを開け、己の目で確かく認にんしようと機体の外に出た。

　煙はゆっくりと鎮みはじめている。

　モヤが途切れるように視界が晴れてくるが、そこには先ほどと全く変わらない形の〝扉〟が存在していた。

「これでも……壊れんと言うのか……!?」

　ドルチェフは愕然とした。

　こうなると、もう彼には選択肢は残っていない。

　Ｔ―３Ⅱとともに持ってきたゼオムボマーをもって、〝扉〟がワイルティア軍に見つかる前に鉱山ごと爆破し、誰の手にも触れられないようにする以外にない。

　ただし、そこには人柱が必要となる。

　自分だ――

　作戦に失敗した彼が、本国に戻ることは許されない。

「いや、まだだ……もう一撃……いや、あるだけの砲弾を打ち込め!!」

　再び部下たちに指揮を下す。

「待ってください。ドルチェフ大たい尉い！　〝扉〟が――!!」

「なに!?」

　戦せん車しや砲ほうの一撃を食くらってもびくともしなかった〝扉〟が、ゆっくりと開いていく。

　しかも、内側から。まるで、それまでの頑強さが何かの冗じよう談だんだったかのように。

「オーガストの白熊さん達は、マナーも教わってらっしゃらないのですわね……ノックはもっと静かにするものですわよ？」

　扉の内側から現れたのは、黒字に白のエプロンドレス、銀の髪かみにカチューシャを付けた、パン屋のウェイトレスだった。




　あの時、突とつ如じよとして頭痛を訴えだしたスヴェンは、しばらくすると何事もなかったかのように立ち上がり、坑道とは真逆の方向にルート達を誘さそった。

　そこにあったのは、一基のみすぼらしい石碑。

　何が掘られていたのか、あまりにも長い間雨風にさらされ続けたが故ゆえに判別もつかなくなったそれに手のひらを置いた途端、背後の岩肌はだが開き、地下へと通じる通路が現れた。

（いや、あれは通路というべきものなのか……？）

　むしろアレは、自動昇降機といったほうが近いシロモノだと、ルートは感じた。

　しかし、昇り降おりをした感覚はない。

　現れた道を進んでいるうちに、この場所に――ドルチェフが〝扉〟と呼ぶ内側にたどり着いた。

「これが〝扉〟か……まさか本当に実在するなんてな……」

　Ｔ―３Ⅱの上で愕然とするドルチェフと勝ち誇るスヴェンを前に、ルートは言葉をもらさずにいられなかった。

　扉――その名前……正しくは、存在くらいは、ルートも耳に入れた事がある。

　かつて存在した古いにしえの大帝てい国こくの遺産。

「驚きましたわね……オーガストは、確か王政を批判していたんじゃありませんでしたこと？　それが、〝扉〟を……すべての王国に連なる原初の帝国であるエウロペアの遺産を欲するなんて」

　クスクスと、スヴェンは口元に手を当ててほくそ笑えむ。

　相手を挑発し、相手の最もデリケートな部分を躊ちゆう躇ちよなく蹂じゆう躙りんする加虐の笑みだった。

〝扉〟とは、かつて滅びしエウロペアの文明の遺産が納められているという宝物庫のことである。

　大陸中心部に存在した帝てい都とは滅びたが、辺境部分に残された数あま多たの宝物庫。

　千年前でありながら、現代の科学をもはるかに凌りよう駕がする魔ま法ほうにも等しい超科学の遺物が、その中に眠ねむっているのだ。

　ただし、その多くは聖域として、帝てい国こく消しよう滅めつ後、自らがその後継者を称する者達……現代の数多の国家の保護下に置かれ、近づくことを禁じられている。

「大陸は広い……まだまだ手付かずの〝扉〟が眠っていてもおかしくない……あなた方はその一つがベルン鉱山にあることを突き止め、わざわざテロリストを扇動してまで入り込み、戦車の大砲で無理矢理こじ開けようとなさった……正解ですわよね？」

「くっ………」

　一声呻うめくドルチェフの姿は、なによりも雄弁に、スヴェンの語りが図星であることを明かしていた。

「ゼオムボマーは……〝扉〟の解放に失敗した時に、ワイルティアに〝扉〟の存在を気づかせないためのものか……破壊用にしてもあまりにも凶悪すぎると思った」

　ようやく納なつ得とくがいったように、ルートはつぶやく。

　ゼオムボマーは、猟兵機十機分に相当する価値を持つ戦術兵器である。こんな田舎いなかの鉱山破壊のために使うのはあまりにもコストが合わない。

　しかし、国家間の勢力図を書き換える程ほどのものを隠ぺいするためならば、説明はつく。

「なっさけない連中ですわね～……自国の技術力の底上げのために、今はない王様の遺産を、それも他国にまでコソ泥どろして奪うばい取ろうとしたなんて。ミ・ジ・メ、ですわ」

「……あまり、人のことは言えないと思うがな、お嬢じようさん……」

「むっ？」

　なおも挑発するスヴェンに、ドルチェフは歯ぎしりを隠しながら、反論する。

「このＴ―３Ⅱ……貴様らの国の兵士共は、『猟兵機もどき』と言っているそうだが……これの開発には、ワイルティアからの亡命技術者が関わっているのを知っているかね？」

「そういうことか……」

　ドルチェフが何を言いたいのかを、ルートは理解した。

〝扉〟は、かつて軍に所属し、曲がりなりにも士官だった彼でも、「オカルト話」の一つと思うくらい信ぴょう性を感じさせないものだった。

　だが、そのオカルトに、オーガストは一部隊を派遣してまで作戦行動に移したのは、それ相応の根拠があったからに他ならない。

「猟りよう兵機は、ワイルティアが〝扉〟を暴いて手に入れた技術ってことか」

「その通りだ、『白銀の狼』……貴様らの国こそ、自分たちがエウロペア帝国の正当な後継者として、大陸の支配権を主張しているが……奇き妙みような話ではないか、その理り屈くつなら、〝扉〟はお前たちの意志に従い開くはずだろう？　なぜこじ開ける必要があった!?」

　それは、ワイルティアもまた、古の帝国の遺産の継承者としては認められなかったという拭いようのない事実を示していた。

　猟兵機の開発者達――正しくは〝扉〟の技術を解析した者達は、オーガストに亡命後、この事実を伝えたのだろう。

〝扉〟の存在がワイルティア国内でも与太話の類に収まっているのは、国家レベルで隠いん匿とくしようとしている大醜聞ということだ。

　しかしオーガストはこの情報を国際社会に喧けん伝でんし、ワイルティアの面目を失墜させることに使うのではなく、自国の技術力確保のために利用した。

（そこまで、切羽詰つまってるってことか……オーガストは）

　先の大戦で登場した猟兵機は、一機で一個大隊に匹敵する戦せん闘とう力りよくを発揮した。

　オーガストの戦略的優位は、広大な国土から有する膨ぼう大だいな兵力……要は人海戦術だ。

　ワイルティアはオーガストに比べ十分の一以下の人口しか有さぬが、猟兵機はその優位性を逆転させる兵器である。

　彼らにとって、次の戦争が始まるまでに、なんとしても猟兵機に対たい抗こうする兵器を手にしたかったのだろう。

「アンタらの理屈は、よくわかった……」

　わかりたくもないが、ドルチェフ達の行動理由は理解できた。

「わかったらどうするかね？　祖国の為に、身を挺ていしてでもこの地を守るか！」

「いや………持って行きたきゃ、持って行けばいい。ただし、これ以上この地に住む人達に危害を加えるな」

「なに………？」

　国家に忠誠を誓ったドルチェフにとって、戦場で名を馳せた英雄の言とは思えぬ言葉に、驚きの色が浮うかぶ。

「俺おれはもう軍人じゃない。ただのパン屋だ。次の戦争のことなんて、俺には関係ない。だから……さっさとミリィを返せ！　そうすれば、この中に案内してやる」

「ほう……なるほど……念の為に持ってきたのが、妙みような効果をもたらしたようだな」

　何かに合点がいったように、ドルチェフはＴ―３Ⅱの車内から、縄なわで縛しばられ、意識をなくしている少女――ミリィを引きずりだした。

「ミリィ!!」

　その姿を見て、マレーネが声を上げた。

「おや、マレーネ……なるほど、貴様が裏切ってこいつらを連れてきたのか」

　今いま更さらマレーネの存在価値など大したものではないのか、ドルチェフはくだらないものを見るような目で言う。

「ドルチェフ……さん。なぜ、その子をここに!?　教会の子供たちには手出ししないと、用なしだと言っていたじゃない！」

「なぁに……ちょっとした言い伝えのようなものを聞いてね、『古の扉は、約束された乙女の血を以もつて開かれる』とね……古いお伽とぎ話ではないが、処女の生血でも捧げれば開くかもと思ってな」

　冗談のような話を、冗談ではなく口にしている。

　おそらく、彼らも〝扉〟の開け方までは突き止められなかったのだろう。

　だからこそ、用意できる最大火力を準備し、それどころかこんな呪いのような手法にまで手を伸のばした。

　しかし、笑えない。

　国家のため、任務のためならば、縁なき少女の生き血を絞ることも「念のため」で、出来てしまう者達なのだ。

（俺は……）

　かつての自分もこんな連中と同じだったことを、ルートは苦痛にも似た憤りを感じた。

「違います……主さまは、違います……」

　そんなルートの心中を察したのか、スヴェンが、ドルチェフらに向けたものとは正反対の、心から彼を案じる顔で手を握にぎってきた。

「ああ……ありがとう……」

　不思議と、それでルートの心のささくれは癒やされた。

「主さま……あの小こ娘むすめ……えっと……ミリィを救いたいというお気持はわかります。しかし、あの中を見せてしまえば………」

　戦車上のドルチェフには聞こえないように音量に気をつけながら、スヴェンがささやく。

「わかっている……でも、連中にはＴ―３Ⅱがある。ミリィも人ひと質じちに取られている。まずは、相手の要求を飲むしかない」

　現状はあまりにもルート達が不利。

　ならば、相手の要求に応えつつ、好機が来るのを待つしかない。

「ついてこい、見せてやるよ。お前の欲ほしがった、大帝国の遺産とやらを」







「ここは……どこ……ひっ!?」

　ミリィが目を覚ました時、目の前にあったのは、獰どう猛もうな巨熊がそのまま人間の姿を得たような強こわ面もての男、ドルチェフの姿だった。

「む……意識を取とり戻したか、大人しくしていろ、面倒くさいからな」

　その冷たい声色に、少女は本能的に、「騒げば殺される」と理解した。

「すまないミリィ……もう少し辛抱していてくれ、すぐに助けるから」

　そしてもう一人の声は、日頃ごろ彼かの女じよが激しく憎にくしみを向けている相手、元軍人のパン屋、ルート・ランガートだった。

（な、なんでどうして………？）

　混乱する少女は、少しずつ今夜何があったのか思い出していく。

　あの後、あのパン屋のおっかない看かん板ばん娘むすめが教会を去ってすぐに、見知らぬ男達が現れた。

　彼らが何者か知る前に、ミリィは他の子供らとともに集められ、何かの薬をかがされる。

　刺し激げきの強い薬物で、眼めや鼻に染しみ入り、激しく咳き込んだところまでは覚えているが、そこから先は記き憶おくに無い。

　それは、ドルチェフらが教会の子供らを無力化させるためにかがせた鎮静剤の一種だったのだが、ともかく、それによって意識を失い、モノのように運び込まれた果てに、ミリィはドルチェフに人質として、〝扉〟内部に連れて来られていた。

「一つ聞きたい。貴様らは一体どのようにして〝扉〟の内側に出たのだね？」

「…………!?」

　ドルチェフが、ミリィのこめかみに拳銃を押おし付けながら詰問する。

「お前たちが見つけたのは、裏門みたいなものだったんだよ……俺おれ達たちはたまたま正規の入り口を見つけて、入ることが出来た。それだけだ……」

　それ以上、ルートにも説明はできなかった。

　この場にはスヴェンも、マレーネもいない。

　余計な騒ぎを起こさないよう、〝扉〟の外に留まるようにドルチェフに言われていた。

　この場に自分たちを誘ったスヴェンがいたならば、もう少し細かい説明も出来たが、ルートに言えるのはそれだけだった。

「正規の、入り口ねぇ………」

　わずかに小こ馬ば鹿かにしたような口ぶりで、ドルチェフがつぶやく。

（なんとか、隙を作れないか……）

　歩幅、間合い、視線、全すべてが、後もう少しで届くところで、ドルチェフはルートを踏み込ませようとしなかった。

　ルートは銃じゆうも無ければ、ナイフの一本も持っていない。

　この状態でミリィを助けようとするには、どうしてもドルチェフに肉にく薄はくし、動きを制しなければならない。

　だが、一か八かで挑んでは、小さな少女の頭蓋を砕かせる確率のほうが高い。

　そうしているうちに、ついに〝扉〟の内室に到着してしまう。

「ほう…………」

〝扉〟の中、古代帝国の宝物庫――とされている中に入り、ドルチェフはまるで田舎から来た観光客のような声こわ音ねを上げる。

　そこは、真っ白な空間だった。

　どんな素材でどんな工法で作ったのか想像もつかない。

　まるで白磁の壺の中のような、ロウを鋳込んで固めたような、継ぎ目も合わせ目も一切ない、光沢のある白い正方形の空間だった。

　広さは、既すでに火葬まで済まされたルートの店のオンボロトラックが入るくらい。

　息苦しくなるほど狭くはないが、広いとは言いがたい。

　その部屋の中央に、半円形の土台に筒が伸びたものが祭さい壇だんのように鎮座し、その左右には、これまたなんの素材でできているのかわからない二つの箱が並べられている。

「これが、帝国の遺産……!!」

　興奮しながら箱に近づいていくドルチェフだったが、それでもプロの軍人としての警けい戒かい心しんにほころびはなく、銃じゆう口こうはミリィに押し付つけたまま、逃がさないように押さえこんでいる。

「これは……これが………これは……なんだ……？」

　しかし、箱を開けたところで、彼は間抜けにも聞こえる呆けた声を上げた。

　箱の中には、もはや黒といったほうが近い濃い茶色をした何かの残骸が入っている。

　とうに形は崩れ、箱に収められていなければ風に吹かれて粉々になり、飛ばされているような状態だ。

「一体これは……なんだ？　なんなんだ……!!」

　もう一方の箱には、乾かわいた砂のようなものが底に溜まっている。

　どちらも、ドルチェフや、彼に命令を下した者達たちが望むような、金銀財宝でもなく失われた超文明の兵器でもない。

「それは、植物か何かの残骸だ。千年前のシロモノなんだろうな、腐葉土を通とおり越こして、もはや乾いた砂みたいになっている。もう片方の箱に入っているのは、動物の死骸だよ。同じように長く置かれすぎて、土に戻った姿だろうな」

「植物だと……なんで……そんなものが……？」

　理解できないという顔のドルチェフ。

　無理もない。

　ルートもついさっき、スヴェンから教えられて同じように返したところだ。

　彼女は、何故かこの〝扉〟の開け方や、入り方を知っていたが、それは一いつ般ぱん的てきな知識としてで、この〝扉〟の中に何が収納されているかという個別事項までは把は握あくしていなかった。

　しかし、箱のフタに書かれていた文字や、各所に残った、本来なら解読されていないはずの文字で書かれた注意書きを読み取り、この部屋の真実を突き止めた。

「なら、この祭壇はなんだ!?　この可動式の小さな扉は………」

　祭壇らしきものの真ん中に供えられた両開きの小窓を開けるが、中には何も入っていない。

「おそらく、二つの箱に収められていた動物の肉の死骸と、植物の死骸をその中に入れて、加熱して、可食可能な状態にするための器具なんだろうな」

「なん………だと!?　では、ここは………」

　ふぅ、とルートは息を吐いた。

「台所だよ、ここは。その祭壇もどきはオーブンか、それに類するものだ」

　馬鹿げた話である。

　戦車の大砲を直撃させてもびくともしない謎なぞの部屋の中にあったのは、調理用器具でした――笑い話のネタにもなりゃしない。

　だが、ありえない話ではない。

　どこの家にでもある鍵付きの扉。

　もしそれを、棒切れを振ふり回す程てい度どの知恵しか無い猿が見たらどう思うだろう。

「どうすればこんなものが作れるのか？」「これは一体何なのだ」と驚おどろき、神の御業とさえ思うだろう。

　つまり、失われし帝国と、現代では、それほどまでの大きな文明の差があるという証明なのだ。

　なんでこんな施し設せつが地下深くに眠っていたか、理由はわからない。

　なにせ、原因不明の消しよう滅めつを遂げた文明の遺産なのだから。

　しかし、スヴェンが言うには、「地下にあった」のではなく、この周囲一帯があとから「埋められた」形なのだそうだ。

　もしかすると、本来は何らかの重要な施設があり、それを破壊した後に埋められて隠匿されたのかもしれない。その際、さほど重要ではない施設は、破壊せずにそのまま埋め置かれたのだろう。

「バカな！　私は……こんなもののために……こんなものの！」

　ドルチェフは、行き場のない怒いかりにわなわなと体を震ふるわせている。

　この男がどれだけの時間と金と物資と人手を使い、ここまで辿り着いたか、それは決して少ないものではないだろう。

　そのオチが台所器具では、プロの軍人であろうが特殊工作兵だろうがショックを受けないほうがおかしい。

　そして、それこそが待ちに待った、チャンスの到来だった。

「ミリィ!!　絶対に動くな!!　力も入れるな!!　そのままじっとしているんだ！」

　囚われているミリィに向かって叫さけぶと同時に、ルートは一足跳びにドルチェフに迫せまる。

　腰こし・足・腕・肩かた、全身の関節を同時加速、さらに掌と拳の中間のような、猛もう獣じゆうのような形を作る。そして、悪鬼を踏むつぶす闘神のごとき力強さで大地を踏み込むと、えぐり込むような掌しよう底ていをミリィの胸に叩たたき込んだ。

「え……？」

　大の大人。しかも職業軍人として鍛きたえてきたルートの筋力から放たれた一いち撃げき――十四歳さいの小娘に繰くり出だされたならば、内臓が潰つぶされるほどの破壊力だろう。

　だが、ミリィの口からこぼれたのは、苦痛の叫びでも、断末魔の声でもなく、むしろ何が起こったのか理解できないというようにこぼれた呆けた声だけだった。

「ごはっ!?」

　そして、代わりにそのツケの全てを支払はらったかのような苦悶の声を上げたのは、ミリィの背後にいるドルチェフだった。

「がっ……ごっ……がぁッ!?　き、キサマ……なにをした!?」

　ドルチェフの巨きよ体たいのあちこちに、異常な盛り上がりで血管が浮かび上がっている。

「東洋の武術ってのは大したものでな。鎧よろいの上から相手の心臓を止める技〝龍りゆう吼く〟というそうだ」

　ルートがかつて所属していた特務兵部隊では、まともな支援も受けられない環かん境きよう――それこそ、武器もない状態で単独で生き延びるためにありとあらゆる戦法を貪欲に取り込んでいた。

　その中の一つ。エウロペア大陸とは異なる文明圏で編み出された格闘術、現地の言葉では「ブジツ」というらしい。

　対象との遮蔽物に衝撃を貫通、さらには相手の筋肉すら素通りさせ内臓に到達させる。

　ルートの放った一撃は、ミリィの体を素通りし、ドルチェフの心臓にダメージを与あたえた。

　本来なら相手の心臓を止めてしまう技なのだが、少しだけ手加減した。

　それでも、一ヶか月げつは心臓がまともな鼓動を刻めなくなり、乱れた血液の流れは相手の肉体を苦しめるだろう。

「がっ……ぎっ……がっ………があああああっ!!」

　自らの胸をかきむしり、ドルチェフはもだえ苦しむ。

　痛みに気絶していないだけでも大した頑強さなのだが、その肉体の強さがそのまま駆かけ巡る痛みに比例するため、まさに地獄の責め苦を味わっているようなものだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、ミリィ！」

　それでも、これ以上人質を拘こう束そくできなくなったのか、ようやくドルチェフの腕の戒いましめから解かれた少女を、ルートは救いだした。

「おま……パン屋……なんで………」

　殺されかけた恐きよう怖ふがまだ解けていないのか、ミリィは震えていた。

　ルートには我ながら無茶なことをしたという自覚はある。

　いかに錯乱していても相手は歴戦の兵隊。自らの身体に迫る敵には、条件反射に近い形で体が動く。まさか人質を攻こう撃げきしまいという相手の油断を利用しての一撃だった。

　しかし、二年ぶりに放った〝龍吼〟、もし失敗していれば、ミリィの体にもダメージを与えていた可能性があったのだ。

「ごめんな、ミリィ……」

　だから、ルートは謝った。

「なんで……あやま―――」

　ミリィがなにか言い返そうとしたが、その前に、ルートの足に衝撃が走る。

　振り返かえると、悶絶していたはずのドルチェフが、硝煙たなびく銃口を向けていた。

「キサマだ……キサマらのせいで……!!」

　肉体と精神、両面から食らったショックが、すでにこの男から冷静な判断力を奪っていた。ただただ、湧き上がる憎しみを目の前のものにぶつけようとしている。

「くぅ………！」

　食らった場所が悪かった。

　この状じよう況きようでは、ミリィを連れたまま逃にげることは出来ない。

　ならば、選択肢はひとつしかなかった。

「ふぐ!?　な、なんだよ……なにすんだよ、このクソパン屋！」

　腕の中で、泣きそうな声で悪態を吐はいている少女を、ルートは強く抱きしめた。

　ドルチェフの持つ拳けん銃じゆうの威力と距きよ離りを考えれば、自分の体を盾たてにすれば彼かの女じよ一人くらいは守れるだろう。

「死ね！　死ね死ね死ネシネシネシネ！！！」

　錯乱するドルチェフが、口端はしからよだれを垂らしながらさらに銃じゆう弾だんを放とうとする。

　そこに、再び銃じゆう声せいが起こる。

（―――ん？）

　死すら覚かく悟ごしたルートだったが、違い和わ感かんに気がつく。

　銃声が、先ほどのものとは違ちがう音だったのだ。

「まったく……お願いですからご自分の命ももっと大切にしてくださいまし……」

　入り口に、スヴェンが立っている。

　手の中に、マレーネが持っていた、レジスタンスたちにお情け同然に配られた銃、リベレーターが握られていた。

「がはっ……！」

　手の中の銃を取り落とし、ドルチェフが倒れる。

　ドルチェフが撃つ寸前、スヴェンの放ったリベレーターの銃弾が放たれたのだ。

　名前負けの偽善の銃が、今ようやく、その名に恥じぬ「解放者」となった。

「は……ははっ……！」

　ホッとしたと同時に力が抜ける。

「う、うう………」

「あ、すまない……！」

　腕の中のミリィのうめき声を聞き、ルートは慌あわてて腕をほどいた。

　守ろうとして強く抱きしめてしまったせいで、苦しい思いをさせてしまったようだ。

「なんで………お前がアタシを助けんだよ……！　アタシは、お前なんかに……！」

　ミリィは泣いていた。

「アタシは、お前なんか大だい嫌きらいなんだ……！　だから、お前なんかに助けられるくらいなら……し………死んだほうがマシだぁ！」

　顔を涙なみだでぐしゃぐしゃにしながら、ミリィは怒鳴った。

　仕方のない話だと、ルートは思った。

　彼女からすれば、自分のすべての不ふ遇ぐうはワイルティアの、ルートたちのせいだ。

　その元凶が、どの面下げて正義の味方気取りでカッコつけているのだと言いたいのだろう。

「すまない……」

　だから、ルートは再び謝る。

「でも、君には生きてもらわなきゃ困るんだ。君には、俺の焼いたパンを食ってもらいたいんだ」

「な……!?」

　ミリィが、驚いたような呆あきれたような声を返す。

「りんご……好物なんだろ？　だから、今度は……その、余り物じゃなくって、焼きたてのやつを持ってくるよ！　それを、食べて欲しいんだ……だから、その……ここで死なれちゃ……困る……っていうか………」

　我ながら情けなくなるくらいの口下手っぷりだった。

　この少女に間ま違ちがっても負い目を感じさせまいと、自分の大嫌いな人間に〝生かされた〟のではなく、〝生かされてやった〟と思ってもらおうと言葉を重ねるが、言えば言うほどミリィの顔は戸と惑まどいを増していく。

「な………な……………」

　ミリィの顔はみるみる赤くなっていく。

　わけのわからないことを言うなバカ！　とでも思っているのだろうか。

「わけわかんねーよバーカ!!」

　思っていたらしい。

　ルートの腕を振りほどくと、ミリィはスヴェンとともに入り口に立つマレーネのもとに走り去ってしまった。

「なんですのあのお子様は！　もうちょっとしおらしくしてもバチは当たりませんでしょうに！　可愛げのない！」

　すれ違う形で駆け寄るスヴェンが、腹立たしげに言う。

「いや、いいんだ。あれでいいんだよ」

　命を救われた程度で、彼女が背負った悲しみが帳消しになっていいわけがない。

　むしろ、今さっきまでの彼女の危機も、広い意味では自分たち軍人のせいなのだ。

　だから、いつもと同じように憎まれ口ぐちを叩いてくれたことに、ルートはむしろホッとした。

「それよりも主さま！　お怪我の手当てを……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、これくらい。かすっただけだし」

　戦場ではこれくらいの傷は日常茶飯事で受けていた。

　格闘戦は難しいし、走ることもできないだろうが、そこまで重大事ではない。

「人間の体は無自覚なうちに深刻な損傷を受けていることがあります！」

「え…………？」

　スヴェンのとっさに放った一言に、ルートは耳を疑う。

「例えばですね！　先の大戦の南部戦線の方では、スパリア人兵士が『こんなものパスタのゆで汁じるでもかけていれば治る』と言って、数日後に破傷風にかかり………主さま？」

「アーヴェイ……？」

　思わず、ルートは懐かしき相棒の名を口にした。

　いつも戦場で無茶をする自分を諌いさめた、かつての相棒と全く同じ口ぶりの少女に、ルートは思わず、その名前で呼んでしまった。

「あ、主さま……何を……わたくしはスヴェンで………」

　ここで、彼女が言葉通りに、ルートの問いかけに「何を言っているのかわからない」とでも言うような素振りを見せてくれていたなら、その通りに言葉を撤回することも出来ただろう。

　しかし、スヴェンはあからさまにうろたえた。

「かつて自分が搭乗していた猟兵機の支し援えん用ＡＩが、少女の姿になって現れた」などと、あまりにもありえない話だというのに。

「キミは………」

　なおも問い質ただそうとするルート、その視界の端の異変に気づき、言葉を止める。

「ドルチェフは………？」

　心の臓を乱されたはずの兵士の姿がない。

　さっきまでうずくまっていた場所には、男の持っていた拳銃だけが転がっている。

　ゴゴゴゴッ……

　不気味な、まるで悪魔の唸り声のようなエンジン音が聞こえる。

「まさか――――!?」

　ルートが脳のう裏りに浮かべた予測を口にする前に、砲ほう撃げき音が響いた。







第七章　「其は盟約に基づきし者」







　それは、今は滅びた国の物語……

　はるかな昔、一人の美しき少女がいた。

　銀色の髪に赤い瞳ひとみのその娘むすめは、数あま多たの男たちの心を奪い、数多の求愛を受ける。

　しかし、少女は誰だれにも振り向かない。

　彼女の評判は天にまで届き、神さえも求愛に現れる。

　神は、様々な宝物を贈り、彼女を振り向かせようとした。

　深き海の底、魚の王でも潜れぬ深海の美しき宝石。

　冥界にのみ咲く、決して枯れぬ黄金の花。

　太陽の光を編んで作った美しきドレス。

　だが、そのどれを差し出しても少女は振り向かない。

　ついに、神はこう言った。

「我わが伴侶となるならば、お前にこの世界全てをくれてやろう」と。

　その言葉に、少女はやっと振り返り、神の求愛を受ける。

　その少女の名は、エウロパと言った――







「祖国は偉大なりィ!!　わが祖国の掲げる理念こそ正義！　故にその祖国の命は正義!!」

　スヴェンは、己おのれの思考の足りなさに、激しい怒りさえ覚えた。

　今までなら、こんなことはなかった。

「間違いなどあるわけがない。あっていいわけがない!!　あるのならば、それこそが間違いなのだ!!　間違いは、消して砕いてこの世からなくせばよいのだぁああ!!」

　けたたましくやかましく、声を張り上げているドルチェフ。

　ルートの一撃を喰らい、常人なら動くどころか声を張り上げることさえかなわないはずなのに、祖国に対する狂信が痛みすら取り去ったのか、血の混じった泡を飛ばしながらがなりたてている。

　スヴェンは後こう悔かいした。

　何故、あの時、戦せん闘とう不能になったと思われたドルチェフにとどめを刺さなかったのか。

　何故、その前にルートの元に走ってしまったのか。

　彼かれの身体の安全確かく認にんを最優先したから？

　違う！

「たとえいかなる理由があったとしても、もう誰も殺したくない」と願っているルートの前で、たとえドルチェフのような男であったとしても命を奪えば。彼に嫌きらわれてしまう。

　一いつ瞬しゆんでも、そう考えた自分がいた。

（まただ、わたしはまた、大たい尉いのことではなく、大尉に思われる自分を願ってしまった！）

　そうでなければ、こんな失態を犯すものか。

　そうでなければ、こんな無様な様を晒さらすものか！

「スヴェン……良かった……無事……だったんだね……」

　かすれた声で、血を吐きながら、それでもルートは彼女の身を案じる言葉を紡ぐ。

「主……さま……なんで……？　なんで！！？」

　あの一瞬――わずかな隙を見つけ逃げ出したドルチェフは〝扉とびら〟の外に待機していたＴ―３Ⅱに乗り込み、ルート達に砲ほう弾だんを撃ちこんだ。

〝扉〟は、閉じている状態なら盤石の壁かべだが、解錠された状態ではそうはいかない。

　砲弾は内室に入り、ドルチェフが「こんなもの」と慟どう哭こくし、正気を失う原因となった古代の遺物の半分近くを破壊して、さらに屋根や壁を砕いた。

　落下する構造物。

　マレーネとミリィは、〝扉〟の死角となる場所にいたため難を逃れ、気を失う程度ですんだが、スヴェンとルートはそうはいかなかった。

「スヴェン！　危ない!!」

　あの一瞬、この男は、ルート・ランガートは、スヴェンをかばって、自らの半身を巨きよ大だいな岩の下敷きにしてしまった。

　これでは逆だ！

　自分の役目は、彼を守ることだった。

　少なくとも、二年前までは、戦場ではいつもそうだった。

　彼の鎧よろいとなり、彼の盾となることが自分の務めだった。

　なのに――

「スヴェン……これ……見て……？」

　岩に下半身を潰されたルートの体から、生命維い持じに最低限必要な量を超える血が流れ出ている。

　その状態でありながら、彼は震える手で、胸ポケットに入れた一枚の封ふう筒とうを取り出す。

「見ろよこれ……笑える……ぜ？」

　そこに書かれていたのは、明日から一日二百人分のパンを卸おろしてくれという依頼書。

　そしてもう一枚は、現場監かん督とくのローエルからの手紙だった。

　書かれていたのは、「うまかった」の一言。

　無骨な鉱山の男が、元軍人という偏見を超え、一人のパン屋として。ルートの仕事を認めた証だった。

「これから忙いそがしくなるよ……数字の計算や、値段交渉も……俺じゃ……できないから……」

　ゴフッと、ルートは咳き込み、ドロリとした血を吐き出す。

「やめ……主さま……しゃべらないで………！」

　スヴェンは両目を押さえる。

　しかし、涙は出ない。

　彼女には、両眼の湿しつ潤じゆん以外の用よう途とで水分を分ぶん泌ぴつさせる機能はない。

「だからさ……キミに……なにかあったら……大変だから………大切な……ウチの……かんばん……むすめ………」

　ルートの声が止まった。

「主……さま………」

　ルートの心臓が止まった。

　ルートの脳波が止まった。

　スヴェンのありとあらゆる感覚器官からもたらされる情報の全てが、ルート・ランガートの死を決定づけた。

「次じ弾だん、テルミット弾装填！　中の者共を焼き殺せ！」

　ルートを殺した者が、またしても耳障りな声を上げた。

　テルミット弾とは、化学反応により着ちやく弾だん地点一帯を焼きつくす焼しよう夷い弾だん頭とうである。

　焼き殺す？　燃やす？

　この男を、ルート・ランガートを、自分の主の体を焼きつくすというのか？

（フザケルナ………！）

　スヴェンの耳に、Ｔ―３Ⅱの砲ほう身に砲弾が装填される音が聞こえた。

　その音を背後に、スヴェンは目の前の、ルートを潰した巨岩に手をかける。

　重さは数百キロを超える。

　どれだけ鍛えられた人間でも、持ち上げることはかなわない。

　しかし、彼女にはできる。

　なぜなら彼女は人間ではないから。

　スヴェンの本名は、スヴェルゲン・アーヴェイ。

　ルート・ランガートの相棒。かつて「白銀の狼おおかみ」の二つ名を分けあった者。

　数百の猟りよう兵機の中に生まれた、脳であり原動力機関でもあるレザニウムリアクターに宿った魂たましいを移植された、人造人間。

　そして、かつての主を慕うあまり、開発局を脱だつ走そうした出来損ない。

「〝魔導師〟め、キサマの作ったガラクタは、とんだ欠陥品だぞ！」

　ワイルティア公国王立兵器開発局が、〝次の戦争〟に備えて作り上げた新兵器――自律式人間型猟兵機は、巨岩を持ち上げると、今放たれた砲弾に向かって、そのまま投げつけた。

　いかな戦せん車しや砲ほうといえども、徹甲弾でもなければ、岩をそのまま砕くことは難しい。

　爆音と轟音と、光と炎ほのおを生み出し、両者は相殺される。

「くっ………!?」

　突とつ然ぜんの事態に対処できず、うろたえるドルチェフを前に、スヴェンは駆け出す。

　斃ころさねばならない。叩き潰さねばならない。

　自分の主を殺した者を――否、自分の主に、命と引き換えに自分を守らせてしまった者を。

　かつての自分ならば、そして自分の中にルートがいたならば、Ｔ―３Ⅱなど敵にもならない。

　しかし、今は人型の身。

　今の彼女では、できてせいぜい戦車の砲身をわずかに歪ゆがませるのが関の山だろう。

　それでも、何故かスヴェンには勝利の確信があった。

　それどころかむしろ、彼女の中に、別種の怒りが宿っていた。

（我ニ仇あだナストハ、ナンタル不ふ埒らち者ものダ！）

　我とは何か？　不埒者とは誰か？

　ドルチェフとは異なる、別の者への怒り。

　それは、センサー部分の光を明滅させ、自分に向かって次なる砲撃の照準を合わせている。Ｔ―３Ⅱに対してだった。

「控えろ、下郎!!」

　スヴェンが赤い双そう眸ぼうを輝かせると同時に一いつ喝かつした。

　途と端たんに、Ｔ―３Ⅱの動きの一切が、停止する。

　各種センサーが、駆動機関が、起動しているが機能しない。

　まるで、目の前のスヴェンの赤い瞳からあふれだす光に恐怖し、凍りついたようだった。

「な、なんだ……!?　何が起こった!?」

「わかりません！　突然、一切の操作を受け付けなく………」

　搭乗しているドルチェフと、その部下達の、悲鳴のような叫びが聞こえる。

　だが、これで終わらせてやるつもりはなかった。

「恥があるなら、自ら滅べ!!」

　スヴェンがまたしても叫ぶ。

　それはさながら、王に逆らった咎とが人びとに、最後の情けとして自死を与える宣告のようだった。

　そして、その声に応じるように、Ｔ―３Ⅱの両脇わきに備えられた、クレーンのような無骨な腕うでが動き出す。

　無論、ドルチェフら搭乗員が動かしているのではない。

　機体自身が、自らの意志を持ったかのように動いていた。そして――

「なんだこれは、一体何を……」

　グシャッ！！！

　二本の腕を、己が腹を掻かっ捌さばくように、自らの内にいる乗員達もろとも押しつぶすように、自身の体に突つき刺さした。

　あふれだすオイルが、まるで鮮血のように飛び散る。

　その中には、ドルチェフらの血も混ざっているだろう。

「はぁ………はぁ………わたくしは……何を……？」

　息を吐きながら、スヴェンは何故自分がこんなことが出来たのか理解できず、戸惑っていた。

　だが同時に、「これで当然」という感覚も浮うかんでいる。

　何故自分の中にそんな感覚が現れるのかもわからなかったが、そんなこともうどうでも良かった。

「主……さま………」

　たとえ百万人のオーガスト兵を殺したとしても、そんなことに何の意味もない。

　一番大切なたった一人を守れなかったのでは、何の意味もない。

（何を言っているんだい？　キミにはそのくらい、なんとでもできる力があるだろう）

　誰かが、何かを、スヴェンの脳内に――いや、魂そのものに語りかけてきた。

「え………？」

　呆ぼう然ぜんと、その声に応じる。

（血の盟約に従い、キミには全てが託されたんだ。だから、それもキミのものなんだよ）

　何かの声の言わんとするところが、全く理解できなかった。

　しかし、異変はすでに起こっていた。

　鉱山の岸壁が、光を放っている。

　鉱脈に眠ねむる微小なレザン鉱が反応し、赤い光を放ち、それが数多の線となって、〝扉〟の向こう、内室の先にある、さっき自分が「古代のオーブンのようなもの」とルートに説明した器物につながっている。

「これは……まさか………？」

　スヴェン達は、勘かん違ちがいしていた。

　ここは確かに、古代帝てい国こくの技術を以て作られた台所のようなものだ。

　ただし、現代人のいうところのそれとは、次元の違う意味を持つ。

　星々を渡る船を作り、生命の秘密すら解き明かした者達の産物なのだ。

　広大な帝国の膨ぼう大だいな人数を養うために、エウロペア帝国の科学はひとつの奇跡を生み出した。

　動物、植物、様々な細胞を、一欠片から増殖させる機器を生み出した。

　ここは確かに台所。だが、ただの調理施設ではない。

　食材となるもの自体を生産する工場でもあるのだ。

　風化したかつての植物や肉は、運び込まれたものではない。

　この場で、〝作られた〟ものなのだ。

　そして、同じ多細胞生物という点では、食用かどうかということを抜ぬきにして、人間も同じようなものである。

「まだ、助かる……でも………」

　半分潰されたルートの体を持ち上げ、スヴェンは細胞増殖機器の半透明のケース中に収め、その肉体を再生させる。

　だが、まだ足りない。

　肉体は蘇っても、一度たび失われた心臓の鼓動を、魂の鼓動を、生命エネルギーとでも言うべきものを蘇らせることは出来ない。

（だから、あるだろう……そんなもの、いくらでも）

　少し呆れたように、また、何かの声が響ひびく。

　スヴェンは、自分の胸に手を当てた。

　その下にあるのは、超小型のレザニウムリアクター。

　彼女の魂を生み出し、原動力となる、赤き鉱石を動力源とするもの。

「…………………」

　振り返ると、そこにあるのはスクラップとかしたＴ―３Ⅱがある。

　その脇には、鉱山を滅ぼすためにもってきた、ゼオムボマー――猟兵機数十体分のレザン鉱が入っている――が、無傷のまま搭とう載さいされていた。

「ああ、そうか………」

　まるで全すべてを思い出すように、スヴェンはそれを引っ張りだし、己のレザニウムリアクターと共鳴させる。

　膨れ上がる赤き光は、スヴェンの体に宿り、そして、少しずつ体を再生させていくルートの体に移っていく。

　トクン……トクン……

　真っ白な肌はだに、赤味が差していく。

　胸が上下に、ゆるやかに動き始める。

　スヴェンの耳にも、脳波が、心音が、呼吸音が、蘇っていくのがわかった。

　彼の体に、少しずつ、そして確かに命が蘇りつつあるのを確認しながら、スヴェンは、二年前のあの日のことを思い出す。




　あなたは覚えていますか？

　最後の日、あなたが軍を去る前日、あなたはわたしの体を隅々までキレイにしてくれた。

「中身も見てやりたいが、シロウトがイジると怖こわいからな」、そう言いながら、シートのほつれや、マニュピレーターのあいだのドロまで落としてくれた。

　そして全ての作業を終えた後、あなたはシートに座すわった。

　わたしの中にあなたがいた。

「こわいな……」

　あなたは小さくつぶやいた。

「……なにがでしょうか？」

「うわっ!?　おまえ起動してたのか？」

　ずっと〝起きて〟いた。だけど、とくになにも言うことがなかっただけだ。

　あなたはわたしがいらなくなった。違う世界で違う生き方をするために、もうわたしが不要になった。そんなわたしがあなたになにを話せというのか。

「あー……いままで、兵隊やってきたからな。俺おれがパン屋としてやってけるのかなって……不安でさ」

「なりたいからなるのでしょう？　除隊してまで」

　わたしを捨ててまで。

「ああ、俺はあの人たちが焼く分のパンを焼かなきゃいけない。あの人たちがつくるはずだった笑え顔がおをつくらなきゃいけない。……いや、つくりたいんだ」

　あなたが、ラプチュリカでなにがあったのかは聞かせてもらった。

　あなたが、どれだけ深い罪悪感と、それを償う方法を探してきたのかも知っている。

　あなたは、一つの答えを見つけた。

　武器を捨て、戦いを捨て、わたしを捨てて、パン屋になる道を見つけた。

「……おまえが一いつ緒しよならな、怖くないんだけどな」

「え？」

　自じ嘲ちよう的な笑いだった。そんなことできるはずがない、という感情はこもっていたが、わたしには分かった。あなたは本気でそう言った。

「おまえと一緒なら、どんな戦場でも怖くなかった。だけどこれからは一人だ、さすがに怖いさ」

　わたしが、一緒なら……一緒に、あなたも、わたしがそばに居てほしいと願ってくれているのですか？

「……今までありがとな」

　あなたは立ち上がった。

　わたしは、おもわず叫ぶように声をかける。

「大尉！　……あなたは、最高の主です。御武運を」

　なにか違うと思った。こんなことを言いたいんじゃない。

　でも、わたしの中の言語データの中に、最適なものを探すことができなかった。

「違うだろ？　主じゃない。おまえは俺の――――相棒だ」

　そう言って、あなたは笑った。

　とても温かい、優やさしい笑顔だった。

　あなたは自覚していないんでしょうね。もう自分は笑えなくなったなんて思っているんじゃないですか？　違いますよ。このときあなたは、笑っていました。

　もしかして、わたししか見ていないのかもしれません。

　離れたくないって、思ったんです。

　ずっと、あなたといたいって思ったんです。

　あなたのそばで、そこが戦場でなくても、あなたを支えてあげたかった。

　あなたの笑顔を、もっと見たかった。

　そう、やっとわかりました。

　わたし、あなたが大好きなんですね。




「ん………んん………？」

　ルートが目を覚ます。

　ケースから体を出だし、自分の身に起こった奇跡が理解できないのか、体のあちこちを触って、不思議そうにしている。

「スヴェン……？　俺は、生きてるのかな……？」

　拍子抜けするくらい間抜けなことを尋たずねてくる、最愛の主の姿がそこにあった。

「主さま！」

　飛びつくように、スヴェンは抱だきついた。

　彼女が全力を出して抱きしめれば、せっかく蘇ったルートの全身の骨を砕くだきかねない。

　だから、彼女は大切に、最大限の注意をはらい、心から慈しむように抱きしめた。

「主さま！　主さま！　主さま！　主さま！　あるじ……さま………」

　この日初めて、スヴェンは涙を流す。

　悲しみの涙ではない。ましてや、生体部品を湿潤するための涙でもない。

　心の底から溢れ出る、喜びの涙だった。







幕間劇







　王立兵器開発局、戦争の様相を一変させた猟りよう兵機を生み出したこの場所は、奥おくに行けば行くほど厳重なセキュリティが施ほどこされ、元げん帥すいとて無断で入ることはできない。

　その地下深くの最深部で、開発局局長ダイアン・フォーチュナーは椅い子すに腰こし掛かけ鼻歌交じりで、赤髪がみの少女からの報告に耳を傾けていた。

「……以上が、オーガンベルツにおけるスヴェルゲン・アーヴェイの報告です」

「ごくろーさん、いやはや、なかなか興味深い結果だね」

　スヴェンの生みの親である彼は、彼女が研究所を脱走した際に、即座に追手としてこの赤髪の少女――レベッカを派遣した。

「しかし……このドル……なんとかって人？　バカだねぇ……ペルフェが併へい合ごうされてから一年も経たっているんだよ？　大戦中からあそこはもうワイルティアの一地方同然だったんだから、なにかめぼしいものがあったらとっくに私が手を付けているよ」

　オーガストは国体を維持するために、少しでも国家に異を唱える者、唱えかねない者は容よう赦しやなく粛しゆく清せいする。

　そのやり過ぎでいよいよ人材不足になったかと、ダイアンは笑った。

「ま、んなことはどーでもいいや。バカがバカやってバカみたいな死に方をするなんて、この世の中いくらでも転がっている話だ。おもしろくも珍しくもない……それよりも、レベッカ？　彼かの女じよは、そのルート・ランガートとやらを追いかけるために開発局を脱走したんだね？」

「肯定です」

　レベッカは、愛らしい外見に反した冷たい、機械のような声で返す。

「ふふふふふ………これはまた、彼女の意志で、彼女が選び、彼女が愛した男か……」

　自律式人間型猟兵機の開発は、「死なない兵士」「限りなく人間に近い兵器」……表向きは、それすら極秘だが、そんなものは彼の本当に行おうとしている研究の予算と人員と資材をかき集めるための方便にすぎない。

「レベッカ……キミはこのエウロペア大陸の名の由来は……知ってたよね？」

「肯定。約千年前に存在した帝国の名称と記録しています」

「正解……じゃあ、そのエウロペア帝国の名の由来は知っているかい？」

「否定。データベースに有効な解答はありません」

　そうだろう。

　消しよう滅めつした原因も分かっていない国の創世の神話など、伝わっている方がおかしな話だ。

「今からずぅ～っとずぅ～っと昔にいた女の子の名前なんだよ。彼女はね、とても美しくてね、あまりにも美しすぎたため、ついには神様までやってきて求婚してきたんだ」

　科学者と分類されるものが語るには、やや幻想がすぎるおとぎばなしのような物語を、ダイアンは芝しば居いじみた口調で語る。

「その神様は、女の子――エウロパにこう言ったんだ。『もし我が伴侶となるならば、お前にこの世界全てをくれてやろう』ってね？　で、エウロペア帝国の皇帝は、そのエウロパの子孫を称しているんだ。神様から世界をもらった女の子の子孫だから、この世界も自分のものって理り屈くつさ」

　それは、それだけ聞けば、エウロペア帝国が自らの支配は神により許されたものであると宣言する、ただの王権神授説の一つにすぎない。

　だが、ダイアンはその神話が、それだけではないと考えた。

　全ての伝説や神話には、その元となった何かが存在する。

　千年前の段階で、現代の科学をはるかに凌りよう駕がする文明をもった帝国だ。何があってもおかしくはない。
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　ダイアンはそれを検証すべく、人工的に古いにしえの帝国の血族を蘇よみがえらせようとした。

　奇跡的に発見されたエウロペア帝国皇帝の遺骸の欠片を手に入れ、その遺伝子情報を解析し、再現することに成功する。

　その結果、驚おどろくべき現象が起きた。

　世界中に存在する、帝国の遺産が収められた〝扉〟――台所用品を入れた程てい度どのものでさえ、戦車砲を使っても暴くことができないその〝扉〟が、皇帝の遺伝子に反応して自ら開いていったのだ。

　ダイアンは確信する。

　神が与あたえた〝世界〟とは、「世界を我が物にできるほどの強大な力を持つ、帝国の文明そのもの」なのだ、と。

　ドルチェフが口にした『古の扉は、約束された乙女の血を以もつて開かれる』とは、研究の一端たんを聞きかじった彼の弟子だった者の一人がオーガストに亡命し、見当はずれな伝え方をしたのが原因だろう。

〝扉〟は数多くこの世に存在する。

　いくつかは解放に成功したが、より巨大なもの、より強力なものが収められた〝扉〟は、ただ培養した体細胞ごときでは開かなかった。

　もっと人間に近いものが、必要だったのだ。

「エウロパをこの世に蘇らせよう」と、培養された体細胞を元に、各内臓器官は機械によって補い、脳と心臓はレザニウムリアクターで代用。

　限りなく人間に近い者が出来上がったが、それでもまだ足りない。

　自らの意志、心、魂が必要だった。

　なぜなら、「神に愛された乙女」を蘇らせるのだ。

　誰かに愛されるためには、自らもまた、誰かを愛さなければならない。

　だから、ダイアンは、アーヴェイの魂を、再現したエウロパの体に移植し、スヴェンをこの世に生み出した。

「素す晴ばらしいとは思わないかね。彼女は、この世界の全ての叡えい智ちを開く鍵なんだよ。そして彼女に愛された男は、帝国の末まつ裔えいを称する諸国の王など問題にならない、まさに正当な皇帝になれるわけさ……」

　楽しそうに、ダイアンは体を曲げて笑っている。

　自ら生み出したシロモノが、この世界を根底からひっくり返そうとしていることが、彼は楽しくてしょうがないのだ。

「提言」

　そんな彼の様子を見ながら、レベッカは手を挙げる。

「なんだい？」

「それほどの重大なものを、このままにしておいてよろしいのでしょうか？」

　オーガストが見当はずれな形とはいえその一部を知ったように、他国の諜ちよう報ほう機関が動いていないとも限らない。

　ワイルティア公国の軍部や貴族たちとて、一枚岩ではない。

　どこかで聞きつけて、彼女を亡き者にしようとするかもしれない。

「レベッカ……愛を育てる最も効果的な要素はなにか知っているかね？」

「否定。データベースに有効な解答はありません」

　だろうね、とはダイアンは言わなかった。

　スヴェンと同じく、彼女――型式番号ＳＡ―Ｒ２『レベッカ・シャルラハート』もまた、彼が作った自律式人型猟兵機である。

　自分が作ったものである彼女が、何ができてなにができないか、何を知っていて何を知らないかは、ダイアンが一番良くわかっている。

「逆境だよ……様々な困難を、愛する者と手と手を取り合うことで乗り越こえることで、より強い愛情が育まれる……ようやく愛を自覚した程度の状態ではまだ足りない。彼女が、真なる思いを遂げた時……」

　ダイアンは立ち上がり、ゆっくりと、開発局最深部にある、極秘中の極秘である「それ」に向かって歩み寄り、手を当てる。

「この〝扉〟は、開かれる――――!!」

　彼の目の前には、ベルン鉱山の地下にあったものなど比べ物にならない、百メートルを超こす大きさの、固く閉ざされた、〝扉〟があった。







終章　「赤い瞳ひとみの看かん板ばん娘むすめ」







　歴史には残らない、記録にも残らない事件は幕を閉じてから一ヶか月げつ――それからのトッカーブロートはいろいろと忙しかった。

　大口の契けい約やくが入ったことで経営実績が認められ、スヴェンの交渉もあって銀行から融ゆう資しを受けることに成功し、モグリからの借金も整理でき、廃はい業ぎようの危機は脱だつした。

　さらに、鉱山での事件は表向きには「教会を襲った野盗の襲しゆう撃げきを、たまたま通りがかったルートが鎮圧した」という形になったため、それまでルートに対して悪感情を持っていた街の人々の偏見を払拭させる一助となり、それがそのままお客の倍増につながった。

　トッカーブロートの評判は一日ごとに上がり、最近では隣となり町からわざわざ買いに来る者も現れるほどだ。

「あーいそがし、いそがしですわ」

　開店三十分前――目の回るような忙しさの中、スヴェンは右に左にと走り回っていた。

「スヴェン？　これ、どこにやるの？」

　手伝いに来ているジェコブが尋ねる。

「それは三番の箱に入れてくださいまし、三番ですわよ？　四番に入れたら型に合いませんから、気をつけてくださいましね」

　ルートは鉱山への納入に出かけている。

　大口の業務契約にお客さんの増加、人員・設備、ともにフル回転だった。

「はぁ……ひと月前とはえらい違ちがいだなぁ……言っとくけどスヴェン？　バイト代は請せい求きゆうするからね」

「おほほほ、ご安心くださいまし。きちんと、ワイルティア公国の労働基準法に則った賃金をお支し払はらいいたしますわ。といいますか、ジェコブさんこのままお勤めになられたらいかがですか？」

「あ～それもいいかもね～……なんせ、今、僕ぼくんち開店休業中だから、少しでも現金収入があった方がいいし」

　ジェコブの祖父は、彼もまたテロリストへの協力をしたのだから罪に問われるべき者なのだが、ルートの嘆願もあって「あくまで脅迫されての行こう為い」として、情状酌量が取り計らわれた。

　しかし、憎にくしみの対象であったワイルティア軍人に情けをかけられたことで、ジェコブの祖父はめっきり老ふけ込み、まともに働ける状じよう況きようではなくなってしまったのだ。

「ジェコブさん………その……なんと申し上げれば……」

　ジェコブの祖父の行いは自業自得。それどころかルートやスヴェンは出来うる限りのことをしたのだ、思い悩む必要はないのだが、その咎とがをジェコブにまで背負わせるのはあまりにも気が引けた。

「気にしないでいいよ。元々やってけていたのが奇跡みたいな工場だったんだし」

　暗い顔をするのはそこまで、と言わんばかりに笑うジェコブ。

　もしかして、彼かれはかなりの大物なのかもしれないと思わせる笑顔だった。

「それにしても、もう一人くらい店員増やしたほうがいいんじゃないの？」

「ええ、一応お店の前に募ぼ集しゆうのチラシは貼はったんですけど………」

　カランコロン

　開店前にもかかわらず、扉とびらが開かれる。

「あ、もうしわけございません。まだ開店前で……げっ」

　現れたのは、町外れの教会のシスター、元テロリストのマレーネだった。

「おはようございます。あの……ルートは？」

「主さまは所用で出かけておりますわ。わたくしたちはお仕事で忙しく、あなたのお相手をして差し上げる時間は毛頭ございませんのでさっさとお帰り下さいまし♪」

　にこやかなほほ笑えみを浮かべ、毒をふんだんに込めてスヴェンは答える。

「大だい丈じよう夫ぶよ、スヴェンさんに会いに来たんじゃないから。ルートはどこかしら？　お話があるの」

　しかし、マレーネも一歩も引かず、にこやかな笑顔で返す。

「ごめんあそばせ。主さまは半径五十メートル以内に性悪シスターを近づかせてはならないという病を抱かかえてらっしゃいますので、お引き取りくださいな」

「うふふ……性悪具合ならアンタに言われたくないんだけど～？」

　ぴきぴきぴきと、マレーネの笑顔が引きつり始める。

　あれから、マレーネのルートへの態度が少しだけ変化した。

　それはあまりにも小さな変化で、ルートは気がついていないが、いつもの様に教会に〝お布ふ施せ〟に訪おとずれた際に、妙みように彼に近づくようになった。

　なにより、スヴェンが警けい戒かいするのは、いつの間にか「ルート」と、呼び捨てになっていたことだ。

「なに勝手に距きよ離り詰つめてるんだ」――と、スヴェンにとっては気が気でなかった。

「へーんだ！　クサレシスターに会わせる主さまなんておりませんわ！　一昨昨日さきおとといきやがれですわ！」

　つかみ合い、ひっかきあいでもはじめるのではないかというほど激しくにらみ合う二人。

「あのさ……働こうよ」

　あきれた声でつぶやくジェコブ。

「あの……マレーネ？　なにか用事があったんじゃないの？」

「あ、そうでした。あら、あの子ったらどこ行ったのかしら……」

　マレーネが後ろを見回すが、いっしょに来ていたはずの少女の姿がなかった。




　少女は店の外の、裏手に隠かくれていた。

　やっぱり怖こわかったから、あのウェイトレスも怖かったが、ルートになんて言っていいかわからなかったから。

「ミリィ……かい？」

　ビクッと、少女――ミリィは体を震ふるわせた。

　鉱山に搬はん入にゆうを終えたルートが、新しく買った、前より少しだけマシなポンコツトラックに乗って帰ってきたところだった。

「あ、あああ……」

　トラックを降おりたルートの顔を見ながら、ミリィは震えている。

　怯おびえているのではない。戸と惑まどっていた、おじけづいていた。

「えっと……？」

　いつもと様子が違うことに、ルートは不思議そうな顔をしながら近づく。

「あの……どうだったかな？　この前の……？」

　先日、ようやくミリィのために焼き上げたりんごのデニッシュを持って行った。

　りんごの種類から、香かおりづけのリキュールにまでこだわった逸品。

　ミリィは受け取ってはくれたが、何も言わずそのまま奥に引っ込んでしまったのだ。

「んっ！」

　ミリィが、決意したような顔で、ポケットからなにかを取り出し突きつけた。

「……りんごのパン、くれよ」

　教会の内職の手伝いをしてもらった。彼女のこづかい銭せんだった。

「買いに……きたのか？　俺のパンを？」

　ルートは信じられないという顔をしている。

「お、お前、パン屋だろ！　売れよ！」

　ミリィは心の中で、「そんなことを言いたいんじゃない」と、頭をかきむしりたい気持ちだった。

「いじわるして……ごめん」

　絞しぼりだすような声で、ミリィが言う。

　ワイルティア人はキライだ。軍人はキライだ。このパン屋も、まだキライだ。

　でも、コイツはマレーネと自分を助けてくれた。教会のみんなを守ってくれた。

　だから、ちゃんと礼を言おうと思った。

　でも素す直なおになれなくて、だから、お客として来たのだ。

「でも、オマエ、俺のパンなんか食いたくないって……」

　いつも言っていた。ルートのパンなんか食べない、と。

「りんごのパン……うまかったから……」

　しかめっつらを作る。恥ずかしさを隠すために。

　ワイルティア人はキライだ。軍人はキライだ。このパン屋も、やっぱりキライだ。

　でも、しょうがないじゃないか。うまそうだったから。

　隠れて食べた。甘あまくて、いい香りで、すごくうまかった。

「なんだよ！　はやく売れ……うわぁっ」

　いきなり、ルートが抱きしめてきた。

　びっくりして、ミリィはもがいて、離れようとするが、離れることができなかった。

　あの夜、自分を守るために体を張って抱きしめてくれた時、自分のために生きてくれと言ってくれた時に感じたのと同じにおいがしたから。

　あったかくて、いいにおい。

　大好きだった父親と同じ、小麦のにおい、パン屋の窯かまのにおいがしたから。

「あり……ありがとう………！」

　ルートは泣いていた。嬉うれし涙なみだだった。

（バカじゃないのか、コイツ。そんなにはやってないのかよ、だから、買ってやるって言ったらこんなに喜んでんのかよ。涙流して、喜ぶようなことかよ）

　心の中で、散々と悪態をつく。

「バカじゃねーの……」

　ワイルティア人はキライだ。軍人はキライだ。だけど、このパン屋は、バカだけど、いまはそんなに、キライじゃなくなっていた。

「……ば、バーカ……」

　言いながら、ミリィは小さな手で、ルートの服をつかんだ。

　まるで、抱き返すように、手を伸のばした。

　顔が熱くなっている。でも、イヤな感じはしなかった。

　大人のはずのルートを、何故か愛らしいとさえ思ってしまった。

「主さま、お帰りになられましたの…………えっ？」

　トラックのエンジン音を聞いて、店の外に迎えに出たスヴェンが現れ、少女を抱きしめて泣いているルートの姿を見て、驚きのあまり絶句した。

「ああああああるじさまぁ――――！！！」

　音の壁かべも突き破らん勢いで駆かけ寄ると、スヴェンは大慌あわてでミリィからルートを引っ剥がす。

「コンチキショー！　ウチの主さまに粉かけるたぁいい度胸ですわ！」

　傍はたから見れば抱きついているのはルートの方で、ミリィが責められるいわれはない。

　しかし、スヴェンの言っているのはそんなことではなかった。

　抱きしめられているミリィの顔が、最近ルートを見るマレーネのように輝いている。

「恋する乙女の瞳」になっていたのだ。

「ち、ちげーよ、あたしはそんなんじゃねーよ！」

　ミリィが必死な顔で反論するが、赤くなった頬ほおはごまかせない。

「そんなんって、どんなんじゃーですの！」

　やっぱりだった。

　目が色気づいている。「いままでつれなくしていたのに、ちょっと優しくしてやったらすごくうれしそうな顔で寄ってきて、なによけっこうカワイイやつじゃんこのバカ犬」効果とでもいうものが働いたのだろう。

「聞いてくれよスヴェン！　ミリィが―――」

「あーるーじーさーまー!!」

　地面に下ろしてもなお、感動冷めやらぬルートは、興奮した面おも持もちでことのあらましを知らせようとするが、それを遮り、スヴェンは恨みがましい顔を近づける。

「は、はい？」

　その迫はく力りよくに、思わずルートは身をすくませてしまった。

「いいですか！　わたくしスヴェンは、身も心も主さま専用です！」

「へ？」

　スヴェンはずっと考えていた。

　なぜ自分はルートを幸せにしたいと願ったのだろう。

　何故この人に大切にされたいと願ったのだろう。

　やっと彼女は答えを見つける。

　好きなのだ、この人の笑顔が。

　この人の笑顔を、もっともっともっとたくさん見たいのだ。

　ただの兵器だった自分に、心を宿してくれたこの人の笑顔を。

「ですから！」

　なのに、この人の周りには敵が多すぎる！

　しかも見えないところで敵を増やすんだから！　今度は少女ですか！

　これなら十字砲ほう火かの真っ只中にいたほうがまだ安心できる。

　スヴェンはもう気が気でならなかった。

　だから、これだけは、絶対にはっきりさせたかった。

「主さまは、わたくし専用なのです！」

　ルートが返答する前に、スヴェンは問答無用に自分の唇を重ねた。

　誰だれにも渡わたさないんだから！

　この人はわたしの大切な人なんだから。

　スヴェンは、今たしかに感じる、自分の「心」に誓った。
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　小さな鉱山町オーガンベルツ、ここには小さなパン屋がある。

　パン屋の名前は「トッカーブロート」、強こわ面もてだが、まじめで腕うでのいい店主と、笑顔のかわいい看板娘がいる。

　もしもあなたがこの町を訪れることがあったなら、ぜひ立ち寄ってみることをお勧めします。

　ただし、ウェイトレスの瞳が、極稀に赤く輝くことは、あまり気にしないでくださいね。





了









あとがき







　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶり、ＳＯＷでございます。

「戦うパン屋と機械じかけオートマタンの看板娘ウエイトレス」、お楽しみいただけましたでしょうか？

　今作品はＨＪ文庫での初の刊行作品ということもありますが、それ以上に、私が初めて手がけるテイストの内容で、ご期待に添そえたものになりましたか、かなりドキドキです。

　今回、かなり大変というか、試し行こう錯さく誤ごを繰り返したのが、ヒロインであるスヴェンのキャラクターでして、作中でかなり過激な行動をするコでございますが、初しよ稿こう状態では「このお◯◯◯豚が!!」みたいなことまで言わせていたので、軽く私の人格が疑われました。

　断っておきますと、別に彼女は日頃猫かぶっているのではなく、人格形成の最初期が戦場で過ごしていたため、どうしてもそういった語句が豊富なだけです。

　あれです、お国訛なまりみたいなものだと思っていただけるとありがたいです。

　さて、それはともかくといたしまして、謝しや辞じの方など述のべさせていただきたいと……

　ザザ様、イラストの数々、大変素晴らしゅうございました。

　もろもろ、こちらからの厄やつ介かいなオーダーを見事に汲くみ上げていただき、かつ期待以上の形で描き上げて下さり、ありがとうございます。

　担たん当とうＯ様、様々力を尽くして下さり、感謝の念絶えません。

　トルコ料理をごちそうしていただき、ありがとうございました。

　何度でも行きたいくらい美味おいしかったです（チラッチラッ）。

　今作刊行にあたってご助力いただいた上うえ栖す綴てつ人と先生、空そら埜の一かず樹き先生、本当にありがとうございます。

　今度、あんぱんおごります。

　さらに、校正、デザイン、印刷、流通、販売に至るまでのすべての方々に心よりの感謝を……

　そしてなにより、今この時、今作を手にとって下さっている全ての皆様に、最大級の感謝を！　ありがとうございました。

　ではさっそく、私は次作の取材のため、ベーカリー巡めぐりに出かけるといたします。

　とりあえず、聖地銀座木村屋に行ってきます♪


ＳＯＷ
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